
■発行　山形県東置賜郡川西町　　■編集　まちづくり課　
■ホームページ　http://www.town.kawanishi.yamagata.jp
〒 999-0193　山形県東置賜郡川西町大字上小松 1567　☎ 0238-42-2111　
■電子メール　kawanishi@town.kawanishi.yamagata.jp　■印刷 株式会社ミキプロセス
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２０１６年４月１５日

　昨
年
度
に
引
き
続
き
、
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
読
み
手
で
あ
る
町
民
の
み
な
さ
ん
が
「
読
み

た
く
な
る
町
報
」
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
年
度
も
町
報
か
わ
に
し
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　今
月
号
か
ら
の
新
企
画
「
未
来
に
向
か
っ
て
」

は
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

躍
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
く
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の
小
川
悠
さ
ん
は
、
昨
年

度
の
新
人
戦
、
や
り
投
げ
県
１
位
の
実
力
の
持
ち

主
。
高
校
最
後
の
大
会
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　大

未来に向かって　～第１回～

夢はインターハイ出場！
今しかできないことに全力で

置賜農業高校３年生　小川　悠
はるか
さん（小松地区）

　わたしの夢は、やり投げ競技でインターハイと国体に出場して入賞することです。
　わたしは、高校に入学してやり投げと出会い、陸上部に入部しました。やり投げは初めてでとても楽しく、ど
んどん夢中になり、のめり込んでいきました。そして、県大会や東北大会にも出場するようになり、「いつかは
全国大会に！」という思いが芽生え始めました。そのため、練習では意識を高く持ち、いろんなことを吸収しな
がらコツコツ頑張っています。
　また、高校生活最後の 1年間なので、今しかできないことに一生懸命になり、後悔のない人生にしたいです。

　
　編

　後
　集

　記４月２日㈯～９日㈯の間にあった入学式の中から、
吉島小学校の入学式を表紙に選びました。２２人の
ピカピカの一年生。とっても元気でした。

平成２７年度
　山形県高等学校新人陸上競技大会
　　　　　　　女子やり投げ　優勝
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主な内容ともだちみんなで遊ぼうね
　～吉島小学校入学式～

かわにしかわにし

特集：”豆のあるまち”で進む町おこし P2～

平成28年度町職員配置図
P６～かわにし森のマルシェ5月14日オープン
P８～

税金などがコンビニで支払可能に P1２～
町のニュース P2８～
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４月の町税等 川西町の人口

16,008 人（－ 61）
男　　　7,833 人（－ 26）
女　　　8,175 人（－ 35）
世帯数　5,165 世帯 ( － 4)

※3月末日現在の住民基本台帳人口

●軽自動車税
●上下水道使用（３月概算分）
口座振替日　４月２８日㊍
納付期限　　５月　２日㊊

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

「わが家のおぼご」を掲載しませんか？（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名（2名まで）」「連絡先」「お子さん
の名前（ふり仮名付）・年齢」「メッセージ（２0字前後）」を記入し、
写真をメールで送付ください。（町内在住で３歳までのお子さん限定）
▶ 5 月号募集期間：４月１５日～２８日
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

米
野
　眞ま

央お

く
ん
（
２
歳
）

　
　紗さ

那な

ち
ゃ
ん
（
６
ヶ
月
）

　２
人
と
も
元
気
に
す
く
す
く
育

ち
ま
す
よ
う
に
♥

　
　（米
野
儀
昭
　愛
美
：
小
松
）

鈴
木
　心こ

こ
彩ろ

ち
ゃ
ん （
２
歳
）

　
　
　 

雄ゆ
う

惺せ
い

く
ん
（
２
ヶ
月
）

　お
姉
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
お
世
話

あ
り
が
と
う
！

　
　
　（鈴
木
栄
　梢
恵
：
小
松
）

梅
津
　結ゆ

い
斗と

く
ん
（
２
歳
）

　こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

大
き
く
な
ぁ
れ
♥

　
　（梅
津
智
史
　香
奈
：
犬
川
）

◆公式フェイスブックページ◆
町の出来事、イベント情報などが満載！
【https://www.facebook.com/town.kawanishi/】

【よろこびかなしみ】については、町
報かわにしの紙面構成の見直しに伴
い、一部変更して再度掲載させてい
ただくこととしました。
なお、希望者のみ掲載しています。

…３月受付分…

氏名 年齢 大字

渡部　敬二 ６０ 上小松
佐々 木喜久雄 ７９ 高　山
鈴木　ミヨ ９３ 小　松
相見　壽行 ７５ 中小松
鈴木クニ子 ８４ 尾長島
川崎　要助 ９１ 時　田
安部みつゑ ９８ 上小松
川崎　敏子 ８４ 上小松
市川　まさ ８６ 玉　庭
梅津　よね ９０ 東大塚
奥村きよの ８７ 高豆蒄
今野　とよ ９４ 吉　田
佐藤　ヤヱ ８１ 吉　田
渡部　平次 ９２ 上小松
髙橋　みん ９５ 堀　金
片倉　智子 ８６ 上小松
丹野　貞藏 ７５ 高　山
舟山　俊枝 ８８ 中小松
多田　きぬ ８３ 中小松
桵澤　孝一 ９０ 朴　沢

新郎　　　　　　　新婦 大字
関川　　守 ♥ 村田　麻美 小　松
佐藤　　克 ♥ 佐原　寛子 莅
髙橋　大安 ♥ 安部恵梨奈 下奥田
嵐田　秀偉 ♥ 石田　晴香 時　田

氏名 性別 保護者 大字
片倉　彩

いろは
巴 女 達朗・ 愛子 上小松

遠藤　悠
ゆうと
音 男 雅己・ 美希 大　舟

安孫子　鈴
りん

女 真也・ 唯 高　山
斎藤いつき 女 矩寛・恵理子吉　田
竹田　泰

たいせい
晟 男 隼也・ 明子 高　山

竹田　春
はるた
太 男 竜哉・ 桂子 中小松

井上　　栞
しおり

女 忍 ・ 由紀 堀　金
鈴木　莉

り こ
瑚 女 泰二・奈都美洲　島

竹田　日
ひより
和 女 純一・日加里高　山

鈴木　笑
え ふ
歩 男 茂明・ 由美 玉　庭

遠藤　睦
あつと
斗 男 正倫・ 香 時　田

髙梨　笑
えみの
実 女 裕晃・ 由里 吉　田

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん 12 名

ご結婚おめでとう　4 組

ご冥福を祈ります

毎
月
３
組
募
集
中
！
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“豆のあるまち”で町おこし

意
外
に
多
い
？
豆
の
種
類

　み
な
さ
ん
は
、「
豆
」
と
聞
い
て
ど
ん

な
豆
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
「
紅
大

豆
」「
秘
伝
豆
」「
青
畑
豆
」
な
ど
な
ど
…

お
そ
ら
く
、
多
く
の
方
が
思
い
浮
か
べ
ら

れ
た
の
は
３
～
５
種
類
く
ら
い
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　で
は
、
川
西
町
で
い
っ
た
い
ど
の
く
ら

い
の
豆
が
作
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
数
は
な
ん
と
35
種
類
。
こ
の
大
半
は

一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
品
種
が
多

く
、
豆
の
色
や
形
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

“豆のあるまちかわにし”
　このフレーズ、どこかで聞いたことありませんか？
　川西で採れる豆は「紅大豆」「秘伝豆」「青畑豆」だけじゃないんです。その数なんと３５種類！
その“豆”を使った町おこしを展開しています。
　豆を使った町おこしとは、いったいどういうものなのか？関係者同士での話し合いから始まっ
たこの取組みが、いま大きな反響を呼んでいます。

か
わ
い
く
洗
練
さ
れ
た
情
報
発
信

　

そ
の
多
彩
な
豆
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し

推
進
機
構
（
登
坂
賢
治
会
長：以
下
機
構
）

が
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　始
ま
り
は
、
平
成
25
年
に
町
の
総
合
計

画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
神
戸
国
際
大
学

経
済
学
部
教
授
の
中
村
智
彦
先
生
と
町
、

機
構
と
で
、
町
の
名
産
品
に
つ
い
て
の
議

論
を
行
っ
て
い
た
と
き
、
豆
に
関
す
る
話

題
が
多
く
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

そ
の
後
、
機
構
が
主
と
な
り
豆
の
種
類
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
な
ん
と
35
種
類
の
豆

が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　そ
の
「
豆
」
を
題
材
に
、
豆
の
情
報
を

発
信
す
る
「
マ
メ
リ
エ
」
と
町
内
女
性
豆

生
産
者
を
合
わ
せ
た
３
人
が
、「
お
し
ゃ

れ
」
で
「
か
わ
い
い
」
そ
し
て
「
洗
練
さ

れ
た
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
自
身
が
作
っ

町報かわにし　30平成２８年４月１５日

食育
推進

はじめよう、朝ごはん習慣！
☀ 朝ごはん習慣で生活リズムを整えよう
　新生活が始まり、生活のリズムを崩しやすい時期で
す。心身の疲れを溜めないためにも生活リズムを整え
ることが大切です。
　朝ごはんを食べるよう意識することで、早寝・早起
きにもつながり、生活のリズムも新しいリズムに無理
なく変わっていきます。
　忙しい朝でも、主食（ご飯やパン）、主菜（肉、魚、
卵など）、副菜 ( 野菜類、海藻類など ) がそろうよう心
がけてみましょう。

春はスタートの季節
生活リズムを
味方につけよう

　
こどもフェスタ＆

ひょうたん島スタンプラリー
2016

　まんまる太鼓キッズ演奏、ＡＫＥＭＩコンサート、
ミニ動物園、産直・フードコートもあるよ！

❖ 日　時　5 月 5 日 ㊍㊗ 午前１０時～午後３時

❖ 場　所　羽前小松駅前、駅周辺商店街、
　　　　　 川西町フレンドリープラザほか
❖ 参加料　こども（中学生以下）２００円
　　　　　 大人４００円 （親子券、家族券もあり）
問えき・まちネットこまつ ☎４２－２５３３
川西さくらの見頃情報
●置賜公園（小松）…４月２０日㈬頃
●龍蔵桜（犬川）…４月２０日㈬頃
●石割桜（玉庭）…5 月 1 日㈰花見の会開催

（会費：２，０００円）

ワンポイント♪
ホワイトソースの水を、牛乳に変えることでコ
クのある味わいになります。
カルシウム補給にもなり、一石二鳥！

手軽にできる
シチューのもとで
簡単グラタン！

　くきたちグラタン　
✿ 材料　＜２人分＞
○くきたち　　　　２００ｇ
○ベーコンハーフ　３枚（３０ｇ）
○ピザ用チーズ　　　２０ｇ

〈ホワイトソース〉
○シチューのもと　１．５かけ（３０ｇ）
○水　　　　　　　２００ｍｌ
✿ 作り方
① くきたちは茹でて、３㎝幅に切る。ベーコ

ンは１㎝幅に切る。
② 耐熱容器に粗く刻んだシチューの素と水を

入れ、ふんわりラップをして１分加熱する。
ダマがなくなるまでよく混ぜホワイトソー
スを作る。

③ グラタン皿などに①を入れ、②を加えて混
ぜる。ピザ用チーズをのせオーブントース
ターで３～５分焼く。

注）電子レンジによって出力数が異なります。このレシピは

６００Ｗ（回転皿付）を基準としています。火の通り具合を

みて加減しましょう。（置賜発　野菜まるごとレシピ集より）

 一生に一度の２０歳
 川西町成人式５月３日に開催
■ 期　日　５月３日㊋㊗
■ 場　所　川西町フレンドリープラザ
■ 日　程　受付　　 午前９時３０分～

記念撮影 午前９時４５分～
式典　　 午前１０時３０分～１１時
記念行事 午前１１時１０分～１２時

■ 対象者　平成７年４月２日から平成８年４月１日
までに生まれた町内在住者及び町立中学
校卒業者

※ 今年の成人式の対象者には、４月上旬にご案内状
を発送しています。

※ 会場には一般席を準備いたしますので、ご家族の
方もぜひご同席いただき祝福ください。

問町生涯学習課 生涯学習グループ ☎４４－２８４３
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た
豆
料
理
な
ど
を
中
心
に
、
S
N
S
を

活
用
し
な
が
ら
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　そ
の
活
動
が
、
特
に
女
性
を
中
心
に
注

目
を
集
め
は
じ
め
、
平
成
26
年
11
月
に
は

N
H
K
の
昼
の
番
組
で
全
国
に
生
放
送

さ
れ
、
そ
の
後
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
無
料
情
報

誌
「
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
」
に
掲
載
さ
れ
る

な
ど
、
認
知
度
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

○
参
考
文
献

・
豆
類
事
報 

N
o
80 
２
０
１
５
年
９
月

　山
形
県
川
西
町
「
豆
の
あ
る
ま
ち
か
わ
に
し
」
　

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　～
N
o 

　B
e
a
n
s 

N
o 

　L
i
f
e
が
生
ま
れ
る
ま
で
　神
戸
国
際
大
学
　

　経
済
学
部
　教
授
　中
村
　智
彦
著

・
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
２
０
１
５
年
７
月
号

・山
形
大
学
農
学
部
農
学
博
士
　五
十
嵐
　喜
治
「
紅

　大
豆
の
成
分
特
性
に
つ
い
て
」

視
点
を
変
え
た
方
法
で

　ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
東
京
都
上
野
で

町
内
産
の
豆
の
展
示
や
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
山
形
か
わ
に
し
豆
の
展
示
会
」
を
３
日

間
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
従
来
の
直
売
や
産
直
と

い
っ
た
安
さ
を
強
調
す
る
や
り
方
で
は
な

く
、
飲
食
業
界
、
食
品
関
係
業
界
、
マ
ス

コ
ミ
業
界
な
ど
の
方
々
に
加
え
、
料
理
愛

好
家
や
ブ
ロ
ガ
ー
な
ど
、
情
報
発
信
力
の

あ
る
方
々
へ
の
P
R
を
第
一
の
目
的
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　出
展
者
や
ス
タ
ッ
フ
も
、
会
場
の
雰
囲

気
に
合
わ
せ
て「
か
っ
こ
い
い
」「
お
し
ゃ

れ
さ
」
を
意
識
し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
来
場
者
は
の
べ
１
７
０
０
人
、
売

り
上
げ
も
過
去
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
3
月
に
は
山
形
市
で
開

催
し
、
今
年
度
も
実
施
す
る
方
向
で
準
備

を
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

▲▼多くの人が訪れた「山形かわにし豆の展示会」

▲川西の豆が注目を集めたトランヴェール

▲ 35種類の豆を並べて。全種類言えますか？



▲町民の安全安心な生活のために

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
に
辞
令
を
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
28
年
度
消
防
団
辞
令
交
付
式
～

　４
月
３
日
㈰
、
平
成
28
年
度
川
西
町
消
防

団
辞
令
交
付
式
が
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
二
男
団
長
よ
り
消

防
団
幹
部
と
、
20
名
の
新
入
団
員
の
皆
さ
ん

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　辞
令
交
付
後
に
は
、
各
部
門
に
分
か
れ
て

研
修
会
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
は
消
防
で
の

基
礎
的
な
動
き
や
消
防
団
員
と
し
て
の
心
得

を
学
び
ま
し
た
。
町
内
で
は
現
在
５
８
１
名

の
消
防
団
員
が
、
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　玉
庭
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
活
用
委
員

会
が
福
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ

き
、
29
日
㈫
に
楠
田
博
雄
委
員
長
が
そ
の
ご

報
告
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　玉
庭
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
お
も
い
で

館
は
、
原
発
事
故
発
生
時
に
福
島
の
方
の
受

入
を
行
い
、
そ
れ
以
降
、
放
射
線
が
心
配
な

い
遊
び
場
と
し
て
、
月
に
一
度
の
プ
チ
避
難

を
受
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
区
の
住
民

と
福
島
の
方
が
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　5
月
4
日
に
は
震
災
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
か
す
か
な
光
へ
」
の
上
映
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▶思いで館の楠田館長
▼ 2月には「ヤハハエロ」　
　をみんなで体験

３/２９

玉
庭
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
活
用
委
員
会
が

福
島
県
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

４/３

▲新しく農業委員になられた松田さん（左）と
　退任された星野さん（右）

新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　置
賜
農
業
共
済
組
合
の
役
員
改
選
に
伴

い
、
平
成
23
年
３
月
か
ら
5
年
間
農
業
委
員

を
務
め
ら
れ
、
本
町
農
業
振
興
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
吉
島
地
区
の
星
野
廣
志
さ
ん
が

農
業
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　後
任
に
は
、
新
し
い
理
事
の
中
か
ら
推
薦

の
あ
っ
た
、
玉
庭
地
区
の
松
田
幸
男
さ
ん
が

選
ば
れ
、
３
月
31
日
付
け
で
農
業
委
員
に
選

任
さ
れ
、
町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。　退

任
さ
れ
る
星
野
さ
ん
、
長
い
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
新
た
に
農
業

委
員
に
な
ら
れ
た
松
田
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　4
月
1
日
㈮
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱

状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
か
ら
継
続
の

7
名
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
4
名
の
協
力
隊

が
加
わ
り
、
11
名
体
制
と
な
っ
た
隊
員
た
ち

に
、
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　今
年
度
か
ら
加
わ
っ
た
の
は
、
農
業
研
修

生
の
加
藤
昇の

ぼ
るさ

ん
、
松
山
薫か

お
るさ

ん
、
松
山

緩ひ
ろ
こ子

さ
ん
と
、
遅
筆
堂
文
庫
研
究
員
の
山
内

七な
な
み海

さ
ん
の
4
名
で
す
。

　農
業
研
修
生
の
3
名
は
農
業
法
人
等
で
研

修
を
受
け
な
が
ら
新
規
就
農
を
、
研
究
員
は

遅
筆
堂
文
庫
で
働
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
定
住

を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

▲左から　加藤昇さん　松山緩子さん
　　　　　松山薫さん　山内七海さん

４/１

新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す
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「
女
性
目
線
の
P
R
」
が

川
西
を
広
め
る
き
っ
か
け
に

新
た
な
魅
力
が
次
々
に

　「川
西
町
に
35
種
類
以
上
の
豆
が
あ
る

な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
―
―
―
」

　豆
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
、
や
ま
が

た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
登
坂
理
事
長
は
、

そ
の
時
の
驚
き
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　機
構
の
み
な
さ
ん
も
、
豆
の
お
い
し
さ

や
栄
養
、
豆
が
縁
と
な
る
新
た
な
関
わ
り

に
魅
力
を
感
じ
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。

　「女
性
目
線
」
と
い
う
新
た
な
視
点
が
、

今
ま
で
に
な
い
広
が
り
を
生
み
出
し
て
い

て
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
特
集
を
は
じ
め
、

東
京
都
上
野
桜
木
あ
た
り
（
台
東
区
）
と

山
形
市
で
行
っ
た
「
豆
の
展
示
会
」
は
、

ど
ち
ら
も
大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　さ
ら
に
、「
こ
の
展
示
会
で
紅
大
豆
の

販
路
が
広
が
り
、
移
住
希
望
者
が
現
れ
る

な
ど
、
町
を
P
R
す
る
に
は
絶
好
の
機

会
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
豆
」
の
情
報
で
川
西
へ

　機
構
と
し
て
の
、
今
後
の
活
動
方
針
を

伺
う
と
、「
35
種
類
以
上
の
豆
が
あ
る
と

い
う
“
珍
し
さ
”
と
、
畑
の
肉
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
の
“
豊
富
な
栄
養
値
”
と
い
う
視

点
で
さ
ら
に
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、5
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
も

豆
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
す
。
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
を
拠
点
に
、
遠
方
か
ら
来
る
お
客
様

と
生
産
現
場
が
繋
が
り
、
さ
ら
に
多
く
の

人
に
川
西
町
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　機
構
の
情
報
発
信
が
さ
ら
に
広
が
り
、

町
へ
興
味
を
持
つ
人
が
さ
ら
に
増
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

やまがた里の暮らし推進機構
理事長
登坂 賢治さん（東沢）

今
ま
で
に
な
い
反
応
が

　機
構
の
情
報
発
信
に
対
す
る
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
は
、「
豆
」
と
い
う
一
つ
の
題

材
に
特
化
し
、
そ
こ
か
ら
川
西
町
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
も
の
す
。

　も
う
一
つ
は
、
生
産
活
動
や
商
品
開
発

は
農
業
者
な
ど
に
任
せ
、
あ
く
ま
で
「
情

報
発
信
」
に
徹
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　そ
の
よ
う
に
し
て
発
信
し
て
い
る
情
報

や
、
掲
載
写
真
な
ど
は
女
性
目
線
の
も
の

で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク

セ
ス
や
機
構
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
若
い

女
性
や
料
理
関
係
者
な
ど
、
今
ま
で
に
な

い
ジ
ャ
ン
ル
の
反
応
が
大
き
い
の
が
特
徴

で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　●
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　
　
　「豆
の
あ
る
ま
ち
か
わ
に
し
」

https://w
w
w
.facebook.com

/
m
am
enoarum

achi/tim
eline

　
　
　●
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
　
　「＠
川
西
ま
め
す
け
」

h
ttp

s
:/
/
tw
itte

r.c
o
m
/

beanstow
n_japan

▲情報発信キャラクターの「まめすけ」

▲フェイスブックでは女性目線　
のかわいい写真がずらり

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

▲人形の由来なども丁寧に説明

３/２６
～２７
個
性
豊
か
な
ひ
な
人
形
と
お
も
て
な
し
を
堪
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
第
18
回
～
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

　3
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
の
2
日
間
、
玉
庭

地
区
の
8
つ
の
会
場
で
「
第
18
回
玉
庭
ひ
な

め
ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
前
年
度
上
回
る
８

３
４
人
（
81
人
増
）
の
来
場
者
が
、
江
戸
時

代
か
ら
伝
わ
る
個
性
豊
か
な
ひ
な
人
形
と
、

玉
庭
地
区
の
方
々
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
も

て
な
し
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　例
年
に
比
べ
雪
解
け
も
進
み
、
両
日
と
も

晴
天
に
恵
ま
れ
た
玉
庭
地
区
で
は
8
つ
の
会

場
そ
れ
ぞ
れ
に
古
今
雛
や
享
保
雛
、
相
良
人

形
や
成
島
人
形
を
は
じ
め
、
手
作
り
の
つ
る

し
雛
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
は
感
動
し

な
が
ら
人
形
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　３
月
16
日
㈬
、
渡
部
幸
雄
さ
ん
（
吉
島
）

が
自
費
出
版
の
著
書
「
日
本
を
揺
る
が
し
た

戊
辰
戦
争
」
の
寄
贈
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　渡
部
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
「
下
平
柳
史
」
や

自
作
の
童
話
集
な
ど
を
執
筆
さ
れ
、今
回
は
、

「
平
和
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
歴
史
的

な
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
思
い
か
ら
執
筆
さ
れ
、
町
に
対
し

て
70
冊
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　町
で
は
、
こ
の
本
を
無
償
で
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
生
涯
学
習
課
（
☎
44
―
２
８
４
３
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３/1６

平
和
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

～
「
日
本
を
揺
る
が
し
た
戊
辰
戦
争
」
を
出
版
～

▲ロゴマークと限定商品を披露する吉村部長（東沢）

商
工
会
青
年
部
が
最
優
秀
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
山
形
県
提
案
公
募
型
事
業
成
果
発
表
会
～

　3
月
23
日
㈬
、
県
内
の
8
つ
の
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
、
提
案
公
募
型
事
業
の
平
成
27

年
度
成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
、
町
商
工
会
青

年
部
が
、見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　同
青
年
部
は
、
千
葉
県
や
飯
豊
町
の
道
の

駅
を
視
察
し
な
が
ら
、
売
れ
る
商
品
づ
く
り

や
情
報
発
信
方
法
な
ど
を
学
び
、
青
年
部
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
商
品
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
開
発
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
付
き
商
品
は
、
森
の
マ
ル
シ

ェ
限
定
発
売
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
と
の
連

携
や
、
青
年
部
員
の
所
得
向
上
に
結
び
付
く

取
組
み
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　3
月
9
日
㈬
、
川
西
町
地
域
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
（
委
員
16
名
）
の
安
部
会
長
か
ら

町
長
に
対
し
て
、「
第
２
期
地
域
福
祉
計
画・

地
域
福
祉
活
動
計
画
案
」
が
答
申
さ
れ
ま
し

た
。　同

委
員
会
は
、
昨
年
８
月
28
日
に
町
長
か

ら
諮
問
を
受
け
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
検
討
部

会
」
と
「
組
織
づ
く
り
検
討
部
会
」
を
設
置

し
、
７
回
に
わ
た
る
審
議
を
重
ね
、
３
月
１

日
の
会
議
に
お
い
て
計
画
案
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

　町
で
は
、
今
後
本
計
画
に
基
づ
き
地
域
福

祉
に
関
す
る
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３/９

住
み
慣
れ
た
町
で
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　
　
　
　～
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
案
の
答
申
～

３/２３

▲町民の意見が詰まった計画を答申

▲希望者は生涯学習課へ連絡を
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需
要
の
高
ま
る
紅
大
豆

　35
種
類
の
豆
の
な
か
で
代
表
的
な
も
の

と
し
て
、
在
来
種
で
あ
る
「
紅
大
豆
」
が

あ
り
ま
す
。

　昔
は
「
赤
豆
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
鮮
や
か
な
赤
い
色
と
、
県
の
特
産
で

あ
る
紅
花
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
紅
大
豆
」

と
名
前
を
改
め
ま
し
た
。

　そ
の
紅
大
豆
を
町
の
特
産
品
と
し
て
生

産
す
る
た
め
「
川
西
町
紅
大
豆
生
産
研
究

会
」が
発
足
し
平
成
21
年
に
は「
紅
大
豆
」

を
商
標
登
録
し
、
P
R
活
動
や
商
談
会
、

新
商
品
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　現
在
は
、
機
構
の
情
報
発
信
の
効
果
で

需
要
が
供
給
を
上
回
り
、
生
産
面
積
の
拡

大
と
、
新
た
な
生
産
者
の
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

る
の
か
を
生
産
者
自
身
が
感
じ
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の
結
果

お
客
様
か
ら
「
が
ん
ば
っ
て
」
と
応
援
さ

れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
こ
と
を
、
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、『
私
た
ち
は
「
特
産
品
」
を
栽

培
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。』
と
自
信
を
も
っ
て
話
し
て
く

れ
た
淀
野
会
長
。
紅
大
豆
を
知
っ
た
お
客

様
に
、
小
さ
な
豆
の
花
が
咲
き
並
ん
で
い

る
光
景
を
見
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

単
な
る
「
農
産
物
」
で
は
な
く

「
特
産
品
」
を
栽
培
す
る
意
識
で

紅
大
豆
を
知
っ
て
も
ら
う

　「〝
紅
大
豆
”
と
い
う
珍
し
い
も
の
を
と

お
し
て
、
川
西
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
―
―
―
」

　淀
野
会
長
を
は
じ
め
、
川
西
町
紅
大
豆

生
産
研
究
会
の
生
産
者
が
紅
大
豆
を
生
産

し
始
め
た
の
は
そ
ん
な
思
い
か
ら
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
以
降
、
町
内
業
者
と
連

携
し
た
新
商
品
開
発
や
、
商
談
会
へ
の
参

加
な
ど
で
、
直
接
お
客
様
と
触
れ
合
い
な

が
ら
、
今
ど
ん
な
商
品
が
求
め
ら
れ
て
い

川西町紅大豆生産研究会　
会長

淀野 貞彦さん（吉島）

◀川西産の紅大豆を
　使用した新商品

▲きれいな花が、やがて大きな実をつける

今
年
は
”
国
際
豆
年
”

　「豆
」
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
も
の
を
取

り
上
げ
た
町
お
こ
し
が
、
誰
し
も
が
予
想

し
な
か
っ
た
ス
ピ
ー
ド
で
浸
透
し
、「
豆

の
あ
る
ま
ち
か
わ
に
し
」
の
認
知
度
が
確

実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
平
成
25
年
12
月
の
第
68
回
国

連
に
お
い
て
、
今
年
を
「
国
際
豆
年
」
と

し
て
、
豆
の
食
料
安
全
保
障
や
栄
養
へ
の

貢
献
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み

な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て

お
り
、「
豆
」
へ
の
注
目
が
世
界
的
に
集

ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　機
構
の
取
組
み
が
、
そ
し
て
町
の
特
産

品
で
あ
る
「
紅
大
豆
」
が
さ
ら
に
注
目
を

集
め
、「
山
形
県
川
西
町
」
が
世
界
に
注

目
さ
れ
る
日
が
来
る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん

で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

販売元「マルヤナギ」ブランドの小倉屋柳本（神戸市）



27　町報かわにし 平成２８年４月１５日

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫 おすすめ本の紹介

『かわにし森のマルシェ』オープンによせて　
5 月 14 日にオープンする「森のマルシェ」は、いま注目の六次産
業施設です。図書館では六次産業に関する本やこれからの農業に関
する本を一挙紹介します。ぜひご利用ください。

●５月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

●遅筆堂文庫読書会
　５月８日（日）午後 2時～

●おはなし会
　５月１４日㈯　午前１１時～１１時３０分
　きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

●こども読書週間
４月２３日㈯～ 5月 12日㈭「よんでダリアスタンプをもらおう！」
５月３日㈫～ 5日㈭「本のおたのしみ袋　どんな本が入っているのかな？」

●井上ひさし展示室
　「井上ひさしと本」展

シニアコース　５期生 子ども演劇教室

川西町フレンドリープラザ附属演劇学校
受講生募集中（詳細は電話にてお問い合わせください）

春風亭一之輔独演会

　５０歳以上の演劇初心者ならどなた
でも入校できます。活動期間は１年間
で、１１月には本格的な公演を予定し
ています。

　自分を変えてみたい！
スポットライトを浴びてみたい！

新しいことをはじめたい！
　理由はさまざまでも、これまでの人
生で出会ったことのない感動をあなた
に贈ります。

　小学２年生から中学生までの子ども
たちが、ことばをきちんと伝え、表現
する楽しさを学んでいます。
　５月から、芝居はもちろん歌やダン
スの稽古をして、秋の定期公演、そし
て翌年３月の子ども演劇祭での発表を
目指します。

　人間国宝柳家小三治師が落語協会会長
だった際に、異例の２１人抜き大抜擢で
真打昇進を果たした、人気と実力を兼ね
備え、今最も勢いのある落語家春風亭一
之輔師匠の独演会です。
　粋な江戸落語を今に伝える端正かつ巧
みな話芸をお楽しみください。お見逃し
なく！

■ 日　時　６月５日㈰午後３時開演
■ 会　場　フレンドリープラザ
　 　　　　ロビー　劇場
■ 前　売　一般：３，０００円
 　　　　　会員：２，８００円
　 　　　　高校生以下：１，５００円
■ 当　日　各２００円増し

かわにし森のマルシェ
５月14日㈯午前９時オープン！

オ
ー
プ
ン
準
備
着
々
と
　

　「か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」

が
、
５
月
14
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　場
所
は
、
中
小
松
地
区
の
ロ
ー

ソ
ン
道
向
か
い
、「
森
の
中
の
か

わ
い
い
直
売
所
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
赤
い
屋
根
に
白
壁
の
南
欧
風
の

建
物
が
目
印
で
す
。

　現
在
約
１
０
０
名
の
出
荷
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
、
３
月
22
日
・

23
日
に
は
出
荷
者
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
こ
だ

わ
り
の
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
川

西
の
い
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
く
直
売
所
を
目
指
し
オ
ー

プ
ン
に
向
け
日
々
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
出
荷
者
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
特
産
品
名
産
品
を
一
堂
に
取

り
揃
え
ま
す
。

　多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
産
を
メ
イ
ン
に
販
売

　店
内
は
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
た

野
菜
や
米
、
加
工
品
な
ど
を
販
売

す
る
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
メ
イ
ン
に
、

町
内
産
の
季
節
の
食
材
を
使
用
し

た
お
総
菜
や
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
デ
リ
カ
キ
ッ
チ
ン
と
レ
ス
ト
ラ

ン
を
併
設
し
、
安
全
・
安
心
な
採

れ
た
て
野
菜
を
中
心
に
、
米・酒・

お
菓
子
の
ほ
か
地
元
の
置
賜
農
業

高
校
が
開
発
し
た
商
品
や
川
西
町

特
産
の
紅
大
豆
製
品
な
ど
、
川
西

営
業
時
間

▼
４
月
～
10
月
　午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　～
午
後
６
時
30
分

▼
11
月
～
３
月
は
午
前
9
時
30
分

　
　
　
　
　
　～
午
後
５
時
30
分

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

５
月
14
日
㈯
午
前
９
時
～
（
予
定
）

問
㈱
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

☎
42
ー
６
６
６
４

問
町
産
業
振
興
課
６
次
産
業
化
グ

　ル
ー
プ
☎
42
ー
６
６
９
６

かわにし森のマルシェ

調
理
ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
一

緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。

　調
理
師
免
許
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。

　ご
希
望
の
方
は
、
上
記
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲充実した陳列スペース

町報かわにし　6平成２8年４月１５日 町報かわにし　26平成２８年４月１５日

町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

田
園
回
帰
の
流
れ
を

　春
本
番
を
迎
え
、
活
気
に
満
ち
た
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
入
学
式
、
入
社
式
と
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
退
職
や
異
動
な
ど
新

た
な
環
境
で
生
活
が
始
ま
る
皆
さ
ん
、
健
康

に
留
意
さ
れ
益
々
充
実
し
た
日
々
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 

　４
月
か
ら
「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

町
の
10
ヶ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

基
本
目
標
を
「
夢
と
愛
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま

ち
」
～
田
園
回
帰
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
～

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
町
の
課
題
は
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
こ
の
克
服
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
特
に
社
会
増
減
を
ゼ
ロ

に
す
る
事
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
進

学
就
職
な
ど
で
転
出
す
る
人
と
転
入
す
る
人

と
の
差
が
年
間
１
０
０
人
く
ら
い
あ
り
、
こ

の
マ
イ
ナ
ス
を
故
郷
へ
取
り
戻
し
、
さ
ら
に

新
た
な
人
を
迎
え
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

若
者
の
多
く
は
将
来
町
へ
戻
り
た
い
と
の
思

い
を
抱
い
て
お
り
、
就
職
を
は
じ
め
２
分
の

３
成
人
式
や
縁
結
び
事
業
な
ど
、
そ
の
受
け

皿
を
作
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
都
市

生
活
か
ら
地
方
へ
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
い
る

若
者
を
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
す
。
今
後
と
も
故
郷
へ
帰
ろ
う
、

川
西
で
暮
ら
し
た
い
と
の
思
い
を
後
押
し
す

る
施
策
を
推
進
し
、
田
園
回
帰
の
流
れ
を

作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
東
京
を
中
心
に
、

移
住
定
住
フ
ェ
ア
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
が
着
実
に
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　総
務
省
の
支
援
で
実
施
し
て
い
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
隊
員
は
７
名
で
し
た
が
、
今

月
か
ら
新
た
に
４
名
が
隊
員
に
加
わ
り
、
家

族
を
含
め
る
と
９
名
が
町
内
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
縁
遠
い
所
で
し
た
が
、
農
業
を

希
望
す
る
人
、
遅
筆
堂
文
庫
の
資
料
整
理
を

希
望
す
る
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
町
へ
の
思
い
を

持
ち
な
が
ら
、
川
西
町
の
人
や
環
境
を
好
き

に
な
っ
て
移
住
を
決
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
任

期
は
３
年
間
で
す
が
、
隊
員
は
永
住
し
た
い

と
の
希
望
を
持
ち
、
将
来
自
立
す
る
こ
と
を

目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
な
け
れ
ば
彼
ら
も
力
が
発
揮
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
隊
員
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　今
、
都
会
か
ら
祖
父
母
の
と
こ
ろ
で
新
生

活
を
始
め
る
人
も
増
え
「
孫
タ
ー
ン
」
と
い

う
言
葉
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
川
西
で
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
見
つ
け
た
い
と
い
う

意
欲
の
あ
る
方
を
た
く
さ
ん
迎
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

放
送
す
る
内
容

●
緊
急
情
報

・災
害
情
報（
避
難
勧
告・指
示
等
）

・
国
民
保
護
に
関
す
る
内
容
（
弾

　道
ミ
サ
イ
ル
、
大
規
模
テ
ロ
情

　報
等
）
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
伝
達

・
緊
急
地
震
速
報
（
推
定
震
度
４

　弱
以
上
）
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
伝
達

・
気
象
情
報
（
特
別
警
報
）
※
Ｊ

　ア
ラ
ー
ト
伝
達

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は

　武
力
攻
撃
や
緊
急
地
震
速
報
な

ど
、
対
処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い

事
態
に
関
す
る
情
報
を
、
人
口
衛

星
を
利
用
し
て
国
が
送
信
し
、
同

報
系
防
災
行
政
無
線
を
自
動
起
動

し
、
住
民
へ
緊
急
情
報
を
瞬
時
に

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　こ
れ
ら
の
情
報
は
自
動
的
に
放

送
さ
れ
る
た
め
、
24
時
間
い
つ
で

も
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　緊
急
地
震
速
報
の
場
合
、
震
源

が
近
い
時
や
直
下
型
地
震
の
時
は
、

速
報
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
町
民
の
生
命
、
財
産
等
に
か
か

わ
る
緊
急
か
つ
重
要
な
も
の

・
行
方
不
明
者
の
捜
索
協
力
依
頼
、

　ク
マ
出
没
注
意
等

●
そ
の
他

・
火
災
予
防
啓
発
、
雪
害
防
止
啓

　発
、
選
挙
投
票
日
の
お
知
ら
せ
、

　イ
ベ
ン
ト
の
急
き
ょ
中
止
、
突

　発
的
断
水
等

●
試
験
放
送

　・
毎
月
１
日
正
午
：
サ
イ
レ
ン

　の
試
験
吹
鳴

※
こ
れ
ま
で
、
町
内
12
箇
所
で
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
１
日
か
ら
20
箇
所
の
全
子
局

か
ら
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

●
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と

　きは
…

　左
記
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
で
放

送
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

☎
42
―
４
２
６
１

☎
42
―
４
２
６
２

☎
42
ー
４
２
６
３

問
総
務
課
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
42
ー
６
６
１
２

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
運
用
ス
タ
ー
ト

　町
で
は
、
町
民
の
生
命
や
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
な
緊
急
情
報
を
迅

速
に
伝
達
で
き
る
「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
」
の
運
用
を
４
月
１
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
同
報
系
防
災
行
政
無
線
で
、
役
場
に
親
機
を
設
置

し
、
町
内
20
箇
所
の
子
局
を
利
用
し
て
緊
急
情
報
な
ど
を
放
送
し
ま
す
。

こまつ市　今年で10周年
今年は５月１４日㊏スタート！
今年は「こまつ市」が始まって１０周年！
置賜最大級の朝食を食べられる朝市として、町内の“う
まいもん”を取り揃え、１０周年記念イベントも企画
し賑やかに開催します！
❖ 期　日　平成２８年５～１１月の第２土曜日
❖ 時　間　午前７時～８時３０分
❖ 会　場　ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　　　　　　　（雨天時と１１月は川西町中央公民館）
※ 開催内容を変更する場合がございますので、町報

や、チラシ等でご確認ください。

出店者募集！
こまつ市に参加して、一緒に町を盛り上げませんか？
自慢の野菜や漬物、お菓子などを売りたい方々を大募
集します！売りたいけど売り方がわからないといった
方も、１回だけの参加も出来ますので、お気軽にご相
談ください。詳しい内容は下記事務局まで。
問町産業振興課内 こまつ市実行委員会事務局
☎４２－６６９６

　
毎年恒例のダリア球根直売会。今年は約２００種類
の球根を、写真を見ながら購入できます。お気に入
りのダリアで華やかな花壇を作ってみませんか？
❖ 日　時　５月 1３日 ㊎ ～１５日 ㊐
　　　　　 午前１０時～午後４時
❖ 場　所　川西ダリヤ園多目的広場
　　　　　 （浴浴センターまどか隣）
❖ 内　容　川西産ダリアの球根、切り花、花苗
　　　　　 などを販売いたします。
❖ 金　額　１球：５００円、７００円、９００円

✿ ダリア栽培講習会
❖ 日　時　午後 1 時～（期間中）
❖ 場　所　川西ダリヤ園多目的広場
❖ 参加費　無料
ダリアを栽培しているプロが、球根の植え方、育て
方を説明します。初めて栽培される方、栽培のコツ
が知りたい方、どなたでもお気軽にご参加ください。
問町産業振興課 商工観光グループ 
☎４２－６６４５

川西ダリヤ園産
球根直売会

５月１４日㊏は
注目イベント開催！

こまつ市　
◆午前 7時～
◆ JA川西支店東側

かわにし森のマルシェオープン
◆午前 9時～
◆かわにし森のマルシェ

川西ダリヤ園産球根直売会
◆午前１０時～
◆川西ダリヤ園多目的広場

7　町報かわにし 平成２８年４月１５日
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県
管
理
河
川
の
支
障
木

を
無
償
で
提
供
し
ま
す

　県
で
は
良
好
な
河
川
環
境
を
保

つ
た
め
、
河
川
内
の
支
障
木
を
適

宜
伐
採
し
て
い
ま
す
。
こ
の
支
障

木
を
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
や
キ
ノ

コ
の
ほ
だ
木
な
ど
に
利
用
す
る
一

般
の
方
に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

▼
提
供
期
間
：
５
月
11
日
㈬
～

　無
く
な
り
次
第
終
了
（
土
日
祝

　日
を
除
く
）

▼
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
提
供
場
所
：
鬼
面
川
橋
下
流
西

　側
河
川
敷
（
米
沢
市
六
郷
町
西

　藤
泉
地
内
）

※
４
月
18
日
㈪
か
ら
事
前
申
し
込

　み
を
受
け
付
け
ま
す
。。

※
詳
細
は
置
賜
総
合
支
庁
ホ
ー
ム

　ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
、
他
人
へ
の
転
売
を

　目
的
と
す
る
場
合
は
提
供
で
き

　ま
せ
ん
。

申
込
・
問
置
賜
総
合
支
庁
河
川
砂

　防
課
☎
26
ー
６
０
８
５

自
衛
官
等
募
集
の

　
　

お
知
ら
せ

▼
募
集
種
目
：
一
般
幹
部
候
補
生

　（大
学
卒
業
程
度
試
験
）

▼
応
募
資
格
：
22
歳
以
上
26
歳
未

　満
の
男
女
（
平
成
29
年
４
月
１

　月
現
在
）

▼
受
付
期
間
：
５
月
６
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日
：
５
月
14
日
㈯
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　15
日
㈰

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所
（
米

沢
地
方
合
同
庁
舎
４
階
）

☎
23
ー
０
０
１
１

平
成
28
年
度
山
形
県

　

警
察
官
A
採
用
試
験

　県
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
役

に
立
ち
た
い
人
、
や
る
気
の
あ
る

人
を
幅
広
く
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
5
月
16
日
㈪
ま
で

▼
第
1
次
試
験
日
：
6
月
5
日
㈰

▼
第
2
次
試
験
日
：
7
月
上
旬
～

　7
月
下
旬

※
試
験
案
内
は
米
沢
警
察
署
、
各

　交
番
、
各
駐
在
所
に
あ
り
ま
す

問
米
沢
警
察
署
警
務
係

☎
26
ー
０
１
１
０

山
形
県
看
護
協
会

　
　

「
健
康
ま
つ
り
」

▼
日
時
：
5
月
14
日
㈯
午
前
10
時

　～
午
後
3
時

▼
場
所
：
山
形
県
看
護
協
会
会
館

　（山
形
市
松
栄
1
丁
目
5
ー
45
）

▼
内
容
：（
参
加
無
料
）

◆
１
日
ま
ち
の
保
健
室

①
測
定
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

②
体
験
コ
ー
ナ
ー

③
白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影

④
「
看
護
へ
の
道
」
進
路
相
談

◆
講
話
な
ど

①
「
よ
り
健
康
な
生
活
の
た
め
の

　食
事
づ
く
り
」

②
「
音
楽
で
心
と
体
も
リ
フ
レ
ッ

　シ
ュ
」

③
「
転
ば
な
い
身
体
づ
く
り
」

◆
幼
児
の
絵
画
展

問
山
形
県
看
護
協
会

☎
０
２
３
ー
６
８
５
ー
８
０
３
３

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

４・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

５月９日㈪・２３日㈪
午前９時～午後４時 30 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 ５月１１日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

５月１８日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ５月２５日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

５月

期　間 当番店（社） 電話番号
４月１１日～１７日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２

サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

４月１８日～２４日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

４月２５日～５月１日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

５月２日～８日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月９日～１５日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

５月１６日～２２日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

採
用
関
係

催

　
し
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町

　長

　原

　田

　俊

　二
　
　副
町
長

　山

　口

　俊

　昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
長

　小

　野

　庄

　士

調
整
監

　遠藤
勝
則

総
務
課

　課長　
（
遠
藤
勝
則
）

　行
政
管
理
主
幹

　大
滝
治
則

　
　改
革
推
進
主
査

　井
上
明
子

　総
務
主
査

　田
中
和
広

　主
査
（
奥
村
大
祐
）

　

　
　主
事

　朽
木
惇
、
千
葉
有
生
子
、
猪
野
春
香

　危機
管
理
主
幹

　金子
征
美

　
　危
機
管
理
主
査

　佐
々
木
伸
治

　

　契約
管
財
主
幹

　吉田
良
司

　
　施
設
管
理
主
査

　黒
澤
直
樹 
土
地
管
理
主
査

　小
倉
繁
樹 

契
約
検
査
主
査
（
吉
田
良
司
）

　
　自
動
車
運
転
手

　竹
田
博
昭
、
齋
藤
広
則
、  

竹
田
牧
人
、
川
﨑
政
弘

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
病
院
組
合
派
遣
）

主
幹

　今野
辰
也
、
佐
藤
賢
一

　主
査

　齋
藤
久
美
子
、
梅
津
郭
文

総
務
課
付
（
山
形
県
派
遣
）

主
査

　嵐
孝
久

　主
事

　
鈴
木
栄

　

総
務
課
付
（
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

主
事

　鈴
木
健
久
朗

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署
併
任
）

課
長

　渡部
恭
介

　主幹

　五十
嵐
賢
仁

　主
査

　遠
藤
亘

未
来
づ
く
り
課

　課長

　井上
憲
也

　政策
調
整
主
幹

　奥村
正
隆

　
　政
策
調
整
主
査

　神
尾
亜
希
之

　主
事

　須
貝
健
斗

　財政
主
幹

　
（
井
上
憲
也
）

　
　財
政
主
査

　
米
野
宏

　
主
事

　
江
袋
征
太
、
安
部
幸
宗

未
来
創
造
室

　
　室長

　

 

遠
藤
準
一

　
　未
来
創
造
主
査

　後
藤
毅

　主
任

　大野
大
介
（
県
か
ら
派
遣
）

　主
事

　勝
見
渡

ま
ち
づ
く
り
課

　課長

　鈴木
浩
之

　地域
振
興
主
幹

　大河
原
孝
如

　
　地
域
振
興
主
査

　小
形
崇
洋

　定
住
促
進
主
査

　髙
橋
陽
一

　
　主
事

　田
村
直
之
、
田
宮
悠
佑

　情報
統
計
主
幹

　安部
博
之

　
　情
報
管
理
主
査

　
（
安
部
博
之
）

　広
報
統
計
主
査

　近
祐
子

　主
事

　関
川
守
、
渡
部
大

住
民
生
活
課

　課長

　滝田
浩
一

　戸
籍
住
民
主
幹

　佐
東
順
子

　
　戸
籍
住
民
主
査

　内
谷
浩
美

　主
任

　孫
田
之
絵

　主
事

　須
貝
真
奈
美
、
淀
野
拓
也
、

　

　
　寒
河
江
桜
子

　

　生
活
環
境
主
幹

　五
十
嵐
義
文

　
　生
活
安
全
主
査

　鈴
木
和
子

　環
境
衛
生
主
査

　
（
五
十
嵐
義
文
）

　
　主事
補

　大平
麻
人
、
堀
越
拓
弥
、
神
野
瑞
穂
（
新
規
採
用
）

会
計
管
理
者

　島貫
啓
一

税
務
会
計
課

　課長

　
（
島
貫
啓
一
）

　町税
主
幹

　原田
智
和

　
　住
民
税
主
査

　丹
野
孝
一
、
大
友
登
貴
子

　資
産
税
主
査

　伊
藤
聡
子

　

　
　主
任

　菊
地
絵
梨
子

　主
事

　平
百
合
、
髙
橋
司
、
川
崎
俊
輔
、
小
林
駿
太

　収納
主
幹

　堀内
広
幸

　
　収
納
主
査

　
寒
河
江
陽
子

　
主
任

　
山
田
耕
司

　
主
事

　
小
林
善
久

　

　会計
主
幹

　髙橋

　和恵

　
　出
納
主
査

　中山

　
恵

健
康
福
祉
課

　課長

　淀野
芳
広

　福祉
主
幹

　安藤
美
樹

　
　福
祉
主
査

　渡
部
浩
明

　主
任

　竹
田
紀
子
、
米
野
徳
子
、
平
山
敦
子

　
　主
事

　玉
田
絵
里
子
、
片
倉
壮

　健康
推
進
主
幹

　齋藤
富
士
雄

　主幹

　髙橋
久
子

　
　医
療
給
付
主
査

　
（
髙
橋
久
子
）

　主
事

　関
川
麻
美
、
今
野
あ
い
、
金
田
実
佳
子

　
　健
康
主
査

　井
上
道
子
、
小
野
久
仁
子

　主
任
（
保
健
師
）

　推
名
志
保
、
吉
村
恵
美
子

　
　保
健
師

　齋
藤
美
咲

　管
理
栄
養
士

　原
美
沙
子

　介護
支
援
主
幹

　小林
俊
一

　

　
　介
護
支
援
主
査

　加
藤
元
康

　主
任

　一
條
恵
美

　主
事

　髙
橋
利
幸

　地域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
淀
野
芳
広
）

　副所
長

　栗田
純
子

　
　包
括
支
援
主
査

　淀
ひ
ろ
み
、
岡
﨑
ま
き

　健康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
淀
野
芳
広
）

産
業
振
興
課

　課長

　鈴木
清
隆

　６次
産
業
化
主
幹

　坂野
成
昭

　
　６
次
産
業
化
主
査

　鈴
木
玄

　主
事

　渋
谷
紗
季

　農業
主
幹

　鈴木
優
徳
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危
険
物
取
扱
者
試
験
の

ご
案
内

▼
種
類
：
甲
・
乙
（
全
類
）・
丙
種

▼
第
１
回
試
験

　試
験
日
：
6
月
11
日
㈯
午
前
中

　試
験
地
：
米
沢
市
、
村
山
市

　書
面
申
請
受
付
期
間
：

　4
月
18
日
㈪
～
28
日
㈭

▼
第
2
回
試
験

　
試
験
日
：
6
月
18
日
㈯
午
前
中

　試
験
地
：
山
形
市
、
鶴
岡
市

　書
面
申
請
受
付
期
間
：

　4
月
25
日
㈪
～
5
月
12
日
㈭

▼
第
３
回
試
験

　試
験
日
：
７
月
９
日
㈯
午
前
中

　試
験
地
：
寒
河
江
市
、
酒
田
市

　書
面
申
請
受
付
期
間
：

　５
月
23
日
㈪
～
６
月
２
日
㈭

▼
第
４
回
試
験

　試
験
日
：
７
月
16
日
㈯
午
前
中

　試
験
地
：
新
庄
市
、
長
井
市

　書
面
申
請
受
付
期
間
：

　５
月
30
日
㈪
～
６
月
９
日
㈭

問
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会
の
ご
案
内

①
乙
種
第
4
類

▼
期
日
：
5
月
26
日
㈭
、
27
日
㈮

▼
会
場
：
長
井
市
民
文
化
会
館

▼
定
員
：
80
名

②
丙
種

▼
期
日
：
5
月
27
日
㈮

▼
会
場
：
長
井
市
民
文
化
会
館

▼
定
員
：
20
名

受
付
期
間
：
4
月
18
日
㈪
～
5
月

　18
日
㈬（
定
員
な
り
次
第
締
切
）

問
川
西
町
危
険
物
安
全
協
会
事
務

　局
（
川
西
消
防
署
内
）

☎
42
ー
3
7
0
0

甲
種
防
火
管
理
講
習
の

ご
案
内

①
長
井
市
会
場

▼
期
日
：
7
月
14
日
㈭
～
15
日
㈮

▼
会
場
：
長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

　プ
ラ
ザ

▼
受
付
：
6
月
6
日
㈪
～
17
日
㈮

▼
定
員
：
80
名

②
米
沢
市
会
場

▼
期
日
：
９
月
29
日
㈭
～
30
日
㈮

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

　タ
ー

▼
受
付
：
８
月
25
日
㈭
～
9
月
7

　日
㈬

▼
定
員
：
１
０
０
名

問
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
ー
６
２
９
ー
８
４
７
７

山
形
県
消
費
生
活

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　県
で
は
消
費
生
活
に
関
す
る
啓

発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
山
形

県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
：
次
の
ア
～
ウ
の
全

　て
を
満
た
す
方

ア
　消
費
生
活
や
消
費
者
問
題
に

　
　関
心
の
あ
る
方

　
　

イ
　満

20
歳
以
上
で
県
内
に
在
住

　
　の
方

ウ
　県
が
開
催
す
る
研
修
会
に
参

　
　加
で
き
る
方

▼
申
込
期
限
：
5
月
13 

日
㈮

問
山
形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
３
２
３
７

裁
判
所
見
学
会
の

　
　

ご
案
内

▼
日
時
：
5
月
23
日
㈪
午
後
1
時

　10
分
～
3
時

▼
場
所
：
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判

　所
米
沢
支
部

　（米
沢
市
中
央
４
ー
９
ー
15
）

▼
内
容
：
裁
判
手
続
き
説
明
、
裁

　判
員
制
度
説
明
お
よ
び
法
廷
見

　学
な
ど
（
予
約
受
け
付
け
順
に

　15
名
）

▼
申
込
方
法
：
下
記
に
電
話
で
事

　前
に
申
込
（
平
日
午
前
9
時
～

　午
後
5
時
）

問
山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶

　務
係

☎
22
ー
０
１
１
０

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ

　

事
業
は
じ
め
ま
す

　
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
今
年
度
か
ら
「
家
と
職
場
の

往
復
で
1
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

…
」、「
地
域
づ
く
り
に
興
味
が

あ
る
け
ど
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
？
」、「
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ

て
き
た
け
ど
、
最
近
な
ん
か
疲
れ

て
き
た
な
あ
」
と
い
っ
た
方
へ
、

人
と
つ
な
が
る
面
白
さ
や
地
域
づ

く
り
の
楽
し
さ
に
気
づ
い
て
も
ら

え
る
事
業
を
始
め
ま
す
。

▼
活
動
期
間
：
5
月
末
～
平
成
29

　年
3
月
（
活
動
は
6
回
程
度
）

▼
対
象
：
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
：
無
料
（
た
だ
し
、
交

　流
会
、
研
修
な
ど
の
際
は
個
人

　負
担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

　ま
す
）

▼
募
集
期
限
：
4
月
28
日
㈭
ま
で

▼
応
募
方
法
：
置
賜
広
域
行
政
事

　務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

　申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

　課
企
画
財
政
係

☎
23
ー
３
２
４
１

広 

告
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　教
育
総
務
主
査

　金
子
満
博

　教
育
施
設
主
査

　寒
河
江
哲
也

　指導
主
事

　梅
津
幸
太

　
　主
任

　佐
々
木
裕
子

　主
事

　齋
藤
由
惟

　子
育
て
支
援
主
幹

　會
田
美
由
紀

　
　子
育
て
支
援
主
査

　梶
山
由
美

　主
事

　市
川
遥

　中
央
公
民
館
館
長

　
（
緒
方
信
彦
）

生
涯
学
習
課

　課長

　後藤
哲
雄

　生
涯
学
習
主
幹

　針
生
富
雄

　
　生
涯
学
習
主
査

　髙
橋
豊
文

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
査

　齋
藤
雅
美

　

　
　文
化
振
興
主
査

　齊
藤
敏
明

　主
任

　玉
木
和
威

　
埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館
館
長

　
（
後
藤
哲
雄
）

幼
稚
園
・
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長

　松
浦
啓
子

　副
園
長

　安
部
美
智
子

　専
門
員
（
教
諭
）

　久
坂
部
令
子

　
主
査
（
教
諭
）
須
貝
真
希
、
丹
野
小
織

　教
諭

　大
沼
晴
美

【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長

　淀
野
洋
子

　副
園
長

　菅
井
真
紀
子

　主
査
（
教
諭
）
小
方
恵
美
子
、
八
巻
薫
、
梅
津
泉

　
主
任
（
教
諭
）
井
上
千
穂

　教
諭

　髙
橋
裕
子
（
再
任
用
）

【
小
松
保
育
所
】
所
長

　寒
河
江
幸
子

　副
所
長

　我
妻
節
子

　専
門
員
（
保
育
士
）

　

　吉
田
玲
子
、
小
形
弘
子

　
主
査
（
保
育
士
）
齋
藤
美
貴
子
、
土
田
江
里
子

　

　
主
任
（
保
育
士
）
藤
田
江
里
、
星
野
真
紀

　
保
育
士

　
中
川
沙
織
、
井
上
美
穂
（
新
規
採
用
）

　調理
師

　松
木
泉
、 

安
達
百
合

　

【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】
所
長

　牛
澤
京
子

　
主
任
（
保
育
士
）
島
貫
由
佳
里

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

所
長

　大
津
加
君
子

小
学
校
・
中
学
校

　

【
小
松
小
学
校
】調
理
師

　佐
藤
恵
、巻
田
千
香
子
、舩
山
美
香 

用
務
員

　徳永
敬
司（
再
任
用
）

【
大
塚
小
学
校
】
調
理
師

　小
林
美
紀
子
、
奥
村
千
枝
子

　

【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師

　小林
貴
美
子

　
【
吉
島
小
学
校
】
調
理
師

　髙
橋
美
和
、

　齋藤
久
美

　用務
員

　菅野
研
二
郎
【
中
郡
小
学
校
】
調
理
師

　髙
橋
泰
子
、

　鈴木
祐
子
、

　用務
員

　松田
一
志
【
高
山
小
学
校
】
調
理
師

　神保
美
由
紀

　

【
東
沢
小
学
校
】
調
理
師

　蔵田
明
美

　
【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師

　後藤
久
美
子

　

【
川
西
中
学
校
】
調
理
師

　大河
原
妙
子
、
平
田
あ
や
子
、
髙
橋
万
里
子

　用務
員

　笹木
誠

平
成
28
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

　髙橋
裕
子
（
園
長
）、
佐
藤
ま
り
こ
（
所
長
）、
徳
永
敬
司
（
用
務
員
）

平成 28年度　川 西 町 職 員 配 置
　
　農
業
企
画
主
査

　
（
鈴
木
優
徳
）

　生
産
振
興
主
査

　鈴
木
ル
ミ
子

　主
任

　佐
藤
朋
和

　
　主
事

　五
雲
寺
良
、
梅
津
智
史
、
平
間
恵
、
髙
橋
知
希
、
佐
田
宗
人

　

　
　主
事
補

　山
口
健
太
郎

　商
工
観
光
主
幹

　内
谷
新
悟

　
　商
工
労
政
主
査

　
（
内
谷
新
悟
）

　観
光
主
査

　中
野
ゆ
か
り

　主
事

　鷲
尾
優
、

　
　高
橋
和
久
、
相
羽
洋

　主
事
補

　小
形
悠
介
（
新
規
採
用
）

農
地
林
務
課

　課長

　阪野
正
則

　農
地
主
幹

　佐
藤
紀
子

　
　農
地
主
査

　前
山
律
雄

　主
事

　須
貝
枝
里
子
、
原
田
恭
兵

　農
村
林
務
主
幹

　今
井
俊
宏

　
　農
村
林
務
主
査

　
竹
田
真
也

　
主
事

　
宮
田
将
大

地
域
整
備
課

　課長

　奥村
邦
彦

　建
設
管
理
主
幹

　伊
藤
勝
彦

　
　整
備
計
画
主
査

　中
山
宗
隆

　道
路
管
理
主
査

　佐
々
木
満
樹

　
　用
地
主
査

　平
田
一
則

　建
築
技
師

　伊
藤
敦

　主
事

　竹
田
智
弘

　

　
　主
事
補

　長
澤
拓
斗

　秋
葉
春
輝

　

　上
下
水
道
主
幹

　髙
橋
光
好

　主
幹

　齋
藤
政
浩

　
　
上
水
道
主
査

　齊
藤
誠
、
石
田
英
之

　下
水
道
主
査

　
（
齋
藤
政
浩
）、
緒
形
成
美

　

　
　
主
事

　渡部
達
朗

　

議
会
事
務
局

　事務
局
長

　藤﨑
良
子

　事
務
局
長
補
佐

　大
友
勝
治

　議
事
調
査
主
査
（
大
友
勝
治
）

　主
査
（
色
摩
良
一
）

監
査
委
員
事
務
局

　事務
局
長

　
（
藤
﨑
良
子
）

　事
務
局
長
補
佐

　
（
大
友
勝
治
）

　監査
主
査

　色
摩
良
一

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　書記
長

　
（
遠
藤
勝
則
）

　書
記
長
補
佐

　
（
大
滝
治
則
）

　選挙
主
査

　奥
村
大
祐

　書
記

　
（
吉
田
良
司
）

　
（
金
子
征
美
）（
井
上
明
子
）（
黒
澤
直
樹
）（
内
谷
浩
美
）（
田
中
和
広
）（
小
倉
繁
樹
）

　
（
佐
々
木
伸
治
）（
朽
木
惇
）（
千
葉
有
生
子
）（
猪
野
春
香
）

農
業
委
員
会
事
務
局

　事
務
局
長

　
（
阪
野
正
則
）

　事
務
局
長
補
佐

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　農地
主
査

　
（
前
山
律
雄
）

　職員

　
（
今
井
俊
宏
）（
竹
田
真
也
）

　
（
須
貝
枝
里
子
）（
原
田
恭
兵
）（
宮
田
将
大
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

　課長

　緒形
信
彦

　教育
総
務
主
幹

　有坂
強
志

　主任
指
導
主
事

　船木
智
幸

　



健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

～なんでもご相談ください～
地域包括支援センターのご紹介

　地域包括支援センターは、高齢者の方に総合的な支援を行うための拠点で、健康福祉課内に
あります。主任ケアマネジャー、保健師、社会福祉士等の専門職が中心となり「チーム」で活
動しています。住み慣れた町で安心して暮らせるよう、介護、福祉、健康、医療など様々な面
から高齢者やそのご家族を支えています。また本人や家族、地域住民、ケアマネジャーなどか
ら受けたいろいろな相談ごとを関係機関と連携して解決に努めます。

認知症カフェ
期日：４月２０日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：５月１２日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

時間：午後１時３０分～３時時間：午前１０時～１１時３０分　

認知症の方を介護する家族支援

「認知症カフェ」＆「西大塚カフェ」のご案内

認知症の人を支え合う「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成講座を
実施しています。自治会、職場等の集まりに出向きます。電話でお気軽にお問い合わせください。

健康や介護のこと 財産や権利のこと

・今の健康を維持したい
・元気アップ教室に参加したい
・介護保険のサービスを利用したい
・体調が悪く寝たきりの不安がある

・一人暮らしで財産の管理が心配
・悪質商法にだまされた
・虐待を受けている
・いけないとわかりながら虐待してしまう

このようなことも相談してください

・近所に住む高齢者が最近閉じこもりがちで心配
・認知症に関して気になることがある

・元気アップ教室に参加したい
・介護保険のサービスを利用したい
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川
西
町
長
選
挙

投
票
日
：
４
月
24
日
㈰

時
　間
：
午
前
７
時
～

　
　
　
　午
後
８
時

場
　所
：
各
投
票
所

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
42
ー
６
６
８
９

　４
月
24
日
㈰
は
、
川
西
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　こ
の
選
挙
は
こ
れ
か
ら
の
川
西
町
を
決
め
る
と
て
も
大
事
な

選
挙
で
す
。
み
な
さ
ん
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　圧
着
は
が
き
で
４
名
分
の
入
場

券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

切
り
離
し
て
ご
自
身
の
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。（
５
名
以
上
の

世
帯
に
は
、
複
数
枚
の
圧
着
は
が

き
を
お
送
り
し
ま
す
。）

　入
場
券
が
届
か
な
い
、
内
容
の

誤
り
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

投
票
で
き
る
方

　投
票
で
き
る
方
は
、
平
成
８
年

４
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成
28
年
１
月
18
日
ま
で
に
住
民

登
録
さ
れ
た
方
で
す
。

※
投
票
日
ま
で
に
転
出
す
る
方
は

　転
出
日
前
に
期
日
前
投
票
を
す

　る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
要
件
を
満
た
し
て
も
、
投
票
で

　き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
投
票
所
入
場
券

　入
場
券
は
告
示
日
（
19
日
㈫
）

以
降
に
早
急
に
郵
送
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

　長
期
出
張
な
ど
で
、
期
日
前
投

票
や
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方

は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
病
院
・
老
人
施
設
な
ど
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
も
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
入
院
・
入
所
先
の
職
員
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票

●
日
時

　投
票
日
の
午
後
９
時
～

●
場
所

　中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

ルールを守り公正な選挙を
　候補者はもちろんのことですが、有権者もルールを守る必要があります。
★こんなことは違反です。
　・候補者に対し、寄付をするよう勧誘や要求をすること。
　・候補者に対し、選挙運動に関して飲食物をふるまうこと。（一部例外あり）
　・候補者の選挙運動員にもかかわらず、その活動に対し、実費弁償以外の金品を受け取
　　ること。
　・自分以外の者になりすまして投票すること。

さ
い
。

　な
お
、
病
気
な
ど
に
よ
り
字
を

書
く
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
代

理
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　代
理
記
載
は
役
場
職
員
が
行
い
、

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

期
日
前
投
票

　投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

　４
月
20
日
㈬
～
23
日
㈯

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
場
所

　町
役
場
第
３
会
議
室

　

　（庁
舎
東
側
１
階
入
口
か
ら
お

　入
り
く
だ
さ
い
。
ス
ロ
ー
プ
が

　あ
り
ま
す
の
で
、
車
い
す
な
ど

　で
の
投
票
が
可
能
で
す
。）

●
そ
の
他

　

　入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

　だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

選
挙
公
報

　各
世
帯
に
告
示
日
以
降
、
選
挙

公
報
を
配
布
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設
置

し
ま
す
。
破
損
や
ポ
ス
タ
ー
の
は

が
れ
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

お
手
数
で
も
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
手
続
き
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
投
票
日
ま
で
に
は
20
歳

に
な
る
が
、
期
日
前
投
票
を
し
よ

う
と
す
る
日
に
は
19
歳
で
あ
る
方

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
方
法

　投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
名

前
だ
け
を
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
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Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉５月９日㈪、２３日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉５月１８日㈬
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２7 年７月～８月生まれの乳児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

　４月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が４月２日から
５月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２８年５月１日～平成２９年４月３０日まで
※小学６年生は平成２９年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２８年４月３０日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■送付日 ４月２２日㈮
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉５月１９日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 26 年５月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年３月、平成 25 年５月生
まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
　りますので１時間程度かかります。

1 歳 6 か月児健康診査
〈期　　日〉５月２０日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２６年９月～１０月２０日生まれ
　　　　　  の幼児

〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、オムツ、
　　　　　  問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金 500 円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

献　　血
〈期　　日〉５月２７日㈮
〈献血時間〉午後３時００分～４時３０分
〈場　　所〉中央公民館
〈 対 象 者 〉 １６～６９歳の健康な方
〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉４００ｍｌの献血のみになります。

きらきら親子相談
〈期　　日〉５月１０日㈫
〈受付時間〉午前９時３０分～１１時３０分
〈場　　所〉子育て支援センターこあら
〈申込方法〉５月２日㈪まで電話で申込

ママパパ教室
〈期　　日〉５月１７日㈫
〈受付時間〉午後 1 時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉５月１０日㈫まで電話で申し込み
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳

予防接種のお知らせ
 以下の予防接種は、下記生年月日のお子さんが対象
になっております。詳細については、個別に通知して
おりますのでご確認下さい。
〈ジフテリア・破傷風〉（小学 6年生）
平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生
〈麻しん・風しん予防接種〉
第２期　小学校就学 1 年前にあたるお子さん（年長児）
　　　　平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生
〈日本脳炎予防接種〉
第２期　平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生
　　　　平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生
※他の年代については、順次ご案内いたします。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★

　軽
い
症
状
で
救
急
外
来
を
受
診
す
る
と
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
救
急
の
場
合
以
外
は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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小
学
校
学
区
再
編
検
討
委
員
会

３
校
で
協
議
結
果
が
ま
と
ま
る

●
犬
川
小
学
校

▼
委
員
長
：
田
村
政
博
さ
ん

▼
協
議
結
果
：
統
廃
合
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
犬
川
小

学
校
の
学
区
再
編
は
実
施
し
な
い
。

　犬
川
小
学
校
、
高
山
小
学
校
、
玉
庭
小
学
校
、
東
沢
小
学
校
の
４
校
に

設
置
し
た
学
区
再
編
検
討
委
員
会
の
う
ち
、
犬
川
小
学
校
、
玉
庭
小
学
校
、

東
沢
小
学
校
の
３
校
の
委
員
会
か
ら
教
育
委
員
会
に
協
議
結
果
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

各
検
討
委
員
会
の
協
議
結
果
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
玉
庭
小
学
校

▼
委
員
長
：
吉
村
徹
さ
ん

▼
協
議
結
果
：
統
廃
合
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
玉
庭
小

学
校
の
統
廃
合
の
必
要
性
は
無
い

も
の
と
判
断
す
る
。

●
東
沢
小
学
校

▼
委
員
長
：
佐
々
木
和
憲
さ
ん

▼
協
議
結
果
：

①
統
廃
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

　東
沢
小
学
校
の
学
区
再
編
を
実

　施
す
る
。

②
再
編
整
備
に
伴
う
新
た
な
通
学

　区
域
に
つ
い
て
は
、
小
松
小
学

　校
区
と
す
る
。

③
再
編
年
次
に
つ
い
て
は
、
平
成

　30
年
の
開
校
を
目
標
と
す
る
。

こ
の
結
果
を
尊
重
し
て

　

各
検
討
委
員
会
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
３
回
～
５
回
の
協
議
を

重
ね
、
地
区
懇
談
会
、
保
護
者
懇

談
会
の
実
施
な
ど
、
住
民
の
方
々

の
意
見
の
集
約
に
努
め
ら
れ
、
協

議
結
果
を
報
告
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　今
回
報
告
い
た
だ
い
た
協
議
結

果
に
つ
い
て
は
、
町
に
お
い
て
も

最
大
限
尊
重
し
、
今
後
町
の
方
針

を
定
め
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　な
お
、
高
山
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
委
員
会
に
お
い
て
協

議
中
で
あ
り
、
協
議
が
整
い
次
第

報
告
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　今
回
報
告
の
あ
っ
た
協
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
町
教
育
総
務
課

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
５
９

▲犬川小学校区委員会から

▲玉庭小学校区委員会から

▲東沢小学校区委員会から

みなさんの歌声が詰まったＣＤが完成
　川西町誕生６０周年記念事業として、町内幼稚園、保育所、
小・中学校（廃校を含む。）と置賜農業高等学校の校歌等を収
録した校歌集ＣＤが完成しました。
　この CD 作成に当たっては、昨年の録音の際に多くの町民の
皆さんと各学校関係者の皆さんにご協力いただき、収録したも
のです。この校歌集を多くの皆さんに聞いていただくため、製
作協賛金として１枚１，０００円で頒布せていただくこととしま
した。
　ぜひ校歌集 CD をお求めいただき、懐かしい校歌を聞いてみませんか。
■ 協賛金の額　１枚　１，０００円（郵送などの経費は、別途いただきます。）
■ 申込方法　　
　 直接申込の場合：役場内税務会計課（役場１階）にて受付ます。
　 郵送を希望される場合：申込用紙に必要事項を記入していただき、役場税務会計課（校歌集ＣＤ担当）まで
　　　　　　　　　　　　  申し込みください。申込書については町のＨＰからダウンロードできます。
問町税務会計課 町税グループ　☎４２－６６２２
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　あなたの血圧は大丈夫？  ～高血圧者が多い川西町～

いきいき
元気！

～Ｎｏ 11～

（資料）平成 26年度特定健診法定報告
血圧が収縮期 130mmHg以上又は拡張期 85mmHg以上の者

（資料）平成 26年度国保データベース（KDB) システム

　特定健診結果より、川西町は血圧の保健指導判定値以上の方が県平均より多い状態です。
国民健康保険被保険者一人当たり医療費でも、高血圧の医療費は県内第 2位となっています。
高血圧を放置しておくと血管の老化を進め脳血管疾患、心疾患など重大な病気をおこしやすく、命やその後の生
活に大きな影響をあたえます。
　高血圧は自覚症状がほとんどないため、健康診断や家庭で測定し、自分の状態を把握することが大切です。

町の重要な健康課題の一つは、高血圧予防です。次号から、高血圧予防シリーズを掲載予定しています。

　町では、3 か月間のウォーキングで目標歩数達成を
目指す、ウォーキング推進事業「楽笑健歩」の参加者
を募集します。
　3 か月間の１人当たりの目標歩数は「４０万歩

（４４４４歩 / 日）」又は「６０万歩（６６６６歩 / 日）」。
　ご家族や仲間と一緒に、ウォーキングで楽しく体を
動かしましょう。

■ 対象者　町民の方か町内に勤務している２０歳以
　　　　　  上の方（個人・グループ可）
■ 内　容　下記の目標歩数達成を目指します。
 ＜ 1 人で取り組む場合＞
　３か月以内に「４０万歩」又は「６０万歩」
＜グループで取り組む場合＞（グループ合計）
　３か月以内に、人数×「４０万歩」 又は「６０万歩」
■ 申込期限　平成２８年１２月２８日まで
■ 申込方法　「参加申込書」で下記までお申込みくだ
　 さい。電話、FAX、メールでのお申込みも受け付
　 けます。
※「参加申込書」及び「記録表」は町健康福祉課又は
　町ホームページから入手できます。
☆「楽笑健歩」は、「健幸マイレージ」の対象事業です。
問町健康福祉課健康推進グループ　☎４２－６６４０

3 か月間ウォーキングにチャレンジ！！
～「楽

らく
笑
しょう
健
けん
歩
ぽ
」参加者募集！～

楽しく
笑って
健康に！
みんなで歩こう！

特定健診　保健指導判定値※
以上の割合（H２６)

国保被保険者一人当たり医療費
（H２６）
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まちからのお知らせ
town information

税
金
な
ど
が
コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
可
能
に

　４
月
か
ら
町
の
税
金
や
各
種
料

金
が
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　提
携
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
あ
れ
ば
、

24
時
間
３
６
５
日
、
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
か
ら
手
数
料
な
し
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　町
の
出
納
窓
口
や
金
融
機
関
で

の
納
付
、
口
座
振
替
な
ど
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

納
め
ら
れ
る
税
金
な
ど

　次
の
税
金
な
ど
の
う
ち
、給
与・

年
金
か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）

や
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
口

座
振
替
）
を
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

▼
軽
自
動
車
税

▼
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）

▼
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　（普
通
徴
収
）

▼
保
育
所
・
幼
稚
園
の
利
用
料
・

　バ
ス
使
用
料

▼
町
営
住
宅
使
用
料

▼
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
使
用
料

　

　※
申
し
出
が
あ
っ
た
方
の
み

▼
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

　※
町
へ
の
寄
附
金
の
み

り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
納
付
く

だ
さ
い
。

①
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い

　な
い
も
の

②
１
枚
で
金
額
が
30
万
円
を
超
え

　て
い
る
も
の

③
金
額
を
手
書
き
な
ど
で
記
入
・

　訂
正
し
た
も
の

④
破
損
・
汚
損
等
に
よ
り
、
バ
ー

　コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

⑤
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
取

　扱
期
限
」
を
過
ぎ
て
い
る
も
の

新
し
い
納
付
書
に

　右
記
の
税
金
な
ど
の
納
付
書
の

う
ち
、
納
期
限
が
４
月
以
降
の
も

の
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
に
対
応
し
た

新
し
い
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　納
期
限
を
過
ぎ
る
と
コ
ン
ビ
ニ

で
納
め
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

納
税
証
明
の
申
請

　コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
ら
れ
た
場
合
、

町
で
納
付
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
２
～
３
週
間
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
間
に
納
税
証
明
書
の
交
付

を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
領
収
書

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
め
る
際
の
注
意
点

●
納
期
限
が
複
数
回
に
分
か
れ
る

　納
付
書
に
つ
い
て
は
、
次
の
点

　に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
納
期
限
を
間
違
え
な
い
よ
う
、

　納
め
る
前
に
必
ず
「
納
期
限
」

　や
「
期
別
」
欄
を
ご
確
認
く
だ

　さ
い
。

②
ホ
チ
キ
ス
な
ど
で
綴
ら
ず
、
１

　枚
ず
つ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
場
合
は
現

　金
で
の
お
支
払
い
に
限
り
ま
す
。

　ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
小
切
手
、

　商
品
券
な
ど
現
金
以
外
で
の
お

　支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
裏
面
に
、
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ

　ニ
店
舗
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

　納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ご
利

　用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

●
コ
ン
ビ
ニ
に
対
応
し
た
納
付
書

　で
あ
っ
て
も
、
次
に
該
当
す
る

　場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ

　と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
の
出
納

　窓
口
か
、
納
付
書
裏
面
に
記
載

　の
あ
る
金
融
機
関
を
ご
利
用
く

　だ
さ
い
。

提携コンビニ店舗一覧
◇エブリワン　　　　◇くらしハウス　　　◇ココストア　　　◇コミュニティ・ストア
◇サークルＫ　　　　◇サンクス　　　　　◇スパー（北海道）◇スリーエイト　　◇スリーエフ
◇生活彩家　　　　　◇セーブオン　　　　◇セイコーマート　◇セブン－イレブン
◇タイエー　　　　　◇デイリーヤマザキ　◇ニューヤマザキデイリーストア　　　◇ハセガワストア
◇ファミリーマート　◇ポプラ　　　　　　◇ミニストップ　◇ヤマザキスペシャルパートナーショップ
◇ヤマザキデイリーストアー　　　　　　　◇ローソン　　　　◇ローソンストア１００
◇ＭＭＫ設置店　（（株）しんきん情報サービスの端末を利用している店舗）

問
町
税
務
会
計
課
収
納
グ
ル
ー
プ

 

☎
42
ー
６
６
３
４
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ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
「
健
康
」
と
「
お
得
」
を
手
に
入
れ
よ
う

～
平
成
28
年
度
か
わ
に
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ス
タ
ー
ト
～

「 健　康」は一人ひとりの「 幸　せ」にとって重要な条件の一つです。
町では町民の皆さん自らが主体的に健康づくりに取り組める環境づくりのため昨年度に引き続き

「かわにし健幸マイレージ事業」を行います。

お得１ 応募者全員に！ お得２ 川西町民限定！

やまがた健康づくり応援カード
※県内の「やまがた健康づくり協力店」
で提示するとお得なサービスが。発効日
から 1年有効です。

川西商業協同組合商品券
特賞　１０，０００円分　　１名様
１等　　５，０００円分　　２名様
２等　　２，０００円分　　５名様
３等　　１，０００円分　１０名様
※当選者は平成２９年３月発表予定

◀
抽
選
で
豪
華
賞
品
が

■ 応募期間：５月１６日㈪～平成２９年２月１５日㈬
■ 対 象 者：２０歳以上の川西町民の方
※楽笑健歩（ウォーキング）参加者の場合は、川西に勤務している方も含みます。

お得を手に入れるには
①健康づくりに取り組む
②ポイントを貯める
③チャレンジシートに記入
※健康福祉課、各地区交流センターなどに常備

④５０ポイント貯まったら応募する

ポイントがもらえる健康づくり
✿健康診断などを受ける
✿健康教室に参加する
✿自分で目標を立てて取り組む
✿楽笑健歩（ウォーキング）に取り組む
✿健康ボランティア
✿健康マイレージを友人に紹介

こんなにお得！町内協力店募集中！
〈川西町内の協力店と、サービス内容〉
○肉の斎藤　　　　　　　　たまるんカードポイント 2 倍または３％引き
○浴浴センターまどか　　　入浴料１００円引き
○小松花屋　　　　　　　　たまるんカードポイント 2 倍
○ダリヤ園（開園時のみ）     紅大豆ソフトクリームかコーヒー５０円引き
○川西けんこう館　　　　　入浴料１００円引き
○山形銀行　　　　　　　　マイカーローン、教育ローン、フリーローンの金利引き下げ
○うさちゃんクリーニング うめや川西店　　クリーニング代３０％オフ
※協力店は、山形県のホームページでもご覧いただけます。
★協力店を随時募集中！　問町健康福祉課健康推進グループ　☎４２－６６４０

▲このステッカーが目印
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税金の納付期限を忘れずに
　今月は、軽自動車税の納付月です。納付期限は５月
２日（口座振替日は４月２８日）ですので、早めの納
付や口座残高の確認をお願いします。口座振替を利用
されている方は、口座残高不足等により口座振替とな
らなかった場合、再度の振替ができなくなりますので
ご注意ください。

　 東北労働金庫（問南陽支店　☎４０－３５１１）
※口座振替のみの取り扱いです。納付書による納付は
　お取り扱いしていませんのでご注意ください。

新たに 3 つの機関で口座振替可能に
　４月から新たに３つの金融機関で、町税などの口座
振替ができるようになりました。利用される方は、そ
れぞれの金融機関窓口にある口座振替依頼書に必要事
項を記入の上、振替先となる金融機関に提出してくだ
さい。
　申込みされた翌月から振替を開始します。４月に申
込された場合は、５月からの振り替え開始となります。
■ 新たに利用可能な金融機関（本店及び各支店）
　 荘内銀行（問米沢中央支店　☎２４－５２９０）
　 きらやか銀行（問米沢支店　☎２１－３１２１）

ご利用ください 固定資産の縦覧・閲覧制度
　「縦覧」は、固定資産評価の適正・公平さを確保するため、所有する土地や建物を、他の土地や
建物の価格との比較を通じて価格の適正さを判断することができ、「閲覧」は自分の土地と家屋の
評価額を確認することができる制度です。この機会にご利用ください。

費 用
無 料

問町税務会計課 町税グループ ☎４２－６６２４

■ 期間　5 月 31 日㈫まで。（土、日及び祝日は除く）
■ 時間　午前９時～午後４時３０分
■ 場所　町役場税務会計課
■ 縦覧をご利用いただける方
　 平成２８年１月１日現在において、本町に課税さ
　 れている土地や家屋を所有する方
■ 閲覧をご利用いただける方

（１）土地・家屋・償却資産をお持ちの方
（２）借地・借家人など
（３）同居の親族、死亡した方の相続人、委任者
■ 縦覧の内容　
　土地：所在、地番、地目、地積、価格
　家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

■ 閲覧の内容
　 所有する資産の課税台帳、賃貸借契約等の資産の
　 課税台帳
■ 必要なもの

（１）印鑑
（２）官公署発行の写真付きの本人確認書類（運転免
　許証など）の場合は１点、健康保険証など写真なし
　の場合は複数点。
※委任された方の場合は、委任状が必要です。
■ 注意事項

（１）縦覧帳簿には所有者が記載されていません。所在・
　地番、家屋番号を指定してください。

（２）縦覧帳簿をコピーすることはできません（書き
　写しは、差し支えありません）。

あなたの特産品で川西町をＰＲ！
　町では、川西町ふるさとづくり寄附金（ふるさと納税）特産品を募集しています。
　自慢の逸品をふるさと納税のお礼の品に追加し、町外の
方にあなたの自慢の逸品を届けてみませんか。
詳しくは、未来づくり課ふるさとづくり寄附担当までお気
軽にお問い合わせください。
問町未来づくり課 財政グループ ☎４２－６６１１

問町税務会計課 収納グループ ☎４２－６６３４

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
４月７日

地上から
の高さ

場　　　所
玉庭小学校 川西中学校

１００㎝ ０．１１ ０．１１
　５０㎝ ０．１０ ０．１０

町内小中学校グラウンド空間放射線量 問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２
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助成
事業等の
ご案内

■医前年度購入分も助成対象に　　　　　　
療用ウィッグの助成事業が変わりました

　町では、がん患者の方の治療と就労の両立、療養生
活の質の向上に向け、ウィッグ購入費用の一部助成を
行っておりますが、次のとおり、助成内容が一部変更
になりました。
■ 助成額

（１）平成２８年４月１日以降に購入したウィッグは、
　２万円を上限に助成します。

（２）平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日
　までに購入したウィッグは、１万円を上限に助成し
　ます。
■ 申請
　 前年度購入分も申請
できるようになりました。
※申請書等詳細については下記にお問い合わせくださ
　い。町ホームページにも掲載しています。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

■ 平成２８年度対象者
　川西町に住所を有し、下記の①又は②の条件を満たす方が対象になります。
※ 但し、過去に肺炎球菌予防接種（ニューモバックス NP（２３価肺炎球

菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を受けた方は、対象とはなりません。
① 生年月日：対象者には、個別に通知文を送付いたします。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
を

一
部
助
成
し
ま
す

　肺
炎
や
気
管
支
炎
の
予
防
又
は
重
症
化
予
防
を
目
的
に
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　町
の
助
成
を
受
け
て
接
種
を
受
け
ら
れ
る
の
は
一
生
に
１
回
限
り
で
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

対象者 生年月日
　６５歳となる方 昭和２６年４月２日生 ～ 昭和２７年４月１日生
　７０歳となる方 昭和２１年４月２日生 ～ 昭和２２年４月１日生
　７５歳となる方 昭和１６月４月２日生 ～ 昭和１７年４月１日生
　８０歳となる方 昭和１１年４月２日生 ～ 昭和１２年４月１日生
　８５歳となる方 昭和　６年４月２日生 ～ 昭和　７年４月１日生
　９０歳となる方 大正１５年４月２日生 ～ 昭和　２年４月１日生
　９５歳となる方 大正１０年４月２日生 ～ 大正１１年４月１日生
１００歳となる方 大正　５年４月２日生 ～ 大正　６年４月１日生

② ６０歳から６５歳未満の方で、心臓じん臓呼吸器等で身障者 1 級相当の方。
　 なお、確認が必要ですので身体障害者手帳等を医療機関窓口に提示してください。
■ 助 成 額　町からの助成額は３，５００円：一人につき 1 回限り
　　　　　　（接種費用との差額は自己負担になります。）
※ 生活保護受給者：接種に係る費用全額
　 生活保護受給者の方は、必ず事前に町健康福祉課までご連絡ください。
■ 助成期間　平成２９年３月３１日㈮まで
■ 接種方法　ご希望の医療機関を直接ご予約の上、接種を受けてください。
※ 置賜地域以外の医療機関で接種する方は、接種前に町健康福祉課にて手続きが必要です。
■ 持 ち 物　健康保険証など（対象者確認のため）、接種料金など
■ そ の 他　対象者以外の方は任意予防接種となり、町の助成を受けることはできません。

※ 置賜地域以外の医療機関で接種する方は、接種前に町健康福祉課にて手続きが必要です。

■慰希望者はお問い合わせください　　　　
霊巡拝が実施されます

　政府主催による戦没者の遺族を対象とした慰霊巡拝
の参加者を募集しています。
　巡拝を希望される方は、下記にお申し込みください。
■ 実施地域　
①旧ソ連：ハバロフスク地方、イルクーツク州、樺太、
　　　　　沿海地方
②中　国：東北地方
③南　方：東部ニューギニア、硫黄島、
　　　　　ビスマーク、ソロモン諸島、
　　　　　マリアナ諸島、ミャンマー、
　　　　　フィリピン
■ 日程など
　 日程、参加費用及び申込方法等の
　 詳細については、お問い合わせください。
問町健康福祉課 福祉グループ　
☎４２－６６３５

　 詳細については、お問い合わせください。
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

✿
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　４
月
28
日
㈭
　お
花
見
ラ
ン
チ
し
よ
う
（
お
弁
当・飲
み
物
持
参
）

　5
月
9
日
㈪

　パ
ト
カ
ー
・
消
防
自
動
車
を
見
よ
う
！
避
難
訓
練

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室 

午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

　言
語
聴
覚
士
に
よ
る
こ
と
ば
の
相
談
室
を
月
に
1
度
開
催
し
ま
す
。

４
月
19
日
㊋

　5
月
16
日
㊊
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　だよ
り

4
月
か
ら
土
曜
日
も
「
こ
あ
ら
」
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

・
平
日

　午
前
9
時
30
分
～
12
時

　午
後
1
時
～
4
時

・
第
2
、
第
4
土
曜
日

　午
前
9
時
30
分
～
11
時
45
分

こんな時はお助けします！

✿
町
立
幼
稚
園
・
保
育
所
開
放
日
　午
前
10
時
～
11
時

　美
郷
幼
稚
園

　5
月
2
日
㈪

　北
斗
幼
稚
園

　5
月
11
日
㈬

●子どものお迎え、急な預かりをお願いしたい

　
問ファミリー・サポート・センター

　　（子育て支援センター内） ☎４４－２８２２

●一時保育をお願いしたい

　問小松保育所　☎４２－２８１０

●一時預かりをお願いしたい

　問川西町子育て支援センターこあら
　☎４４－２８２２

●病児保育をお願いしたい

　問美女木げんき保育園　☎４２－３６５６

■子町の子育て情報が満載！　　　　　　　
育てナビガイドブックができました

　町の子育て情報をまとめた子育て応援サイト「子育
てナビ」と連動した「子育てナビガイドブック」がで
きました。
　このガイドブックでは、シンプルな概要で行政サー
ビスをわかりやすく解説しています。このガイドブッ
クは小学 3 年生以下のお子さんがいるご家庭に配布
する予定です。
　子育てに関する情報収集にご活用ください。
問町教育総務課 子育て支援グループ
☎４２－６６７１

■おお得なお祝い品が目白押し！　　　　　
子さまのお誕生をお祝いします

　町では昨年度に引き続き、お子様が生まれたご家庭
に「お誕生祝品」を贈呈します。町商工会と町内の商
店にご協力をいただき、対象の方にギフトカタログを
お渡ししています。ぜひお子さまのお誕生祝にご活用
ください。
■ 対象者
　 平成２８年 4 月 1 日～平成２９年３月３１日まで
　 出生届けを出した保護者で、出生届け提出の際に
　 川西町にお住まいの方
■ カタログのお渡し
　 今年度のギフトカタログが整い次第、対象の方に
　 郵送します。
問町教育総務課 子育て支援グループ
☎４２－６６７１

■ 監査の種類
　 地方自治法第１９９条第４項及び川西町監査の執行
に関する条例第２条の規定に基づく定例監査
■ 監査執行期日及び監査対象課等

（１）２月２２日　産業振興課
（２）２月２４日　出納検査課、農地課、議会事務局
■ 監査委員の氏名
　島貫憲明、髙梨勇吉
■ 監査対象事項
　対象所管課等の主として平成２７年度における財務に
　関する事務の執行及び経営に係る事業の管理に関する
　次の事項

（１) 歳入の調定及び収納に関すること

（２) 歳出の予算経理に関すること
（３) 町補助金等の交付決定に関すること
（４) 支出負担行為における入札及び契約に関すること
（５) その他、必要と認める事項
■ 監査の手続き
　各課が所管する財務に関する事務の執行及び経営に係
る事業の管理に関する事項について、適法性、効率性に
留意し関係書類、資料の提出を受け、書類監査及び関係
職員からの聴き取りを行った。
■ 監査の結果
　監査対象事項において、適正に処理されていた。
問町監査委員事務局　☎４２－６６７４

適正な処理と認められました　～監査結果報告～
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助成
事業等の
ご案内

風ふ
う
し
ん疹

抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

■ 対 象 者 
　川西町に住所を有し、下記に該当する方
　① 妊娠を希望する２１歳から５０歳の女性
　　（平成２８年４月１日時点での年齢）
　② 風疹抗体が十分でない対象者①の夫及び同居家族
　　（対象者①の風疹抗体検査結果が、HI 法１６以下、又は EIA 法８未満の場合）
　③風疹抗体が十分でない妊婦の夫及び同居家族
　　（妊婦の風疹抗体検査結果が、HI 法１６以下、又は EIA 法８未満の場合）

■ 申請期間　平成２９年２月２８日㈫まで
■ 申請場所　町健康福祉課窓口（平日 午前８時３０分～午後５時）
※ 代理申請も可能です。
※ 風疹抗体が十分でない女性及び妊婦の夫・同居家族の方は、以下のものを　

お持ちください。
　① 風疹抗体検査の数値が確認できるもの
　② 母子健康手帳（妊婦さんの夫及び同居家族の方）
■ 助成期間　平成２８年４月１日㈮～平成２９年３月３１日㈮ まで
■ 実施医療機関
　公立置賜総合病院、公立置賜川西診療所、柄沢医院、
　斎藤内科循環器科クリニック、きじまキッズクリニック
■ 助成期間
　 風疹抗体検査、風疹予防接種費用を全額助成します。

　町
で
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

左
記
の
方
を
対
象
に
、
風
疹
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。
最
初
に
風
疹
抗
体
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

【助成の対象にならない方】
○ 既に妊娠している方
○ 風疹の予防接種を２回以上接種している方
○ 風疹にかかったことがある方
○ 過去に助成を受けて、風疹抗体検査及び予防接種を受けた方

×!

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

やまがた子育て応援パスポートが全国で使えます！
　県と市町村では、企業や店舗の皆様にご協力いただき、社会全体で子育てを応援する気運を盛り上げ、子育て
家庭の負担感の軽減を図ることを目的として、やまがた子育て応援パスポート事業を実施しております。このた
び、各都道府県で実施している子育て応援パスポート事業の連携を図ることとなり、やまがた子育て応援パスポ
ートが全国で使えるようになりました。
■ 利用開始日：４月１日～
※今現在は４１都道府県で利用可能です。平成２９年４月から、
全４７都道府県で利用できる見込みです。各都道府県の詳細に
ついては、内閣府ホームページをご覧ください。
(http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/passport.html)
●パスポートカードについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　パスポートカードには、全国共通展開マークを入れることになっておりますが、平成２８年度中は既存のカー
ドを全国で使用できます。
　全国共通展開マーク入りの新しいパスポートカードは、今年度中（１０月～１１月頃を予定）に配布予定です。
●やまがた子育て応援パスポートってどんなもの？
　子育て家庭からパスポートカードの提示があった場合に、事業にご協賛いただいている企業や店舗の皆様から、
サービスをご提供いただくものです。
■ 対象　妊婦又は小学校６年生までの子どものいる家庭　　　問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５
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まちからのお知らせ
town information

■水4月１５日から　　　　　　　　　　　　
道メーター検針を再開します

　下記日程で水道メーターの検針を再開しますので、
メーターボックスの上や周辺に物を置いたり、近くに
犬をつないだりしないようご協力をお願いします。
　４月の検針にて冬期間の料金の精算を行いますが、
精算方法につきましては、検針時に配布しております

「使用水量等のお知らせ」裏面をご参照ください。
■ 検針日
○大塚・犬川・中郡・吉島地区及び小松地区の一部
　４月１５日（金）～２０日（水）
○小松・玉庭・東沢地区
　４月２５日（月）～３０日（土）
問町地域整備課上下水道グループ　☎４２－６６５３

■ 対象者　外国籍の方で、日常生活に必要な初級か
　ら中級程度の日本語の学習を希望する方先着１０名
■ 期　日　５月～１０月の毎週火曜日

※日程については、変更する場合があります。
■ 時　間　午後６時～８時（初回：午後５時３０分～）
※参加者の要望により、時間帯の変更や時間割を設定

　する場合もあります。
■ 会　場　町中央公民館　２０１号室ほか
■ 講　師　伊 藤 恵 子 氏
■ 受講料（テキスト代４，９６８円は別途負担）

（１）町内在住者：３，０００円
（２）町外在住者：５，０００円
■ 内　容　すべて日本語でテキストによる学習。
■ 託児サービス　無料
■ 申込方法　４月２８日㈭まで申込用紙で。申込用
　紙は町まちづくり課にございます。
問町まちづくり課 地域振興グループ ☎４２－６６１３

５月 １０日㈫ １７日㈫ ２４日㈫ ３１日㈫
６月 ７日㈫ １４日㈫ ２１日㈫ ２８日㈫
７月 ５日㈫ １２日㈫ １９日㈫ ２６日㈫
８月 ２日㈫ ９日㈫ １６日㈫ ２３日㈫ ３０日㈫
９月 ６日㈫ １３日㈫ ２０日㈫ ２７日㈫
１０月 ４日㈫ １１日㈫ １８日㈫ ２５日㈫

■日毎週火曜日開催！申し込みはお早めに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本語講座の受講生募集中！

町では日本語に不自由されている外国籍の方を対象に、日本語講座（２５回コース）を開設し、受講生を募集します。
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▲技術開発が待たれる DMV

■川まちづくりについて一緒に考えましょう
西町まちづくり委員会委員募集中！

　町では町民主体のまちづくりを推進していくため、
町民による「川西町まちづくり委員会」を設置し、行
政施策等に対するご意見、評価、検証をいただいてお
ります。この度、新たに委員を募集いたしますので、
まちづくりの取り組みに関心のある方など、積極的な
お申し込みをお待ちしております。
■ 応募資格　２０歳以上の方
■ 任　　期　２年間（平成２８・２９年度）
■ 申込締切　４月２５日㈪まで下記担当にご連絡く
　　　　　　  ださい
問町未来づくり課 政策調整グループ　
☎４２－６６９５
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　活力に満ちた地域づくりを推進するため、定住の意
思を持って町内に住宅を取得する若者夫婦世帯等に対
して、予算の範囲内で補助金を交付します。
■ 対 象 者
・夫、妻のどちらかが満４０歳未満の若者夫婦世帯及
　びひとり親世帯
・定住する意思をもって本町に住宅を取得する方
・町外に１年以上居住し町内に転入する方又は町内の
　賃貸住宅に１年以上居住している方

・市町村税に滞納がない方
・補助金の交付決定後に契約した工事であること。
■ 基本補助
① 新築又は新築建売住宅購入 ――― ６０万円
② 中古住宅購入 　　　　　　――― ２０万円

【加算補助】
入居時に義務教育終了前の子を養育し同居している方 
　　　　　　　　　　　――― 加算額２０万円

　町内住宅の質の向上及び住宅投資の波及効果による
経済の活性化を図るため住宅の建設工事を行う方に対
して、予算の範囲内で補助金を交付します。
■ 対 象 者
・町内に自ら居住する住宅等の新築・増改築・改修を行う方
・町内の施工業者と契約する方
　（県補助のみの場合は、県内業者可能）
・工事費１０万円以上の工事を行う方
・市町村税の滞納がない方
・補助金の交付決定後に着手（契約）した工事であること
■ 補助内容
① 町補助を受ける場合 ――― 工事費の２０％
　（上限額１０万円）
② 県補助を受ける場合 ――― 工事費の１０％
　（上限額２０万円）
③ 町・県補助の両方を受ける場合は、町補助は工事

費の１０％（上限額１０万円）に上記県補助を合
わせた補助額

※ 県補助を受ける場合は、部分補強、省エネ化、バ
リアフリー化、県産木材使用、克雪化のいずれか
を満たすことが必要。

※ 県産材３㎥以上使用又は空家リフォームを行う場
合は、県補助金の上限額３０万とする。

※ ３世代・移住・新婚・子育て世帯である場合は、県
補助金の補助率を工事費の２０％に上限額３０万円

（上記世帯の県産木材３㎥以上使用又は空家リフォ
ームは上限額４０万円）とする。

■ そ の 他　
住宅全ての耐震評点を上げる耐震改修補助について
は、耐震診断を行い補強計画に基づき耐震指標０．７
以上の改修を行う必要があるため事前に担当までご相
談ください。

○参考：工事費が２００万円のリフォーム工事の場合（町・県両方の補助を受ける場合）
　町補助１０万円　＋　県補助２０万円　＝　補助額３０万円

　　　　　　　　（２００万×１０％）   （２００万×１０％）

町内への若者の定住を支援！

町内での住宅建設を支援！

　心豊かな子供の育成、独居高齢者世帯の減少、空き
家の防止等を図るため、定住する意思をもって町内に
住宅を取得する３世代世帯に対して、予算の範囲内で
補助金を交付します。
■ 対 象 者
・定住する意思をもって本町に住宅を取得する３世代
　世帯
・取得する住宅が１，０００万円以上であること。

・市町村税に滞納がない方
※補助金の交付決定後に
　契約した工事であること。
■ 補助内容
　 新築又は建て替え住宅
　 の取得―――１００万円

３世代同居の住宅建設を支援！

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７
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住宅関係
助成事業
ご案内

■ 募集期限　
　 ５月３０日㈪午後５時まで、町産業振興課商工観
　 光グループまで関係書類を提出してください。
※書類、面談などで審査させていただきます。
■ 主な補助要件
●次のすべての要件を満たす賃貸共同住宅

（１）町内の法人又は個人が施工する賃貸共同住宅の
　新築工事であること。

（２）建設する１棟につき、６以上の住戸数を有し、　
　１戸当たりの建設費が５００万円（税抜き）以上で
　あること。

（３）各戸に玄関、便所、浴室、台所、ＣＡＴＶ及び
　インターネット回線設備を設置すること。

（４）住戸１戸当たりに専用物置と１台分以上の専用
　駐車スペースを有すること。

（５）組立式仮設住宅でないこと。

※この他にも要件があります。詳細はお問い合わせく
ださい。
■ 補助内容（１戸当たりの補助上限）

（１）町内の法人若しくは個人が申請者の場合
・居住室２室以上 ： １００万円以内（ただし、１申　
　請者当たり１，０００万円）
・居住室１室以上 ： ６０万円以内（ただし、１申請者
　当たり６００万円）

（２）町外の法人若しくは個人が申請者の場合
・居住室２室以上 ： ８０万円以内（ただし、１申請者
　当たり８００万円）
・居住室１室以上 ： ４８万円以内（ただし、１申請者
　当たり４８０万円）
※この他、入居いただく方の要件などがあります。詳
　細はお問い合わせください。
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

　町では、町内での木材需要の促進と町内経済の活性
化を目的として、「川西町木材製品利用住宅建築奨励
助成事業」を行っています。
■ 対象者　町内に住宅（車庫・物置含む）を建築す
　　　　　る方
■ 内　容　次の要件をすべて満たすもの

（１）置賜地域産木材を使用
（２）町内建設業者が施工
（３）申請者が居住する建築物など
■ 対象経費　
　建築に係る費用のうち使用する置賜地域産木材の額

　が３０万円を超えるもの。
■ 補助金額
　対象経費の２０％以内の額（上限３０万円）

（ただし、千円未満の端数は切り捨てとなります）
■ 申請手続　
　 建築着工前に交付申請の提出が必要です。必要な
　 書類は町農地林務課に用意しています。
問町農地林務課 農村林務グループ　
☎４２－６６４６

　町では、町内森林資源の有効活用を図り、森林の適
切な整備及び保全のため、「薪ストーブ等導入促進助
成事業」を行っています。
■ 対象者　
　 町内に住所を有し、町内の住宅、事業所、　農業用
　 施設等に薪ストーブなどを設置する方
■ 対象経費
①薪ストーブ及びペレットストーブの購入経費
　（取付部品等を含む）
②薪ストーブ及びペレットストーブの取付けに要する
　経費

■ 補助金額
 　対象経費の３分の１以内の額（上限５万円）
　（ただし、千円未満の端数は切り捨てとなります）
■ 申請方法
　 設置前に交付申請の提出が必要です。申請に必要 
　 な書類は町農地林務課に用意しています。
問町農地林務課 農村林務グループ　
☎４２－６６４６

勤労世帯向けの賃貸共同住宅建設を支援！

置賜産の木材を使った住宅建設を支援！

薪ストーブやペレットストーブ導入を支援！

問町農地林務課 農村林務グループ　

問町農地林務課 農村林務グループ　
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　活力に満ちた地域づくりを推進するため、定住の意
思を持って町内に住宅を取得する若者夫婦世帯等に対
して、予算の範囲内で補助金を交付します。
■ 対 象 者
・夫、妻のどちらかが満４０歳未満の若者夫婦世帯及
　びひとり親世帯
・定住する意思をもって本町に住宅を取得する方
・町外に１年以上居住し町内に転入する方又は町内の
　賃貸住宅に１年以上居住している方

・市町村税に滞納がない方
・補助金の交付決定後に契約した工事であること。
■ 基本補助
① 新築又は新築建売住宅購入 ――― ６０万円
② 中古住宅購入 　　　　　　――― ２０万円

【加算補助】
入居時に義務教育終了前の子を養育し同居している方 
　　　　　　　　　　　――― 加算額２０万円

　町内住宅の質の向上及び住宅投資の波及効果による
経済の活性化を図るため住宅の建設工事を行う方に対
して、予算の範囲内で補助金を交付します。
■ 対 象 者
・町内に自ら居住する住宅等の新築・増改築・改修を行う方
・町内の施工業者と契約する方
　（県補助のみの場合は、県内業者可能）
・工事費１０万円以上の工事を行う方
・市町村税の滞納がない方
・補助金の交付決定後に着手（契約）した工事であること
■ 補助内容
① 町補助を受ける場合 ――― 工事費の２０％
　（上限額１０万円）
② 県補助を受ける場合 ――― 工事費の１０％
　（上限額２０万円）
③ 町・県補助の両方を受ける場合は、町補助は工事

費の１０％（上限額１０万円）に上記県補助を合
わせた補助額

※ 県補助を受ける場合は、部分補強、省エネ化、バ
リアフリー化、県産木材使用、克雪化のいずれか
を満たすことが必要。

※ 県産材３㎥以上使用又は空家リフォームを行う場
合は、県補助金の上限額３０万とする。

※ ３世代・移住・新婚・子育て世帯である場合は、県
補助金の補助率を工事費の２０％に上限額３０万円

（上記世帯の県産木材３㎥以上使用又は空家リフォ
ームは上限額４０万円）とする。

■ そ の 他　
住宅全ての耐震評点を上げる耐震改修補助について
は、耐震診断を行い補強計画に基づき耐震指標０．７
以上の改修を行う必要があるため事前に担当までご相
談ください。

○参考：工事費が２００万円のリフォーム工事の場合（町・県両方の補助を受ける場合）
　町補助１０万円　＋　県補助２０万円　＝　補助額３０万円

　　　　　　　　（２００万×１０％）   （２００万×１０％）

町内への若者の定住を支援！

町内での住宅建設を支援！

　心豊かな子供の育成、独居高齢者世帯の減少、空き
家の防止等を図るため、定住する意思をもって町内に
住宅を取得する３世代世帯に対して、予算の範囲内で
補助金を交付します。
■ 対 象 者
・定住する意思をもって本町に住宅を取得する３世代
　世帯
・取得する住宅が１，０００万円以上であること。

・市町村税に滞納がない方
※補助金の交付決定後に
　契約した工事であること。
■ 補助内容
　 新築又は建て替え住宅
　 の取得―――１００万円

３世代同居の住宅建設を支援！

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７
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住宅関係
助成事業
ご案内

■ 募集期限　
　 ５月３０日㈪午後５時まで、町産業振興課商工観
　 光グループまで関係書類を提出してください。
※書類、面談などで審査させていただきます。
■ 主な補助要件
●次のすべての要件を満たす賃貸共同住宅

（１）町内の法人又は個人が施工する賃貸共同住宅の
　新築工事であること。

（２）建設する１棟につき、６以上の住戸数を有し、　
　１戸当たりの建設費が５００万円（税抜き）以上で
　あること。

（３）各戸に玄関、便所、浴室、台所、ＣＡＴＶ及び
　インターネット回線設備を設置すること。

（４）住戸１戸当たりに専用物置と１台分以上の専用
　駐車スペースを有すること。

（５）組立式仮設住宅でないこと。

※この他にも要件があります。詳細はお問い合わせく
ださい。
■ 補助内容（１戸当たりの補助上限）

（１）町内の法人若しくは個人が申請者の場合
・居住室２室以上 ： １００万円以内（ただし、１申　
　請者当たり１，０００万円）
・居住室１室以上 ： ６０万円以内（ただし、１申請者
　当たり６００万円）

（２）町外の法人若しくは個人が申請者の場合
・居住室２室以上 ： ８０万円以内（ただし、１申請者
　当たり８００万円）
・居住室１室以上 ： ４８万円以内（ただし、１申請者
　当たり４８０万円）
※この他、入居いただく方の要件などがあります。詳
　細はお問い合わせください。
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

　町では、町内での木材需要の促進と町内経済の活性
化を目的として、「川西町木材製品利用住宅建築奨励
助成事業」を行っています。
■ 対象者　町内に住宅（車庫・物置含む）を建築す
　　　　　る方
■ 内　容　次の要件をすべて満たすもの

（１）置賜地域産木材を使用
（２）町内建設業者が施工
（３）申請者が居住する建築物など
■ 対象経費　
　建築に係る費用のうち使用する置賜地域産木材の額

　が３０万円を超えるもの。
■ 補助金額
　対象経費の２０％以内の額（上限３０万円）

（ただし、千円未満の端数は切り捨てとなります）
■ 申請手続　
　 建築着工前に交付申請の提出が必要です。必要な
　 書類は町農地林務課に用意しています。
問町農地林務課 農村林務グループ　
☎４２－６６４６

　町では、町内森林資源の有効活用を図り、森林の適
切な整備及び保全のため、「薪ストーブ等導入促進助
成事業」を行っています。
■ 対象者　
　 町内に住所を有し、町内の住宅、事業所、　農業用
　 施設等に薪ストーブなどを設置する方
■ 対象経費
①薪ストーブ及びペレットストーブの購入経費
　（取付部品等を含む）
②薪ストーブ及びペレットストーブの取付けに要する
　経費

■ 補助金額
 　対象経費の３分の１以内の額（上限５万円）
　（ただし、千円未満の端数は切り捨てとなります）
■ 申請方法
　 設置前に交付申請の提出が必要です。申請に必要 
　 な書類は町農地林務課に用意しています。
問町農地林務課 農村林務グループ　
☎４２－６６４６

勤労世帯向けの賃貸共同住宅建設を支援！

置賜産の木材を使った住宅建設を支援！

薪ストーブやペレットストーブ導入を支援！

問町農地林務課 農村林務グループ　

問町農地林務課 農村林務グループ　
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助成
事業等の
ご案内

■医前年度購入分も助成対象に　　　　　　
療用ウィッグの助成事業が変わりました

　町では、がん患者の方の治療と就労の両立、療養生
活の質の向上に向け、ウィッグ購入費用の一部助成を
行っておりますが、次のとおり、助成内容が一部変更
になりました。
■ 助成額

（１）平成２８年４月１日以降に購入したウィッグは、
　２万円を上限に助成します。

（２）平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日
　までに購入したウィッグは、１万円を上限に助成し
　ます。
■ 申請
　 前年度購入分も申請
できるようになりました。
※申請書等詳細については下記にお問い合わせくださ
　い。町ホームページにも掲載しています。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

■ 平成２８年度対象者
　川西町に住所を有し、下記の①又は②の条件を満たす方が対象になります。
※ 但し、過去に肺炎球菌予防接種（ニューモバックス NP（２３価肺炎球

菌莢膜ポリサッカライドワクチン）を受けた方は、対象とはなりません。
① 生年月日：対象者には、個別に通知文を送付いたします。
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問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

対象者 生年月日
　６５歳となる方 昭和２６年４月２日生 ～ 昭和２７年４月１日生
　７０歳となる方 昭和２１年４月２日生 ～ 昭和２２年４月１日生
　７５歳となる方 昭和１６月４月２日生 ～ 昭和１７年４月１日生
　８０歳となる方 昭和１１年４月２日生 ～ 昭和１２年４月１日生
　８５歳となる方 昭和　６年４月２日生 ～ 昭和　７年４月１日生
　９０歳となる方 大正１５年４月２日生 ～ 昭和　２年４月１日生
　９５歳となる方 大正１０年４月２日生 ～ 大正１１年４月１日生
１００歳となる方 大正　５年４月２日生 ～ 大正　６年４月１日生

② ６０歳から６５歳未満の方で、心臓じん臓呼吸器等で身障者 1 級相当の方。
　 なお、確認が必要ですので身体障害者手帳等を医療機関窓口に提示してください。
■ 助 成 額　町からの助成額は３，５００円：一人につき 1 回限り
　　　　　　（接種費用との差額は自己負担になります。）
※ 生活保護受給者：接種に係る費用全額
　 生活保護受給者の方は、必ず事前に町健康福祉課までご連絡ください。
■ 助成期間　平成２９年３月３１日㈮まで
■ 接種方法　ご希望の医療機関を直接ご予約の上、接種を受けてください。
※ 置賜地域以外の医療機関で接種する方は、接種前に町健康福祉課にて手続きが必要です。
■ 持 ち 物　健康保険証など（対象者確認のため）、接種料金など
■ そ の 他　対象者以外の方は任意予防接種となり、町の助成を受けることはできません。

※ 置賜地域以外の医療機関で接種する方は、接種前に町健康福祉課にて手続きが必要です。

■慰希望者はお問い合わせください　　　　
霊巡拝が実施されます

　政府主催による戦没者の遺族を対象とした慰霊巡拝
の参加者を募集しています。
　巡拝を希望される方は、下記にお申し込みください。
■ 実施地域　
①旧ソ連：ハバロフスク地方、イルクーツク州、樺太、
　　　　　沿海地方
②中　国：東北地方
③南　方：東部ニューギニア、硫黄島、
　　　　　ビスマーク、ソロモン諸島、
　　　　　マリアナ諸島、ミャンマー、
　　　　　フィリピン
■ 日程など
　 日程、参加費用及び申込方法等の
　 詳細については、お問い合わせください。
問町健康福祉課 福祉グループ　
☎４２－６６３５

　 詳細については、お問い合わせください。

19　町報かわにし 平成２８年４月１５日

まちからのお知らせ
town information
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こ
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ば
の
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・
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、
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こんな時はお助けします！

✿
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幼
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園
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前
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郷
幼
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斗
幼
稚
園

　5
月
11
日
㈬

●子どものお迎え、急な預かりをお願いしたい

　
問ファミリー・サポート・センター

　　（子育て支援センター内） ☎４４－２８２２

●一時保育をお願いしたい

　問小松保育所　☎４２－２８１０

●一時預かりをお願いしたい

　問川西町子育て支援センターこあら
　☎４４－２８２２

●病児保育をお願いしたい

　問美女木げんき保育園　☎４２－３６５６

■子町の子育て情報が満載！　　　　　　　
育てナビガイドブックができました

　町の子育て情報をまとめた子育て応援サイト「子育
てナビ」と連動した「子育てナビガイドブック」がで
きました。
　このガイドブックでは、シンプルな概要で行政サー
ビスをわかりやすく解説しています。このガイドブッ
クは小学 3 年生以下のお子さんがいるご家庭に配布
する予定です。
　子育てに関する情報収集にご活用ください。
問町教育総務課 子育て支援グループ
☎４２－６６７１

■おお得なお祝い品が目白押し！　　　　　
子さまのお誕生をお祝いします

　町では昨年度に引き続き、お子様が生まれたご家庭
に「お誕生祝品」を贈呈します。町商工会と町内の商
店にご協力をいただき、対象の方にギフトカタログを
お渡ししています。ぜひお子さまのお誕生祝にご活用
ください。
■ 対象者
　 平成２８年 4 月 1 日～平成２９年３月３１日まで
　 出生届けを出した保護者で、出生届け提出の際に
　 川西町にお住まいの方
■ カタログのお渡し
　 今年度のギフトカタログが整い次第、対象の方に
　 郵送します。
問町教育総務課 子育て支援グループ
☎４２－６６７１

■ 監査の種類
　 地方自治法第１９９条第４項及び川西町監査の執行
に関する条例第２条の規定に基づく定例監査
■ 監査執行期日及び監査対象課等

（１）２月２２日　産業振興課
（２）２月２４日　出納検査課、農地課、議会事務局
■ 監査委員の氏名
　島貫憲明、髙梨勇吉
■ 監査対象事項
　対象所管課等の主として平成２７年度における財務に
　関する事務の執行及び経営に係る事業の管理に関する
　次の事項

（１) 歳入の調定及び収納に関すること

（２) 歳出の予算経理に関すること
（３) 町補助金等の交付決定に関すること
（４) 支出負担行為における入札及び契約に関すること
（５) その他、必要と認める事項
■ 監査の手続き
　各課が所管する財務に関する事務の執行及び経営に係
る事業の管理に関する事項について、適法性、効率性に
留意し関係書類、資料の提出を受け、書類監査及び関係
職員からの聴き取りを行った。
■ 監査の結果
　監査対象事項において、適正に処理されていた。
問町監査委員事務局　☎４２－６６７４

適正な処理と認められました　～監査結果報告～
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助成
事業等の
ご案内

風ふ
う
し
ん疹

抗
体
検
査
、
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

■ 対 象 者 
　川西町に住所を有し、下記に該当する方
　① 妊娠を希望する２１歳から５０歳の女性
　　（平成２８年４月１日時点での年齢）
　② 風疹抗体が十分でない対象者①の夫及び同居家族
　　（対象者①の風疹抗体検査結果が、HI 法１６以下、又は EIA 法８未満の場合）
　③風疹抗体が十分でない妊婦の夫及び同居家族
　　（妊婦の風疹抗体検査結果が、HI 法１６以下、又は EIA 法８未満の場合）

■ 申請期間　平成２９年２月２８日㈫まで
■ 申請場所　町健康福祉課窓口（平日 午前８時３０分～午後５時）
※ 代理申請も可能です。
※ 風疹抗体が十分でない女性及び妊婦の夫・同居家族の方は、以下のものを　

お持ちください。
　① 風疹抗体検査の数値が確認できるもの
　② 母子健康手帳（妊婦さんの夫及び同居家族の方）
■ 助成期間　平成２８年４月１日㈮～平成２９年３月３１日㈮ まで
■ 実施医療機関
　公立置賜総合病院、公立置賜川西診療所、柄沢医院、
　斎藤内科循環器科クリニック、きじまキッズクリニック
■ 助成期間
　 風疹抗体検査、風疹予防接種費用を全額助成します。

　町
で
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

左
記
の
方
を
対
象
に
、
風
疹
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。
最
初
に
風
疹
抗
体
検
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す
。

【助成の対象にならない方】
○ 既に妊娠している方
○ 風疹の予防接種を２回以上接種している方
○ 風疹にかかったことがある方
○ 過去に助成を受けて、風疹抗体検査及び予防接種を受けた方

×!

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

やまがた子育て応援パスポートが全国で使えます！
　県と市町村では、企業や店舗の皆様にご協力いただき、社会全体で子育てを応援する気運を盛り上げ、子育て
家庭の負担感の軽減を図ることを目的として、やまがた子育て応援パスポート事業を実施しております。このた
び、各都道府県で実施している子育て応援パスポート事業の連携を図ることとなり、やまがた子育て応援パスポ
ートが全国で使えるようになりました。
■ 利用開始日：４月１日～
※今現在は４１都道府県で利用可能です。平成２９年４月から、
全４７都道府県で利用できる見込みです。各都道府県の詳細に
ついては、内閣府ホームページをご覧ください。
(http://www8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/passport.html)
●パスポートカードについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　パスポートカードには、全国共通展開マークを入れることになっておりますが、平成２８年度中は既存のカー
ドを全国で使用できます。
　全国共通展開マーク入りの新しいパスポートカードは、今年度中（１０月～１１月頃を予定）に配布予定です。
●やまがた子育て応援パスポートってどんなもの？
　子育て家庭からパスポートカードの提示があった場合に、事業にご協賛いただいている企業や店舗の皆様から、
サービスをご提供いただくものです。
■ 対象　妊婦又は小学校６年生までの子どものいる家庭　　　問町健康福祉課 福祉グループ ☎４２－６６３５
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■水4月１５日から　　　　　　　　　　　　
道メーター検針を再開します

　下記日程で水道メーターの検針を再開しますので、
メーターボックスの上や周辺に物を置いたり、近くに
犬をつないだりしないようご協力をお願いします。
　４月の検針にて冬期間の料金の精算を行いますが、
精算方法につきましては、検針時に配布しております

「使用水量等のお知らせ」裏面をご参照ください。
■ 検針日
○大塚・犬川・中郡・吉島地区及び小松地区の一部
　４月１５日（金）～２０日（水）
○小松・玉庭・東沢地区
　４月２５日（月）～３０日（土）
問町地域整備課上下水道グループ　☎４２－６６５３

■ 対象者　外国籍の方で、日常生活に必要な初級か
　ら中級程度の日本語の学習を希望する方先着１０名
■ 期　日　５月～１０月の毎週火曜日

※日程については、変更する場合があります。
■ 時　間　午後６時～８時（初回：午後５時３０分～）
※参加者の要望により、時間帯の変更や時間割を設定

　する場合もあります。
■ 会　場　町中央公民館　２０１号室ほか
■ 講　師　伊 藤 恵 子 氏
■ 受講料（テキスト代４，９６８円は別途負担）

（１）町内在住者：３，０００円
（２）町外在住者：５，０００円
■ 内　容　すべて日本語でテキストによる学習。
■ 託児サービス　無料
■ 申込方法　４月２８日㈭まで申込用紙で。申込用
　紙は町まちづくり課にございます。
問町まちづくり課 地域振興グループ ☎４２－６６１３

５月 １０日㈫ １７日㈫ ２４日㈫ ３１日㈫
６月 ７日㈫ １４日㈫ ２１日㈫ ２８日㈫
７月 ５日㈫ １２日㈫ １９日㈫ ２６日㈫
８月 ２日㈫ ９日㈫ １６日㈫ ２３日㈫ ３０日㈫
９月 ６日㈫ １３日㈫ ２０日㈫ ２７日㈫
１０月 ４日㈫ １１日㈫ １８日㈫ ２５日㈫

■日毎週火曜日開催！申し込みはお早めに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本語講座の受講生募集中！

町では日本語に不自由されている外国籍の方を対象に、日本語講座（２５回コース）を開設し、受講生を募集します。
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双
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。

デ
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問
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未
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課
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調
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グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
９
５

▲技術開発が待たれる DMV

■川まちづくりについて一緒に考えましょう
西町まちづくり委員会委員募集中！

　町では町民主体のまちづくりを推進していくため、
町民による「川西町まちづくり委員会」を設置し、行
政施策等に対するご意見、評価、検証をいただいてお
ります。この度、新たに委員を募集いたしますので、
まちづくりの取り組みに関心のある方など、積極的な
お申し込みをお待ちしております。
■ 応募資格　２０歳以上の方
■ 任　　期　２年間（平成２８・２９年度）
■ 申込締切　４月２５日㈪まで下記担当にご連絡く
　　　　　　  ださい
問町未来づくり課 政策調整グループ　
☎４２－６６９５
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～健康かわにし２１計画（第２次）推進中～

　あなたの血圧は大丈夫？  ～高血圧者が多い川西町～

いきいき
元気！

～Ｎｏ 11～

（資料）平成 26年度特定健診法定報告
血圧が収縮期 130mmHg以上又は拡張期 85mmHg以上の者

（資料）平成 26年度国保データベース（KDB) システム

　特定健診結果より、川西町は血圧の保健指導判定値以上の方が県平均より多い状態です。
国民健康保険被保険者一人当たり医療費でも、高血圧の医療費は県内第 2位となっています。
高血圧を放置しておくと血管の老化を進め脳血管疾患、心疾患など重大な病気をおこしやすく、命やその後の生
活に大きな影響をあたえます。
　高血圧は自覚症状がほとんどないため、健康診断や家庭で測定し、自分の状態を把握することが大切です。

町の重要な健康課題の一つは、高血圧予防です。次号から、高血圧予防シリーズを掲載予定しています。

　町では、3 か月間のウォーキングで目標歩数達成を
目指す、ウォーキング推進事業「楽笑健歩」の参加者
を募集します。
　3 か月間の１人当たりの目標歩数は「４０万歩

（４４４４歩 / 日）」又は「６０万歩（６６６６歩 / 日）」。
　ご家族や仲間と一緒に、ウォーキングで楽しく体を
動かしましょう。

■ 対象者　町民の方か町内に勤務している２０歳以
　　　　　  上の方（個人・グループ可）
■ 内　容　下記の目標歩数達成を目指します。
 ＜ 1 人で取り組む場合＞
　３か月以内に「４０万歩」又は「６０万歩」
＜グループで取り組む場合＞（グループ合計）
　３か月以内に、人数×「４０万歩」 又は「６０万歩」
■ 申込期限　平成２８年１２月２８日まで
■ 申込方法　「参加申込書」で下記までお申込みくだ
　 さい。電話、FAX、メールでのお申込みも受け付
　 けます。
※「参加申込書」及び「記録表」は町健康福祉課又は
　町ホームページから入手できます。
☆「楽笑健歩」は、「健幸マイレージ」の対象事業です。
問町健康福祉課健康推進グループ　☎４２－６６４０

3 か月間ウォーキングにチャレンジ！！
～「楽

らく
笑
しょう
健
けん
歩
ぽ
」参加者募集！～

楽しく
笑って
健康に！
みんなで歩こう！

特定健診　保健指導判定値※
以上の割合（H２６)

国保被保険者一人当たり医療費
（H２６）
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税
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ど
が
コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
可
能
に

　４
月
か
ら
町
の
税
金
や
各
種
料

金
が
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　提
携
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
あ
れ
ば
、

24
時
間
３
６
５
日
、
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
か
ら
手
数
料
な
し
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
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　町
の
出
納
窓
口
や
金
融
機
関
で

の
納
付
、
口
座
振
替
な
ど
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
ご
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用
い
た
だ
け

ま
す
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納
め
ら
れ
る
税
金
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ど

　次
の
税
金
な
ど
の
う
ち
、給
与・

年
金
か
ら
の
天
引
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特
別
徴
収
）

や
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
（
口

座
振
替
）
を
さ
れ
て
い
な
い
も
の

が
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象
と
な
り
ま
す
。

▼
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

▼
軽
自
動
車
税

▼
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）

▼
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
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　（普
通
徴
収
）

▼
保
育
所
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幼
稚
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利
用
料
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　バ
ス
使
用
料

▼
町
営
住
宅
使
用
料

▼
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
使
用
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破
損
・
汚
損
等
に
よ
り
、
バ
ー

　コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

⑤
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
取

　扱
期
限
」
を
過
ぎ
て
い
る
も
の

新
し
い
納
付
書
に

　右
記
の
税
金
な
ど
の
納
付
書
の

う
ち
、
納
期
限
が
４
月
以
降
の
も

の
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
に
対
応
し
た

新
し
い
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　納
期
限
を
過
ぎ
る
と
コ
ン
ビ
ニ

で
納
め
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

納
税
証
明
の
申
請

　コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
ら
れ
た
場
合
、

町
で
納
付
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
２
～
３
週
間
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
間
に
納
税
証
明
書
の
交
付

を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
領
収
書

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
め
る
際
の
注
意
点

●
納
期
限
が
複
数
回
に
分
か
れ
る

　納
付
書
に
つ
い
て
は
、
次
の
点

　に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
納
期
限
を
間
違
え
な
い
よ
う
、

　納
め
る
前
に
必
ず
「
納
期
限
」

　や
「
期
別
」
欄
を
ご
確
認
く
だ

　さ
い
。

②
ホ
チ
キ
ス
な
ど
で
綴
ら
ず
、
１

　枚
ず
つ
お
出
し
く
だ
さ
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
場
合
は
現

　金
で
の
お
支
払
い
に
限
り
ま
す
。

　ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
小
切
手
、

　商
品
券
な
ど
現
金
以
外
で
の
お

　支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
裏
面
に
、
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ

　ニ
店
舗
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

　納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ご
利

　用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

●
コ
ン
ビ
ニ
に
対
応
し
た
納
付
書

　で
あ
っ
て
も
、
次
に
該
当
す
る

　場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ

　と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
の
出
納

　窓
口
か
、
納
付
書
裏
面
に
記
載

　の
あ
る
金
融
機
関
を
ご
利
用
く

　だ
さ
い
。

提携コンビニ店舗一覧
◇エブリワン　　　　◇くらしハウス　　　◇ココストア　　　◇コミュニティ・ストア
◇サークルＫ　　　　◇サンクス　　　　　◇スパー（北海道）◇スリーエイト　　◇スリーエフ
◇生活彩家　　　　　◇セーブオン　　　　◇セイコーマート　◇セブン－イレブン
◇タイエー　　　　　◇デイリーヤマザキ　◇ニューヤマザキデイリーストア　　　◇ハセガワストア
◇ファミリーマート　◇ポプラ　　　　　　◇ミニストップ　◇ヤマザキスペシャルパートナーショップ
◇ヤマザキデイリーストアー　　　　　　　◇ローソン　　　　◇ローソンストア１００
◇ＭＭＫ設置店　（（株）しんきん情報サービスの端末を利用している店舗）

問
町
税
務
会
計
課
収
納
グ
ル
ー
プ
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ー
６
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ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
「
健
康
」
と
「
お
得
」
を
手
に
入
れ
よ
う

～
平
成
28
年
度
か
わ
に
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
ス
タ
ー
ト
～

「 健　康」は一人ひとりの「 幸　せ」にとって重要な条件の一つです。
町では町民の皆さん自らが主体的に健康づくりに取り組める環境づくりのため昨年度に引き続き

「かわにし健幸マイレージ事業」を行います。

お得１ 応募者全員に！ お得２ 川西町民限定！

やまがた健康づくり応援カード
※県内の「やまがた健康づくり協力店」
で提示するとお得なサービスが。発効日
から 1年有効です。

川西商業協同組合商品券
特賞　１０，０００円分　　１名様
１等　　５，０００円分　　２名様
２等　　２，０００円分　　５名様
３等　　１，０００円分　１０名様
※当選者は平成２９年３月発表予定

◀
抽
選
で
豪
華
賞
品
が

■ 応募期間：５月１６日㈪～平成２９年２月１５日㈬
■ 対 象 者：２０歳以上の川西町民の方
※楽笑健歩（ウォーキング）参加者の場合は、川西に勤務している方も含みます。

お得を手に入れるには
①健康づくりに取り組む
②ポイントを貯める
③チャレンジシートに記入
※健康福祉課、各地区交流センターなどに常備

④５０ポイント貯まったら応募する

ポイントがもらえる健康づくり
✿健康診断などを受ける
✿健康教室に参加する
✿自分で目標を立てて取り組む
✿楽笑健歩（ウォーキング）に取り組む
✿健康ボランティア
✿健康マイレージを友人に紹介

こんなにお得！町内協力店募集中！
〈川西町内の協力店と、サービス内容〉
○肉の斎藤　　　　　　　　たまるんカードポイント 2 倍または３％引き
○浴浴センターまどか　　　入浴料１００円引き
○小松花屋　　　　　　　　たまるんカードポイント 2 倍
○ダリヤ園（開園時のみ）     紅大豆ソフトクリームかコーヒー５０円引き
○川西けんこう館　　　　　入浴料１００円引き
○山形銀行　　　　　　　　マイカーローン、教育ローン、フリーローンの金利引き下げ
○うさちゃんクリーニング うめや川西店　　クリーニング代３０％オフ
※協力店は、山形県のホームページでもご覧いただけます。
★協力店を随時募集中！　問町健康福祉課健康推進グループ　☎４２－６６４０

▲このステッカーが目印

町報かわにし　20平成２８年４月１５日

まちからのお知らせ
town information

税金の納付期限を忘れずに
　今月は、軽自動車税の納付月です。納付期限は５月
２日（口座振替日は４月２８日）ですので、早めの納
付や口座残高の確認をお願いします。口座振替を利用
されている方は、口座残高不足等により口座振替とな
らなかった場合、再度の振替ができなくなりますので
ご注意ください。

　 東北労働金庫（問南陽支店　☎４０－３５１１）
※口座振替のみの取り扱いです。納付書による納付は
　お取り扱いしていませんのでご注意ください。

新たに 3 つの機関で口座振替可能に
　４月から新たに３つの金融機関で、町税などの口座
振替ができるようになりました。利用される方は、そ
れぞれの金融機関窓口にある口座振替依頼書に必要事
項を記入の上、振替先となる金融機関に提出してくだ
さい。
　申込みされた翌月から振替を開始します。４月に申
込された場合は、５月からの振り替え開始となります。
■ 新たに利用可能な金融機関（本店及び各支店）
　 荘内銀行（問米沢中央支店　☎２４－５２９０）
　 きらやか銀行（問米沢支店　☎２１－３１２１）

ご利用ください 固定資産の縦覧・閲覧制度
　「縦覧」は、固定資産評価の適正・公平さを確保するため、所有する土地や建物を、他の土地や
建物の価格との比較を通じて価格の適正さを判断することができ、「閲覧」は自分の土地と家屋の
評価額を確認することができる制度です。この機会にご利用ください。

費 用
無 料

問町税務会計課 町税グループ ☎４２－６６２４

■ 期間　5 月 31 日㈫まで。（土、日及び祝日は除く）
■ 時間　午前９時～午後４時３０分
■ 場所　町役場税務会計課
■ 縦覧をご利用いただける方
　 平成２８年１月１日現在において、本町に課税さ
　 れている土地や家屋を所有する方
■ 閲覧をご利用いただける方

（１）土地・家屋・償却資産をお持ちの方
（２）借地・借家人など
（３）同居の親族、死亡した方の相続人、委任者
■ 縦覧の内容　
　土地：所在、地番、地目、地積、価格
　家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

■ 閲覧の内容
　 所有する資産の課税台帳、賃貸借契約等の資産の
　 課税台帳
■ 必要なもの

（１）印鑑
（２）官公署発行の写真付きの本人確認書類（運転免
　許証など）の場合は１点、健康保険証など写真なし
　の場合は複数点。
※委任された方の場合は、委任状が必要です。
■ 注意事項

（１）縦覧帳簿には所有者が記載されていません。所在・
　地番、家屋番号を指定してください。

（２）縦覧帳簿をコピーすることはできません（書き
　写しは、差し支えありません）。

あなたの特産品で川西町をＰＲ！
　町では、川西町ふるさとづくり寄附金（ふるさと納税）特産品を募集しています。
　自慢の逸品をふるさと納税のお礼の品に追加し、町外の
方にあなたの自慢の逸品を届けてみませんか。
詳しくは、未来づくり課ふるさとづくり寄附担当までお気
軽にお問い合わせください。
問町未来づくり課 財政グループ ☎４２－６６１１

問町税務会計課 収納グループ ☎４２－６６３４

測定日
及び測定値

（μ
マイクロシーベルトパーアワー

S v / ｈ）
４月７日

地上から
の高さ

場　　　所
玉庭小学校 川西中学校

１００㎝ ０．１１ ０．１１
　５０㎝ ０．１０ ０．１０

町内小中学校グラウンド空間放射線量 問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２
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健康情報ひろば

地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４２－６６３８

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

～
介
護
認
定
の
申
請
・
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
～

～なんでもご相談ください～
地域包括支援センターのご紹介

　地域包括支援センターは、高齢者の方に総合的な支援を行うための拠点で、健康福祉課内に
あります。主任ケアマネジャー、保健師、社会福祉士等の専門職が中心となり「チーム」で活
動しています。住み慣れた町で安心して暮らせるよう、介護、福祉、健康、医療など様々な面
から高齢者やそのご家族を支えています。また本人や家族、地域住民、ケアマネジャーなどか
ら受けたいろいろな相談ごとを関係機関と連携して解決に努めます。

認知症カフェ
期日：４月２０日㈬
会場：生きがい交流館（美女木）
時間：午前１０時～１１時３０分　
内容：茶話会
料金：無料

問地域包括支援センター☎４２－６６３８

西大塚カフェ
期日：５月１２日㈭
会場：ケアセンターとこしえ西大塚
時間：午後１時３０分～３時
内容：茶話会・体操
料金：無料

問ケアセンターとこしえ西大塚☎４２－３５５５

時間：午後１時３０分～３時時間：午前１０時～１１時３０分　

認知症の方を介護する家族支援

「認知症カフェ」＆「西大塚カフェ」のご案内

認知症の人を支え合う「認知症サポーター養成講座」
　認知症を正しく理解して地域で認知症の人や家族を温かく支えていただく「認知症サポーター」養成講座を
実施しています。自治会、職場等の集まりに出向きます。電話でお気軽にお問い合わせください。

健康や介護のこと 財産や権利のこと

・今の健康を維持したい
・元気アップ教室に参加したい
・介護保険のサービスを利用したい
・体調が悪く寝たきりの不安がある

・一人暮らしで財産の管理が心配
・悪質商法にだまされた
・虐待を受けている
・いけないとわかりながら虐待してしまう

このようなことも相談してください

・近所に住む高齢者が最近閉じこもりがちで心配
・認知症に関して気になることがある

・元気アップ教室に参加したい
・介護保険のサービスを利用したい
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川
西
町
長
選
挙

投
票
日
：
４
月
24
日
㈰

時
　間
：
午
前
７
時
～

　
　
　
　午
後
８
時

場
　所
：
各
投
票
所

問
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
42
ー
６
６
８
９

　４
月
24
日
㈰
は
、
川
西
町
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　こ
の
選
挙
は
こ
れ
か
ら
の
川
西
町
を
決
め
る
と
て
も
大
事
な

選
挙
で
す
。
み
な
さ
ん
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　圧
着
は
が
き
で
４
名
分
の
入
場

券
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

切
り
離
し
て
ご
自
身
の
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。（
５
名
以
上
の

世
帯
に
は
、
複
数
枚
の
圧
着
は
が

き
を
お
送
り
し
ま
す
。）

　入
場
券
が
届
か
な
い
、
内
容
の

誤
り
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

投
票
で
き
る
方

　投
票
で
き
る
方
は
、
平
成
８
年

４
月
25
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成
28
年
１
月
18
日
ま
で
に
住
民

登
録
さ
れ
た
方
で
す
。

※
投
票
日
ま
で
に
転
出
す
る
方
は

　転
出
日
前
に
期
日
前
投
票
を
す

　る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
要
件
を
満
た
し
て
も
、
投
票
で

　き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
投
票
所
入
場
券

　入
場
券
は
告
示
日
（
19
日
㈫
）

以
降
に
早
急
に
郵
送
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

　長
期
出
張
な
ど
で
、
期
日
前
投

票
や
投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方

は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
町
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
病
院
・
老
人
施
設
な
ど
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
方
も
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
入
院
・
入
所
先
の
職
員
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票

●
日
時

　投
票
日
の
午
後
９
時
～

●
場
所

　中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

ルールを守り公正な選挙を
　候補者はもちろんのことですが、有権者もルールを守る必要があります。
★こんなことは違反です。
　・候補者に対し、寄付をするよう勧誘や要求をすること。
　・候補者に対し、選挙運動に関して飲食物をふるまうこと。（一部例外あり）
　・候補者の選挙運動員にもかかわらず、その活動に対し、実費弁償以外の金品を受け取
　　ること。
　・自分以外の者になりすまして投票すること。

さ
い
。

　な
お
、
病
気
な
ど
に
よ
り
字
を

書
く
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
代

理
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　代
理
記
載
は
役
場
職
員
が
行
い
、

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

期
日
前
投
票

　投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

　４
月
20
日
㈬
～
23
日
㈯

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●
場
所

　町
役
場
第
３
会
議
室

　

　（庁
舎
東
側
１
階
入
口
か
ら
お

　入
り
く
だ
さ
い
。
ス
ロ
ー
プ
が

　あ
り
ま
す
の
で
、
車
い
す
な
ど

　で
の
投
票
が
可
能
で
す
。）

●
そ
の
他

　

　入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

　だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

選
挙
公
報

　各
世
帯
に
告
示
日
以
降
、
選
挙

公
報
を
配
布
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
を
設
置

し
ま
す
。
破
損
や
ポ
ス
タ
ー
の
は

が
れ
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

お
手
数
で
も
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
、
手
続
き
に
時
間
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
投
票
日
ま
で
に
は
20
歳

に
な
る
が
、
期
日
前
投
票
を
し
よ

う
と
す
る
日
に
は
19
歳
で
あ
る
方

は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
方
法

　投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
名

前
だ
け
を
は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
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Ｈｅａｌｔｈ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

健康カレンダー 問町健康福祉課 健康推進グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉５月９日㈪、２３日㈪
〈受付時間〉午前 9 時～午後 4 時 30 分
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈 持 ち 物 〉妊娠届出書
※ご都合がつかないときはご連絡ください。

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉５月１８日㈬
〈受付時間〉午後 1 時～ 1 時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈 対 象 者 〉平成２7 年７月～８月生まれの乳児
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、おむつ

　４月生まれの方へ、
　子育て支援医療証を郵送します
１歳児から小学６年生までの、誕生日が４月２日から
５月１日の方に子育て支援医療証をお送りします。
■新しい医療証の有効期間
平成２８年５月１日～平成２９年４月３０日まで
※小学６年生は平成２９年３月３１日まで
これまでの医療証は、平成２８年４月３０日までご使
用いただけます。医療機関を受診する際は、医療証の
有効期間を確認してからご使用ください。
■送付日 ４月２２日㈮
■健康保険証に変更がある場合は、届出が必要です
次のものをお持ちのうえ、窓口へお越しください。

（持ち物）お子さんの健康保険証、医療証、印鑑（認印）
※現在医療証をお持ちでない方は、下記までお問い合
わせください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉５月１９日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 26 年５月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年３月、平成 25 年５月生
まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
　りますので１時間程度かかります。

1 歳 6 か月児健康診査
〈期　　日〉５月２０日㈮
〈受付時間〉午後１時～１時 15 分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２６年９月～１０月２０日生まれ
　　　　　  の幼児

〈 持 ち 物 〉母子健康手帳、タオル、オムツ、
　　　　　  問診票、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金 500 円）。
※対象者へ事前に問診票を郵送します。

献　　血
〈期　　日〉５月２７日㈮
〈献血時間〉午後３時００分～４時３０分
〈場　　所〉中央公民館
〈 対 象 者 〉 １６～６９歳の健康な方
〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉４００ｍｌの献血のみになります。

きらきら親子相談
〈期　　日〉５月１０日㈫
〈受付時間〉午前９時３０分～１１時３０分
〈場　　所〉子育て支援センターこあら
〈申込方法〉５月２日㈪まで電話で申込

ママパパ教室
〈期　　日〉５月１７日㈫
〈受付時間〉午後 1 時１５分～１時３０分
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉５月１０日㈫まで電話で申し込み
〈 持 ち 物 〉母子健康手帳

予防接種のお知らせ
 以下の予防接種は、下記生年月日のお子さんが対象
になっております。詳細については、個別に通知して
おりますのでご確認下さい。
〈ジフテリア・破傷風〉（小学 6年生）
平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生
〈麻しん・風しん予防接種〉
第２期　小学校就学 1 年前にあたるお子さん（年長児）
　　　　平成２２年４月２日～平成２３年４月１日生
〈日本脳炎予防接種〉
第２期　平成１８年４月２日～平成１９年４月１日生
　　　　平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生
※他の年代については、順次ご案内いたします。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－６６４０

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★

　軽
い
症
状
で
救
急
外
来
を
受
診
す
る
と
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者
の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
救
急
の
場
合
以
外
は
、
平
日
の
時
間
内
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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小
学
校
学
区
再
編
検
討
委
員
会

３
校
で
協
議
結
果
が
ま
と
ま
る

●
犬
川
小
学
校

▼
委
員
長
：
田
村
政
博
さ
ん

▼
協
議
結
果
：
統
廃
合
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
犬
川
小

学
校
の
学
区
再
編
は
実
施
し
な
い
。

　犬
川
小
学
校
、
高
山
小
学
校
、
玉
庭
小
学
校
、
東
沢
小
学
校
の
４
校
に

設
置
し
た
学
区
再
編
検
討
委
員
会
の
う
ち
、
犬
川
小
学
校
、
玉
庭
小
学
校
、

東
沢
小
学
校
の
３
校
の
委
員
会
か
ら
教
育
委
員
会
に
協
議
結
果
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

各
検
討
委
員
会
の
協
議
結
果
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
玉
庭
小
学
校

▼
委
員
長
：
吉
村
徹
さ
ん

▼
協
議
結
果
：
統
廃
合
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
玉
庭
小

学
校
の
統
廃
合
の
必
要
性
は
無
い

も
の
と
判
断
す
る
。

●
東
沢
小
学
校

▼
委
員
長
：
佐
々
木
和
憲
さ
ん

▼
協
議
結
果
：

①
統
廃
合
の
必
要
性
に
つ
い
て
、

　東
沢
小
学
校
の
学
区
再
編
を
実

　施
す
る
。

②
再
編
整
備
に
伴
う
新
た
な
通
学

　区
域
に
つ
い
て
は
、
小
松
小
学

　校
区
と
す
る
。

③
再
編
年
次
に
つ
い
て
は
、
平
成

　30
年
の
開
校
を
目
標
と
す
る
。

こ
の
結
果
を
尊
重
し
て

　

各
検
討
委
員
会
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
３
回
～
５
回
の
協
議
を

重
ね
、
地
区
懇
談
会
、
保
護
者
懇

談
会
の
実
施
な
ど
、
住
民
の
方
々

の
意
見
の
集
約
に
努
め
ら
れ
、
協

議
結
果
を
報
告
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　今
回
報
告
い
た
だ
い
た
協
議
結

果
に
つ
い
て
は
、
町
に
お
い
て
も

最
大
限
尊
重
し
、
今
後
町
の
方
針

を
定
め
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　な
お
、
高
山
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
委
員
会
に
お
い
て
協

議
中
で
あ
り
、
協
議
が
整
い
次
第

報
告
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　今
回
報
告
の
あ
っ
た
協
議
結
果

に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
町
教
育
総
務
課

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

☎
42
ー
６
６
５
９

▲犬川小学校区委員会から

▲玉庭小学校区委員会から

▲東沢小学校区委員会から

みなさんの歌声が詰まったＣＤが完成
　川西町誕生６０周年記念事業として、町内幼稚園、保育所、
小・中学校（廃校を含む。）と置賜農業高等学校の校歌等を収
録した校歌集ＣＤが完成しました。
　この CD 作成に当たっては、昨年の録音の際に多くの町民の
皆さんと各学校関係者の皆さんにご協力いただき、収録したも
のです。この校歌集を多くの皆さんに聞いていただくため、製
作協賛金として１枚１，０００円で頒布せていただくこととしま
した。
　ぜひ校歌集 CD をお求めいただき、懐かしい校歌を聞いてみませんか。
■ 協賛金の額　１枚　１，０００円（郵送などの経費は、別途いただきます。）
■ 申込方法　　
　 直接申込の場合：役場内税務会計課（役場１階）にて受付ます。
　 郵送を希望される場合：申込用紙に必要事項を記入していただき、役場税務会計課（校歌集ＣＤ担当）まで
　　　　　　　　　　　　  申し込みください。申込書については町のＨＰからダウンロードできます。
問町税務会計課 町税グループ　☎４２－６６２２

11　町報かわにし 平成２８年４月１５日
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県
管
理
河
川
の
支
障
木

を
無
償
で
提
供
し
ま
す

　県
で
は
良
好
な
河
川
環
境
を
保

つ
た
め
、
河
川
内
の
支
障
木
を
適

宜
伐
採
し
て
い
ま
す
。
こ
の
支
障

木
を
薪
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
や
キ
ノ

コ
の
ほ
だ
木
な
ど
に
利
用
す
る
一

般
の
方
に
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

▼
提
供
期
間
：
５
月
11
日
㈬
～

　無
く
な
り
次
第
終
了
（
土
日
祝

　日
を
除
く
）

▼
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
提
供
場
所
：
鬼
面
川
橋
下
流
西

　側
河
川
敷
（
米
沢
市
六
郷
町
西

　藤
泉
地
内
）

※
４
月
18
日
㈪
か
ら
事
前
申
し
込

　み
を
受
け
付
け
ま
す
。。

※
詳
細
は
置
賜
総
合
支
庁
ホ
ー
ム

　ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
営
利
目
的
、
他
人
へ
の
転
売
を

　目
的
と
す
る
場
合
は
提
供
で
き

　ま
せ
ん
。

申
込
・
問
置
賜
総
合
支
庁
河
川
砂

　防
課
☎
26
ー
６
０
８
５

自
衛
官
等
募
集
の

　
　

お
知
ら
せ

▼
募
集
種
目
：
一
般
幹
部
候
補
生

　（大
学
卒
業
程
度
試
験
）

▼
応
募
資
格
：
22
歳
以
上
26
歳
未

　満
の
男
女
（
平
成
29
年
４
月
１

　月
現
在
）

▼
受
付
期
間
：
５
月
６
日
㈮
ま
で

▼
試
験
日
：
５
月
14
日
㈯
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　15
日
㈰

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所
（
米

沢
地
方
合
同
庁
舎
４
階
）

☎
23
ー
０
０
１
１

平
成
28
年
度
山
形
県

　

警
察
官
A
採
用
試
験

　県
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
役

に
立
ち
た
い
人
、
や
る
気
の
あ
る

人
を
幅
広
く
募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
：
5
月
16
日
㈪
ま
で

▼
第
1
次
試
験
日
：
6
月
5
日
㈰

▼
第
2
次
試
験
日
：
7
月
上
旬
～

　7
月
下
旬

※
試
験
案
内
は
米
沢
警
察
署
、
各

　交
番
、
各
駐
在
所
に
あ
り
ま
す

問
米
沢
警
察
署
警
務
係

☎
26
ー
０
１
１
０

山
形
県
看
護
協
会

　
　

「
健
康
ま
つ
り
」

▼
日
時
：
5
月
14
日
㈯
午
前
10
時

　～
午
後
3
時

▼
場
所
：
山
形
県
看
護
協
会
会
館

　（山
形
市
松
栄
1
丁
目
5
ー
45
）

▼
内
容
：（
参
加
無
料
）

◆
１
日
ま
ち
の
保
健
室

①
測
定
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

②
体
験
コ
ー
ナ
ー

③
白
衣
を
着
て
の
記
念
撮
影

④
「
看
護
へ
の
道
」
進
路
相
談

◆
講
話
な
ど

①
「
よ
り
健
康
な
生
活
の
た
め
の

　食
事
づ
く
り
」

②
「
音
楽
で
心
と
体
も
リ
フ
レ
ッ

　シ
ュ
」

③
「
転
ば
な
い
身
体
づ
く
り
」

◆
幼
児
の
絵
画
展

問
山
形
県
看
護
協
会

☎
０
２
３
ー
６
８
５
ー
８
０
３
３

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

４・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

５月９日㈪・２３日㈪
午前９時～午後４時 30 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 ５月１１日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１５

弁護士
消費生活相談

５月１８日㈬
午後２時～４時

町役場会議室
（電算室）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ５月２５日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

５月

期　間 当番店（社） 電話番号
４月１１日～１７日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２

サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

４月１８日～２４日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

４月２５日～５月１日 ㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

５月２日～８日 ㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

５月９日～１５日 ㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

５月１６日～２２日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

採
用
関
係

催

　
し

町報かわにし　8平成２８年４月１５日

町

　長

　原

　田

　俊

　二
　
　副
町
長

　山

　口

　俊

　昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
長

　小

　野

　庄

　士

調
整
監

　遠藤
勝
則

総
務
課

　課長　
（
遠
藤
勝
則
）

　行
政
管
理
主
幹

　大
滝
治
則

　
　改
革
推
進
主
査

　井
上
明
子

　総
務
主
査

　田
中
和
広

　主
査
（
奥
村
大
祐
）

　

　
　主
事

　朽
木
惇
、
千
葉
有
生
子
、
猪
野
春
香

　危機
管
理
主
幹

　金子
征
美

　
　危
機
管
理
主
査

　佐
々
木
伸
治

　

　契約
管
財
主
幹

　吉田
良
司

　
　施
設
管
理
主
査

　黒
澤
直
樹 
土
地
管
理
主
査

　小
倉
繁
樹 

契
約
検
査
主
査
（
吉
田
良
司
）

　
　自
動
車
運
転
手

　竹
田
博
昭
、
齋
藤
広
則
、  

竹
田
牧
人
、
川
﨑
政
弘

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
病
院
組
合
派
遣
）

主
幹

　今野
辰
也
、
佐
藤
賢
一

　主
査

　齋
藤
久
美
子
、
梅
津
郭
文

総
務
課
付
（
山
形
県
派
遣
）

主
査

　嵐
孝
久

　主
事

　
鈴
木
栄

　

総
務
課
付
（
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

主
事

　鈴
木
健
久
朗

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署
併
任
）

課
長

　渡部
恭
介

　主幹

　五十
嵐
賢
仁

　主
査

　遠
藤
亘

未
来
づ
く
り
課

　課長

　井上
憲
也

　政策
調
整
主
幹

　奥村
正
隆

　
　政
策
調
整
主
査

　神
尾
亜
希
之

　主
事

　須
貝
健
斗

　財政
主
幹

　
（
井
上
憲
也
）

　
　財
政
主
査

　
米
野
宏

　
主
事

　
江
袋
征
太
、
安
部
幸
宗

未
来
創
造
室

　
　室長

　

 

遠
藤
準
一

　
　未
来
創
造
主
査

　後
藤
毅

　主
任

　大野
大
介
（
県
か
ら
派
遣
）

　主
事

　勝
見
渡

ま
ち
づ
く
り
課

　課長

　鈴木
浩
之

　地域
振
興
主
幹

　大河
原
孝
如

　
　地
域
振
興
主
査

　小
形
崇
洋

　定
住
促
進
主
査

　髙
橋
陽
一

　
　主
事

　田
村
直
之
、
田
宮
悠
佑

　情報
統
計
主
幹

　安部
博
之

　
　情
報
管
理
主
査

　
（
安
部
博
之
）

　広
報
統
計
主
査

　近
祐
子

　主
事

　関
川
守
、
渡
部
大

住
民
生
活
課

　課長

　滝田
浩
一

　戸
籍
住
民
主
幹

　佐
東
順
子

　
　戸
籍
住
民
主
査

　内
谷
浩
美

　主
任

　孫
田
之
絵

　主
事

　須
貝
真
奈
美
、
淀
野
拓
也
、

　

　
　寒
河
江
桜
子

　

　生
活
環
境
主
幹

　五
十
嵐
義
文

　
　生
活
安
全
主
査

　鈴
木
和
子

　環
境
衛
生
主
査

　
（
五
十
嵐
義
文
）

　
　主事
補

　大平
麻
人
、
堀
越
拓
弥
、
神
野
瑞
穂
（
新
規
採
用
）

会
計
管
理
者

　島貫
啓
一

税
務
会
計
課

　課長

　
（
島
貫
啓
一
）

　町税
主
幹

　原田
智
和

　
　住
民
税
主
査

　丹
野
孝
一
、
大
友
登
貴
子

　資
産
税
主
査

　伊
藤
聡
子

　

　
　主
任

　菊
地
絵
梨
子

　主
事

　平
百
合
、
髙
橋
司
、
川
崎
俊
輔
、
小
林
駿
太

　収納
主
幹

　堀内
広
幸

　
　収
納
主
査

　
寒
河
江
陽
子

　
主
任

　
山
田
耕
司

　
主
事

　
小
林
善
久

　

　会計
主
幹

　髙橋

　和恵

　
　出
納
主
査

　中山

　
恵

健
康
福
祉
課

　課長

　淀野
芳
広

　福祉
主
幹

　安藤
美
樹

　
　福
祉
主
査

　渡
部
浩
明

　主
任

　竹
田
紀
子
、
米
野
徳
子
、
平
山
敦
子

　
　主
事

　玉
田
絵
里
子
、
片
倉
壮

　健康
推
進
主
幹

　齋藤
富
士
雄

　主幹

　髙橋
久
子

　
　医
療
給
付
主
査

　
（
髙
橋
久
子
）

　主
事

　関
川
麻
美
、
今
野
あ
い
、
金
田
実
佳
子

　
　健
康
主
査

　井
上
道
子
、
小
野
久
仁
子

　主
任
（
保
健
師
）

　推
名
志
保
、
吉
村
恵
美
子

　
　保
健
師

　齋
藤
美
咲

　管
理
栄
養
士

　原
美
沙
子

　介護
支
援
主
幹

　小林
俊
一

　

　
　介
護
支
援
主
査

　加
藤
元
康

　主
任

　一
條
恵
美

　主
事

　髙
橋
利
幸

　地域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
淀
野
芳
広
）

　副所
長

　栗田
純
子

　
　包
括
支
援
主
査

　淀
ひ
ろ
み
、
岡
﨑
ま
き

　健康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　
（
淀
野
芳
広
）

産
業
振
興
課

　課長

　鈴木
清
隆

　６次
産
業
化
主
幹

　坂野
成
昭

　
　６
次
産
業
化
主
査

　鈴
木
玄

　主
事

　渋
谷
紗
季

　農業
主
幹

　鈴木
優
徳
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危
険
物
取
扱
者
試
験
の

ご
案
内

▼
種
類
：
甲
・
乙
（
全
類
）・
丙
種

▼
第
１
回
試
験

　試
験
日
：
6
月
11
日
㈯
午
前
中

　試
験
地
：
米
沢
市
、
村
山
市

　書
面
申
請
受
付
期
間
：

　4
月
18
日
㈪
～
28
日
㈭

▼
第
2
回
試
験

　
試
験
日
：
6
月
18
日
㈯
午
前
中

　試
験
地
：
山
形
市
、
鶴
岡
市

　書
面
申
請
受
付
期
間
：

　4
月
25
日
㈪
～
5
月
12
日
㈭

▼
第
３
回
試
験

　試
験
日
：
７
月
９
日
㈯
午
前
中

　試
験
地
：
寒
河
江
市
、
酒
田
市

　書
面
申
請
受
付
期
間
：

　５
月
23
日
㈪
～
６
月
２
日
㈭

▼
第
４
回
試
験

　試
験
日
：
７
月
16
日
㈯
午
前
中

　試
験
地
：
新
庄
市
、
長
井
市

　書
面
申
請
受
付
期
間
：

　５
月
30
日
㈪
～
６
月
９
日
㈭

問
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
１
ー
０
７
６
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会
の
ご
案
内

①
乙
種
第
4
類

▼
期
日
：
5
月
26
日
㈭
、
27
日
㈮

▼
会
場
：
長
井
市
民
文
化
会
館

▼
定
員
：
80
名

②
丙
種

▼
期
日
：
5
月
27
日
㈮

▼
会
場
：
長
井
市
民
文
化
会
館

▼
定
員
：
20
名

受
付
期
間
：
4
月
18
日
㈪
～
5
月

　18
日
㈬（
定
員
な
り
次
第
締
切
）

問
川
西
町
危
険
物
安
全
協
会
事
務

　局
（
川
西
消
防
署
内
）

☎
42
ー
3
7
0
0

甲
種
防
火
管
理
講
習
の

ご
案
内

①
長
井
市
会
場

▼
期
日
：
7
月
14
日
㈭
～
15
日
㈮

▼
会
場
：
長
井
市
置
賜
生
涯
学
習

　プ
ラ
ザ

▼
受
付
：
6
月
6
日
㈪
～
17
日
㈮

▼
定
員
：
80
名

②
米
沢
市
会
場

▼
期
日
：
９
月
29
日
㈭
～
30
日
㈮

▼
会
場
：
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

　タ
ー

▼
受
付
：
８
月
25
日
㈭
～
9
月
7

　日
㈬

▼
定
員
：
１
０
０
名

問
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
ー
６
２
９
ー
８
４
７
７

山
形
県
消
費
生
活

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　県
で
は
消
費
生
活
に
関
す
る
啓

発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
山
形

県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
：
次
の
ア
～
ウ
の
全

　て
を
満
た
す
方

ア
　消
費
生
活
や
消
費
者
問
題
に

　
　関
心
の
あ
る
方

　
　

イ
　満

20
歳
以
上
で
県
内
に
在
住

　
　の
方

ウ
　県
が
開
催
す
る
研
修
会
に
参

　
　加
で
き
る
方

▼
申
込
期
限
：
5
月
13 

日
㈮

問
山
形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
ー
６
３
０
ー
３
２
３
７

裁
判
所
見
学
会
の

　
　

ご
案
内

▼
日
時
：
5
月
23
日
㈪
午
後
1
時

　10
分
～
3
時

▼
場
所
：
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判

　所
米
沢
支
部

　（米
沢
市
中
央
４
ー
９
ー
15
）

▼
内
容
：
裁
判
手
続
き
説
明
、
裁

　判
員
制
度
説
明
お
よ
び
法
廷
見

　学
な
ど
（
予
約
受
け
付
け
順
に

　15
名
）

▼
申
込
方
法
：
下
記
に
電
話
で
事

　前
に
申
込
（
平
日
午
前
9
時
～

　午
後
5
時
）

問
山
形
地
方
裁
判
所
米
沢
支
部
庶

　務
係

☎
22
ー
０
１
１
０

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ

　

事
業
は
じ
め
ま
す

　
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
で

は
、
今
年
度
か
ら
「
家
と
職
場
の

往
復
で
1
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う

…
」、「
地
域
づ
く
り
に
興
味
が

あ
る
け
ど
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
？
」、「
地
域
づ
く
り
に
携
わ
っ

て
き
た
け
ど
、
最
近
な
ん
か
疲
れ

て
き
た
な
あ
」
と
い
っ
た
方
へ
、

人
と
つ
な
が
る
面
白
さ
や
地
域
づ

く
り
の
楽
し
さ
に
気
づ
い
て
も
ら

え
る
事
業
を
始
め
ま
す
。

▼
活
動
期
間
：
5
月
末
～
平
成
29

　年
3
月
（
活
動
は
6
回
程
度
）

▼
対
象
：
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費
：
無
料
（
た
だ
し
、
交

　流
会
、
研
修
な
ど
の
際
は
個
人

　負
担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り

　ま
す
）

▼
募
集
期
限
：
4
月
28
日
㈭
ま
で

▼
応
募
方
法
：
置
賜
広
域
行
政
事

　務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お

　申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

　課
企
画
財
政
係

☎
23
ー
３
２
４
１

広 

告
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　教
育
総
務
主
査

　金
子
満
博

　教
育
施
設
主
査

　寒
河
江
哲
也

　指導
主
事

　梅
津
幸
太

　
　主
任

　佐
々
木
裕
子

　主
事

　齋
藤
由
惟

　子
育
て
支
援
主
幹

　會
田
美
由
紀

　
　子
育
て
支
援
主
査

　梶
山
由
美

　主
事

　市
川
遥

　中
央
公
民
館
館
長

　
（
緒
方
信
彦
）

生
涯
学
習
課

　課長

　後藤
哲
雄

　生
涯
学
習
主
幹

　針
生
富
雄

　
　生
涯
学
習
主
査

　髙
橋
豊
文

　ス
ポ
ー
ツ
振
興
主
査

　齋
藤
雅
美

　

　
　文
化
振
興
主
査

　齊
藤
敏
明

　主
任

　玉
木
和
威

　
埋
蔵
文
化
財
資
料
展
示
館
館
長

　
（
後
藤
哲
雄
）

幼
稚
園
・
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長

　松
浦
啓
子

　副
園
長

　安
部
美
智
子

　専
門
員
（
教
諭
）

　久
坂
部
令
子

　
主
査
（
教
諭
）
須
貝
真
希
、
丹
野
小
織

　教
諭

　大
沼
晴
美

【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長

　淀
野
洋
子

　副
園
長

　菅
井
真
紀
子

　主
査
（
教
諭
）
小
方
恵
美
子
、
八
巻
薫
、
梅
津
泉

　
主
任
（
教
諭
）
井
上
千
穂

　教
諭

　髙
橋
裕
子
（
再
任
用
）

【
小
松
保
育
所
】
所
長

　寒
河
江
幸
子

　副
所
長

　我
妻
節
子

　専
門
員
（
保
育
士
）

　

　吉
田
玲
子
、
小
形
弘
子

　
主
査
（
保
育
士
）
齋
藤
美
貴
子
、
土
田
江
里
子

　

　
主
任
（
保
育
士
）
藤
田
江
里
、
星
野
真
紀

　
保
育
士

　
中
川
沙
織
、
井
上
美
穂
（
新
規
採
用
）

　調理
師

　松
木
泉
、 

安
達
百
合

　

【
玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】
所
長

　牛
澤
京
子

　
主
任
（
保
育
士
）
島
貫
由
佳
里

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

所
長

　大
津
加
君
子

小
学
校
・
中
学
校

　

【
小
松
小
学
校
】調
理
師

　佐
藤
恵
、巻
田
千
香
子
、舩
山
美
香 

用
務
員

　徳永
敬
司（
再
任
用
）

【
大
塚
小
学
校
】
調
理
師

　小
林
美
紀
子
、
奥
村
千
枝
子

　

【
犬
川
小
学
校
】
調
理
師

　小林
貴
美
子

　
【
吉
島
小
学
校
】
調
理
師

　髙
橋
美
和
、

　齋藤
久
美

　用務
員

　菅野
研
二
郎
【
中
郡
小
学
校
】
調
理
師

　髙
橋
泰
子
、

　鈴木
祐
子
、

　用務
員

　松田
一
志
【
高
山
小
学
校
】
調
理
師

　神保
美
由
紀

　

【
東
沢
小
学
校
】
調
理
師

　蔵田
明
美

　
【
玉
庭
小
学
校
】
調
理
師

　後藤
久
美
子

　

【
川
西
中
学
校
】
調
理
師

　大河
原
妙
子
、
平
田
あ
や
子
、
髙
橋
万
里
子

　用務
員

　笹木
誠

平
成
28
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

　髙橋
裕
子
（
園
長
）、
佐
藤
ま
り
こ
（
所
長
）、
徳
永
敬
司
（
用
務
員
）

平成 28年度　川 西 町 職 員 配 置
　
　農
業
企
画
主
査

　
（
鈴
木
優
徳
）

　生
産
振
興
主
査

　鈴
木
ル
ミ
子

　主
任

　佐
藤
朋
和

　
　主
事

　五
雲
寺
良
、
梅
津
智
史
、
平
間
恵
、
髙
橋
知
希
、
佐
田
宗
人

　

　
　主
事
補

　山
口
健
太
郎

　商
工
観
光
主
幹

　内
谷
新
悟

　
　商
工
労
政
主
査

　
（
内
谷
新
悟
）

　観
光
主
査

　中
野
ゆ
か
り

　主
事

　鷲
尾
優
、

　
　高
橋
和
久
、
相
羽
洋

　主
事
補

　小
形
悠
介
（
新
規
採
用
）

農
地
林
務
課

　課長

　阪野
正
則

　農
地
主
幹

　佐
藤
紀
子

　
　農
地
主
査

　前
山
律
雄

　主
事

　須
貝
枝
里
子
、
原
田
恭
兵

　農
村
林
務
主
幹

　今
井
俊
宏

　
　農
村
林
務
主
査

　
竹
田
真
也

　
主
事

　
宮
田
将
大

地
域
整
備
課

　課長

　奥村
邦
彦

　建
設
管
理
主
幹

　伊
藤
勝
彦

　
　整
備
計
画
主
査

　中
山
宗
隆

　道
路
管
理
主
査

　佐
々
木
満
樹

　
　用
地
主
査

　平
田
一
則

　建
築
技
師

　伊
藤
敦

　主
事

　竹
田
智
弘

　

　
　主
事
補

　長
澤
拓
斗

　秋
葉
春
輝

　

　上
下
水
道
主
幹

　髙
橋
光
好

　主
幹

　齋
藤
政
浩

　
　
上
水
道
主
査

　齊
藤
誠
、
石
田
英
之

　下
水
道
主
査

　
（
齋
藤
政
浩
）、
緒
形
成
美

　

　
　
主
事

　渡部
達
朗

　

議
会
事
務
局

　事務
局
長

　藤﨑
良
子

　事
務
局
長
補
佐

　大
友
勝
治

　議
事
調
査
主
査
（
大
友
勝
治
）

　主
査
（
色
摩
良
一
）

監
査
委
員
事
務
局

　事務
局
長

　
（
藤
﨑
良
子
）

　事
務
局
長
補
佐

　
（
大
友
勝
治
）

　監査
主
査

　色
摩
良
一

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　書記
長

　
（
遠
藤
勝
則
）

　書
記
長
補
佐

　
（
大
滝
治
則
）

　選挙
主
査

　奥
村
大
祐

　書
記

　
（
吉
田
良
司
）

　
（
金
子
征
美
）（
井
上
明
子
）（
黒
澤
直
樹
）（
内
谷
浩
美
）（
田
中
和
広
）（
小
倉
繁
樹
）

　
（
佐
々
木
伸
治
）（
朽
木
惇
）（
千
葉
有
生
子
）（
猪
野
春
香
）

農
業
委
員
会
事
務
局

　事
務
局
長

　
（
阪
野
正
則
）

　事
務
局
長
補
佐

　
（
佐
藤
紀
子
）

　

　農地
主
査

　
（
前
山
律
雄
）

　職員

　
（
今
井
俊
宏
）（
竹
田
真
也
）

　
（
須
貝
枝
里
子
）（
原
田
恭
兵
）（
宮
田
将
大
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

　課長

　緒形
信
彦

　教育
総
務
主
幹

　有坂
強
志

　主任
指
導
主
事

　船木
智
幸
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フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫 おすすめ本の紹介

『かわにし森のマルシェ』オープンによせて　
5 月 14 日にオープンする「森のマルシェ」は、いま注目の六次産
業施設です。図書館では六次産業に関する本やこれからの農業に関
する本を一挙紹介します。ぜひご利用ください。

●５月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

●遅筆堂文庫読書会
　５月８日（日）午後 2時～

●おはなし会
　５月１４日㈯　午前１１時～１１時３０分
　きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

●こども読書週間
４月２３日㈯～ 5月 12日㈭「よんでダリアスタンプをもらおう！」
５月３日㈫～ 5日㈭「本のおたのしみ袋　どんな本が入っているのかな？」

●井上ひさし展示室
　「井上ひさしと本」展

シニアコース　５期生 子ども演劇教室

川西町フレンドリープラザ附属演劇学校
受講生募集中（詳細は電話にてお問い合わせください）

春風亭一之輔独演会

　５０歳以上の演劇初心者ならどなた
でも入校できます。活動期間は１年間
で、１１月には本格的な公演を予定し
ています。

　自分を変えてみたい！
スポットライトを浴びてみたい！

新しいことをはじめたい！
　理由はさまざまでも、これまでの人
生で出会ったことのない感動をあなた
に贈ります。

　小学２年生から中学生までの子ども
たちが、ことばをきちんと伝え、表現
する楽しさを学んでいます。
　５月から、芝居はもちろん歌やダン
スの稽古をして、秋の定期公演、そし
て翌年３月の子ども演劇祭での発表を
目指します。

　人間国宝柳家小三治師が落語協会会長
だった際に、異例の２１人抜き大抜擢で
真打昇進を果たした、人気と実力を兼ね
備え、今最も勢いのある落語家春風亭一
之輔師匠の独演会です。
　粋な江戸落語を今に伝える端正かつ巧
みな話芸をお楽しみください。お見逃し
なく！

■ 日　時　６月５日㈰午後３時開演
■ 会　場　フレンドリープラザ
　 　　　　ロビー　劇場
■ 前　売　一般：３，０００円
 　　　　　会員：２，８００円
　 　　　　高校生以下：１，５００円
■ 当　日　各２００円増し

かわにし森のマルシェ
５月14日㈯午前９時オープン！

オ
ー
プ
ン
準
備
着
々
と
　

　「か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
」

が
、
５
月
14
日
㈯
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　場
所
は
、
中
小
松
地
区
の
ロ
ー

ソ
ン
道
向
か
い
、「
森
の
中
の
か

わ
い
い
直
売
所
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
赤
い
屋
根
に
白
壁
の
南
欧
風
の

建
物
が
目
印
で
す
。

　現
在
約
１
０
０
名
の
出
荷
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
、
３
月
22
日
・

23
日
に
は
出
荷
者
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
こ
だ

わ
り
の
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
川

西
の
い
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
発
信

し
て
い
く
直
売
所
を
目
指
し
オ
ー

プ
ン
に
向
け
日
々
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
出
荷
者
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
特
産
品
名
産
品
を
一
堂
に
取

り
揃
え
ま
す
。

　多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
産
を
メ
イ
ン
に
販
売

　店
内
は
、
町
内
で
栽
培
さ
れ
た

野
菜
や
米
、
加
工
品
な
ど
を
販
売

す
る
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
メ
イ
ン
に
、

町
内
産
の
季
節
の
食
材
を
使
用
し

た
お
総
菜
や
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す

る
デ
リ
カ
キ
ッ
チ
ン
と
レ
ス
ト
ラ

ン
を
併
設
し
、
安
全
・
安
心
な
採

れ
た
て
野
菜
を
中
心
に
、
米・酒・

お
菓
子
の
ほ
か
地
元
の
置
賜
農
業

高
校
が
開
発
し
た
商
品
や
川
西
町

特
産
の
紅
大
豆
製
品
な
ど
、
川
西

営
業
時
間

▼
４
月
～
10
月
　午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
　～
午
後
６
時
30
分

▼
11
月
～
３
月
は
午
前
9
時
30
分

　
　
　
　
　
　～
午
後
５
時
30
分

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

５
月
14
日
㈯
午
前
９
時
～
（
予
定
）

問
㈱
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

☎
42
ー
６
６
６
４

問
町
産
業
振
興
課
６
次
産
業
化
グ

　ル
ー
プ
☎
42
ー
６
６
９
６

かわにし森のマルシェ

調
理
ス
タ
ッ
フ
大
募
集
！

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
一

緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。

　調
理
師
免
許
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。

　ご
希
望
の
方
は
、
上
記
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲充実した陳列スペース

町報かわにし　6平成２8年４月１５日 町報かわにし　26平成２８年４月１５日

町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

田
園
回
帰
の
流
れ
を

　春
本
番
を
迎
え
、
活
気
に
満
ち
た
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
入
学
式
、
入
社
式
と
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
退
職
や
異
動
な
ど
新

た
な
環
境
で
生
活
が
始
ま
る
皆
さ
ん
、
健
康

に
留
意
さ
れ
益
々
充
実
し
た
日
々
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 

　４
月
か
ら
「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

町
の
10
ヶ
年
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

基
本
目
標
を
「
夢
と
愛
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま

ち
」
～
田
園
回
帰
の
時
代
の
流
れ
の
中
で
～

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
町
の
課
題
は
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
も
こ
の
克
服
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
特
に
社
会
増
減
を
ゼ
ロ

に
す
る
事
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
進

学
就
職
な
ど
で
転
出
す
る
人
と
転
入
す
る
人

と
の
差
が
年
間
１
０
０
人
く
ら
い
あ
り
、
こ

の
マ
イ
ナ
ス
を
故
郷
へ
取
り
戻
し
、
さ
ら
に

新
た
な
人
を
迎
え
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

若
者
の
多
く
は
将
来
町
へ
戻
り
た
い
と
の
思

い
を
抱
い
て
お
り
、
就
職
を
は
じ
め
２
分
の

３
成
人
式
や
縁
結
び
事
業
な
ど
、
そ
の
受
け

皿
を
作
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
都
市

生
活
か
ら
地
方
へ
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
い
る

若
者
を
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
す
。
今
後
と
も
故
郷
へ
帰
ろ
う
、

川
西
で
暮
ら
し
た
い
と
の
思
い
を
後
押
し
す

る
施
策
を
推
進
し
、
田
園
回
帰
の
流
れ
を

作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
東
京
を
中
心
に
、

移
住
定
住
フ
ェ
ア
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
が
着
実
に
表

れ
て
き
て
い
ま
す
。 

　総
務
省
の
支
援
で
実
施
し
て
い
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
隊
員
は
７
名
で
し
た
が
、
今

月
か
ら
新
た
に
４
名
が
隊
員
に
加
わ
り
、
家

族
を
含
め
る
と
９
名
が
町
内
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
縁
遠
い
所
で
し
た
が
、
農
業
を

希
望
す
る
人
、
遅
筆
堂
文
庫
の
資
料
整
理
を

希
望
す
る
方
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
町
へ
の
思
い
を

持
ち
な
が
ら
、
川
西
町
の
人
や
環
境
を
好
き

に
な
っ
て
移
住
を
決
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
任

期
は
３
年
間
で
す
が
、
隊
員
は
永
住
し
た
い

と
の
希
望
を
持
ち
、
将
来
自
立
す
る
こ
と
を

目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
な
け
れ
ば
彼
ら
も
力
が
発
揮
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
隊
員
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　今
、
都
会
か
ら
祖
父
母
の
と
こ
ろ
で
新
生

活
を
始
め
る
人
も
増
え
「
孫
タ
ー
ン
」
と
い

う
言
葉
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
川
西
で
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
見
つ
け
た
い
と
い
う

意
欲
の
あ
る
方
を
た
く
さ
ん
迎
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

放
送
す
る
内
容

●
緊
急
情
報

・災
害
情
報（
避
難
勧
告・指
示
等
）

・
国
民
保
護
に
関
す
る
内
容
（
弾

　道
ミ
サ
イ
ル
、
大
規
模
テ
ロ
情

　報
等
）
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
伝
達

・
緊
急
地
震
速
報
（
推
定
震
度
４

　弱
以
上
）
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
伝
達

・
気
象
情
報
（
特
別
警
報
）
※
Ｊ

　ア
ラ
ー
ト
伝
達

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は

　武
力
攻
撃
や
緊
急
地
震
速
報
な

ど
、
対
処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い

事
態
に
関
す
る
情
報
を
、
人
口
衛

星
を
利
用
し
て
国
が
送
信
し
、
同

報
系
防
災
行
政
無
線
を
自
動
起
動

し
、
住
民
へ
緊
急
情
報
を
瞬
時
に

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　こ
れ
ら
の
情
報
は
自
動
的
に
放

送
さ
れ
る
た
め
、
24
時
間
い
つ
で

も
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　緊
急
地
震
速
報
の
場
合
、
震
源

が
近
い
時
や
直
下
型
地
震
の
時
は
、

速
報
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

●
町
民
の
生
命
、
財
産
等
に
か
か

わ
る
緊
急
か
つ
重
要
な
も
の

・
行
方
不
明
者
の
捜
索
協
力
依
頼
、

　ク
マ
出
没
注
意
等

●
そ
の
他

・
火
災
予
防
啓
発
、
雪
害
防
止
啓

　発
、
選
挙
投
票
日
の
お
知
ら
せ
、

　イ
ベ
ン
ト
の
急
き
ょ
中
止
、
突

　発
的
断
水
等

●
試
験
放
送

　・
毎
月
１
日
正
午
：
サ
イ
レ
ン

　の
試
験
吹
鳴

※
こ
れ
ま
で
、
町
内
12
箇
所
で
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
１
日
か
ら
20
箇
所
の
全
子
局

か
ら
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。

●
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と

　きは
…

　左
記
電
話
応
答
サ
ー
ビ
ス
で
放

送
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

☎
42
―
４
２
６
１

☎
42
―
４
２
６
２

☎
42
ー
４
２
６
３

問
総
務
課
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
42
ー
６
６
１
２

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
運
用
ス
タ
ー
ト

　町
で
は
、
町
民
の
生
命
や
安
全
を
守
る
た
め
に
必
要
な
緊
急
情
報
を
迅

速
に
伝
達
で
き
る
「
同
報
系
防
災
行
政
無
線
」
の
運
用
を
４
月
１
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
同
報
系
防
災
行
政
無
線
で
、
役
場
に
親
機
を
設
置

し
、
町
内
20
箇
所
の
子
局
を
利
用
し
て
緊
急
情
報
な
ど
を
放
送
し
ま
す
。

こまつ市　今年で10周年
今年は５月１４日㊏スタート！
今年は「こまつ市」が始まって１０周年！
置賜最大級の朝食を食べられる朝市として、町内の“う
まいもん”を取り揃え、１０周年記念イベントも企画
し賑やかに開催します！
❖ 期　日　平成２８年５～１１月の第２土曜日
❖ 時　間　午前７時～８時３０分
❖ 会　場　ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　　　　　　　（雨天時と１１月は川西町中央公民館）
※ 開催内容を変更する場合がございますので、町報

や、チラシ等でご確認ください。

出店者募集！
こまつ市に参加して、一緒に町を盛り上げませんか？
自慢の野菜や漬物、お菓子などを売りたい方々を大募
集します！売りたいけど売り方がわからないといった
方も、１回だけの参加も出来ますので、お気軽にご相
談ください。詳しい内容は下記事務局まで。
問町産業振興課内 こまつ市実行委員会事務局
☎４２－６６９６

　
毎年恒例のダリア球根直売会。今年は約２００種類
の球根を、写真を見ながら購入できます。お気に入
りのダリアで華やかな花壇を作ってみませんか？
❖ 日　時　５月 1３日 ㊎ ～１５日 ㊐
　　　　　 午前１０時～午後４時
❖ 場　所　川西ダリヤ園多目的広場
　　　　　 （浴浴センターまどか隣）
❖ 内　容　川西産ダリアの球根、切り花、花苗
　　　　　 などを販売いたします。
❖ 金　額　１球：５００円、７００円、９００円

✿ ダリア栽培講習会
❖ 日　時　午後 1 時～（期間中）
❖ 場　所　川西ダリヤ園多目的広場
❖ 参加費　無料
ダリアを栽培しているプロが、球根の植え方、育て
方を説明します。初めて栽培される方、栽培のコツ
が知りたい方、どなたでもお気軽にご参加ください。
問町産業振興課 商工観光グループ 
☎４２－６６４５

川西ダリヤ園産
球根直売会

５月１４日㊏は
注目イベント開催！

こまつ市　
◆午前 7時～
◆ JA川西支店東側

かわにし森のマルシェオープン
◆午前 9時～
◆かわにし森のマルシェ

川西ダリヤ園産球根直売会
◆午前１０時～
◆川西ダリヤ園多目的広場
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▲町民の安全安心な生活のために

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
に
辞
令
を
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
平
成
28
年
度
消
防
団
辞
令
交
付
式
～

　４
月
３
日
㈰
、
平
成
28
年
度
川
西
町
消
防

団
辞
令
交
付
式
が
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
齋
藤
二
男
団
長
よ
り
消

防
団
幹
部
と
、
20
名
の
新
入
団
員
の
皆
さ
ん

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　辞
令
交
付
後
に
は
、
各
部
門
に
分
か
れ
て

研
修
会
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
は
消
防
で
の

基
礎
的
な
動
き
や
消
防
団
員
と
し
て
の
心
得

を
学
び
ま
し
た
。
町
内
で
は
現
在
５
８
１
名

の
消
防
団
員
が
、
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
日
々
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。
消

防
団
員
の
皆
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　玉
庭
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
活
用
委
員

会
が
福
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ

き
、
29
日
㈫
に
楠
田
博
雄
委
員
長
が
そ
の
ご

報
告
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　玉
庭
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
お
も
い
で

館
は
、
原
発
事
故
発
生
時
に
福
島
の
方
の
受

入
を
行
い
、
そ
れ
以
降
、
放
射
線
が
心
配
な

い
遊
び
場
と
し
て
、
月
に
一
度
の
プ
チ
避
難

を
受
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
区
の
住
民

と
福
島
の
方
が
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　5
月
4
日
に
は
震
災
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
か
す
か
な
光
へ
」
の
上
映
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▶思いで館の楠田館長
▼ 2月には「ヤハハエロ」　
　をみんなで体験

３/２９

玉
庭
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
活
用
委
員
会
が

福
島
県
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

４/３

▲新しく農業委員になられた松田さん（左）と
　退任された星野さん（右）

新
し
い
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　置
賜
農
業
共
済
組
合
の
役
員
改
選
に
伴

い
、
平
成
23
年
３
月
か
ら
5
年
間
農
業
委
員

を
務
め
ら
れ
、
本
町
農
業
振
興
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
吉
島
地
区
の
星
野
廣
志
さ
ん
が

農
業
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　後
任
に
は
、
新
し
い
理
事
の
中
か
ら
推
薦

の
あ
っ
た
、
玉
庭
地
区
の
松
田
幸
男
さ
ん
が

選
ば
れ
、
３
月
31
日
付
け
で
農
業
委
員
に
選

任
さ
れ
、
町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。　退

任
さ
れ
る
星
野
さ
ん
、
長
い
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
新
た
に
農
業

委
員
に
な
ら
れ
た
松
田
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　4
月
1
日
㈮
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱

状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
か
ら
継
続
の

7
名
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
4
名
の
協
力
隊

が
加
わ
り
、
11
名
体
制
と
な
っ
た
隊
員
た
ち

に
、
町
長
か
ら
委
嘱
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　今
年
度
か
ら
加
わ
っ
た
の
は
、
農
業
研
修

生
の
加
藤
昇の

ぼ
るさ

ん
、
松
山
薫か

お
るさ

ん
、
松
山

緩ひ
ろ
こ子

さ
ん
と
、
遅
筆
堂
文
庫
研
究
員
の
山
内

七な
な
み海

さ
ん
の
4
名
で
す
。

　農
業
研
修
生
の
3
名
は
農
業
法
人
等
で
研

修
を
受
け
な
が
ら
新
規
就
農
を
、
研
究
員
は

遅
筆
堂
文
庫
で
働
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
定
住

を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

▲左から　加藤昇さん　松山緩子さん
　　　　　松山薫さん　山内七海さん

４/１

新
し
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す
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「
女
性
目
線
の
P
R
」
が

川
西
を
広
め
る
き
っ
か
け
に

新
た
な
魅
力
が
次
々
に

　「川
西
町
に
35
種
類
以
上
の
豆
が
あ
る

な
ん
て
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
―
―
―
」

　豆
の
情
報
を
発
信
し
て
い
る
、
や
ま
が

た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
登
坂
理
事
長
は
、

そ
の
時
の
驚
き
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　機
構
の
み
な
さ
ん
も
、
豆
の
お
い
し
さ

や
栄
養
、
豆
が
縁
と
な
る
新
た
な
関
わ
り

に
魅
力
を
感
じ
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
そ

う
で
す
。

　「女
性
目
線
」
と
い
う
新
た
な
視
点
が
、

今
ま
で
に
な
い
広
が
り
を
生
み
出
し
て
い

て
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
の
特
集
を
は
じ
め
、

東
京
都
上
野
桜
木
あ
た
り
（
台
東
区
）
と

山
形
市
で
行
っ
た
「
豆
の
展
示
会
」
は
、

ど
ち
ら
も
大
盛
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　さ
ら
に
、「
こ
の
展
示
会
で
紅
大
豆
の

販
路
が
広
が
り
、
移
住
希
望
者
が
現
れ
る

な
ど
、
町
を
P
R
す
る
に
は
絶
好
の
機

会
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
豆
」
の
情
報
で
川
西
へ

　機
構
と
し
て
の
、
今
後
の
活
動
方
針
を

伺
う
と
、「
35
種
類
以
上
の
豆
が
あ
る
と

い
う
“
珍
し
さ
”
と
、
畑
の
肉
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
の
“
豊
富
な
栄
養
値
”
と
い
う
視

点
で
さ
ら
に
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、5
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
も

豆
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し

て
い
く
予
定
で
す
。
か
わ
に
し
森
の
マ
ル

シ
ェ
を
拠
点
に
、
遠
方
か
ら
来
る
お
客
様

と
生
産
現
場
が
繋
が
り
、
さ
ら
に
多
く
の

人
に
川
西
町
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　機
構
の
情
報
発
信
が
さ
ら
に
広
が
り
、

町
へ
興
味
を
持
つ
人
が
さ
ら
に
増
え
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

やまがた里の暮らし推進機構
理事長
登坂 賢治さん（東沢）

今
ま
で
に
な
い
反
応
が

　機
構
の
情
報
発
信
に
対
す
る
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
は
、「
豆
」
と
い
う
一
つ
の
題

材
に
特
化
し
、
そ
こ
か
ら
川
西
町
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
も
の
す
。

　も
う
一
つ
は
、
生
産
活
動
や
商
品
開
発

は
農
業
者
な
ど
に
任
せ
、
あ
く
ま
で
「
情

報
発
信
」
に
徹
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　そ
の
よ
う
に
し
て
発
信
し
て
い
る
情
報

や
、
掲
載
写
真
な
ど
は
女
性
目
線
の
も
の

で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク

セ
ス
や
機
構
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
若
い

女
性
や
料
理
関
係
者
な
ど
、
今
ま
で
に
な

い
ジ
ャ
ン
ル
の
反
応
が
大
き
い
の
が
特
徴

で
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　●
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　
　
　「豆
の
あ
る
ま
ち
か
わ
に
し
」

https://w
w
w
.facebook.com

/
m
am
enoarum

achi/tim
eline

　
　
　●
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

　
　
　「＠
川
西
ま
め
す
け
」

h
ttp

s
:/
/
tw
itte

r.c
o
m
/

beanstow
n_japan

▲情報発信キャラクターの「まめすけ」

▲フェイスブックでは女性目線　
のかわいい写真がずらり

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

▲人形の由来なども丁寧に説明

３/２６
～２７
個
性
豊
か
な
ひ
な
人
形
と
お
も
て
な
し
を
堪
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
第
18
回
～
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

　3
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
の
2
日
間
、
玉
庭

地
区
の
8
つ
の
会
場
で
「
第
18
回
玉
庭
ひ
な

め
ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
前
年
度
上
回
る
８

３
４
人
（
81
人
増
）
の
来
場
者
が
、
江
戸
時

代
か
ら
伝
わ
る
個
性
豊
か
な
ひ
な
人
形
と
、

玉
庭
地
区
の
方
々
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
も

て
な
し
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　例
年
に
比
べ
雪
解
け
も
進
み
、
両
日
と
も

晴
天
に
恵
ま
れ
た
玉
庭
地
区
で
は
8
つ
の
会

場
そ
れ
ぞ
れ
に
古
今
雛
や
享
保
雛
、
相
良
人

形
や
成
島
人
形
を
は
じ
め
、
手
作
り
の
つ
る

し
雛
な
ど
が
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
は
感
動
し

な
が
ら
人
形
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　３
月
16
日
㈬
、
渡
部
幸
雄
さ
ん
（
吉
島
）

が
自
費
出
版
の
著
書
「
日
本
を
揺
る
が
し
た

戊
辰
戦
争
」
の
寄
贈
に
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　渡
部
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
「
下
平
柳
史
」
や

自
作
の
童
話
集
な
ど
を
執
筆
さ
れ
、今
回
は
、

「
平
和
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
歴
史
的

な
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
の
思
い
か
ら
執
筆
さ
れ
、
町
に
対
し

て
70
冊
の
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　町
で
は
、
こ
の
本
を
無
償
で
提
供
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
生
涯
学
習
課
（
☎
44
―
２
８
４
３
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３/1６

平
和
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ

～
「
日
本
を
揺
る
が
し
た
戊
辰
戦
争
」
を
出
版
～

▲ロゴマークと限定商品を披露する吉村部長（東沢）

商
工
会
青
年
部
が
最
優
秀
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
山
形
県
提
案
公
募
型
事
業
成
果
発
表
会
～

　3
月
23
日
㈬
、
県
内
の
8
つ
の
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
、
提
案
公
募
型
事
業
の
平
成
27

年
度
成
果
発
表
会
が
行
わ
れ
、
町
商
工
会
青

年
部
が
、見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　同
青
年
部
は
、
千
葉
県
や
飯
豊
町
の
道
の

駅
を
視
察
し
な
が
ら
、
売
れ
る
商
品
づ
く
り

や
情
報
発
信
方
法
な
ど
を
学
び
、
青
年
部
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
商
品
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
開
発
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
付
き
商
品
は
、
森
の
マ
ル
シ

ェ
限
定
発
売
と
い
う
こ
と
で
、
行
政
と
の
連

携
や
、
青
年
部
員
の
所
得
向
上
に
結
び
付
く

取
組
み
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　3
月
9
日
㈬
、
川
西
町
地
域
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
（
委
員
16
名
）
の
安
部
会
長
か
ら

町
長
に
対
し
て
、「
第
２
期
地
域
福
祉
計
画・

地
域
福
祉
活
動
計
画
案
」
が
答
申
さ
れ
ま
し

た
。　同

委
員
会
は
、
昨
年
８
月
28
日
に
町
長
か

ら
諮
問
を
受
け
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
検
討
部

会
」
と
「
組
織
づ
く
り
検
討
部
会
」
を
設
置

し
、
７
回
に
わ
た
る
審
議
を
重
ね
、
３
月
１

日
の
会
議
に
お
い
て
計
画
案
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

　町
で
は
、
今
後
本
計
画
に
基
づ
き
地
域
福

祉
に
関
す
る
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３/９

住
み
慣
れ
た
町
で
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　
　
　
　～
第
２
期
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
案
の
答
申
～

３/２３

▲町民の意見が詰まった計画を答申

▲希望者は生涯学習課へ連絡を
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需
要
の
高
ま
る
紅
大
豆

　35
種
類
の
豆
の
な
か
で
代
表
的
な
も
の

と
し
て
、
在
来
種
で
あ
る
「
紅
大
豆
」
が

あ
り
ま
す
。

　昔
は
「
赤
豆
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
鮮
や
か
な
赤
い
色
と
、
県
の
特
産
で

あ
る
紅
花
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
紅
大
豆
」

と
名
前
を
改
め
ま
し
た
。

　そ
の
紅
大
豆
を
町
の
特
産
品
と
し
て
生

産
す
る
た
め
「
川
西
町
紅
大
豆
生
産
研
究

会
」が
発
足
し
平
成
21
年
に
は「
紅
大
豆
」

を
商
標
登
録
し
、
P
R
活
動
や
商
談
会
、

新
商
品
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　現
在
は
、
機
構
の
情
報
発
信
の
効
果
で

需
要
が
供
給
を
上
回
り
、
生
産
面
積
の
拡

大
と
、
新
た
な
生
産
者
の
確
保
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

る
の
か
を
生
産
者
自
身
が
感
じ
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
そ
の
結
果

お
客
様
か
ら
「
が
ん
ば
っ
て
」
と
応
援
さ

れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
こ
と
を
、
嬉
し

そ
う
に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、『
私
た
ち
は
「
特
産
品
」
を
栽

培
し
て
い
る
と
い
う
意
識
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。』
と
自
信
を
も
っ
て
話
し
て
く

れ
た
淀
野
会
長
。
紅
大
豆
を
知
っ
た
お
客

様
に
、
小
さ
な
豆
の
花
が
咲
き
並
ん
で
い

る
光
景
を
見
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

単
な
る
「
農
産
物
」
で
は
な
く

「
特
産
品
」
を
栽
培
す
る
意
識
で

紅
大
豆
を
知
っ
て
も
ら
う

　「〝
紅
大
豆
”
と
い
う
珍
し
い
も
の
を
と

お
し
て
、
川
西
を
知
っ
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
―
―
―
」

　淀
野
会
長
を
は
じ
め
、
川
西
町
紅
大
豆

生
産
研
究
会
の
生
産
者
が
紅
大
豆
を
生
産

し
始
め
た
の
は
そ
ん
な
思
い
か
ら
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
以
降
、
町
内
業
者
と
連

携
し
た
新
商
品
開
発
や
、
商
談
会
へ
の
参

加
な
ど
で
、
直
接
お
客
様
と
触
れ
合
い
な

が
ら
、
今
ど
ん
な
商
品
が
求
め
ら
れ
て
い

川西町紅大豆生産研究会　
会長

淀野 貞彦さん（吉島）

◀川西産の紅大豆を
　使用した新商品

▲きれいな花が、やがて大きな実をつける

今
年
は
”
国
際
豆
年
”

　「豆
」
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
も
の
を
取

り
上
げ
た
町
お
こ
し
が
、
誰
し
も
が
予
想

し
な
か
っ
た
ス
ピ
ー
ド
で
浸
透
し
、「
豆

の
あ
る
ま
ち
か
わ
に
し
」
の
認
知
度
が
確

実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
平
成
25
年
12
月
の
第
68
回
国

連
に
お
い
て
、
今
年
を
「
国
際
豆
年
」
と

し
て
、
豆
の
食
料
安
全
保
障
や
栄
養
へ
の

貢
献
に
つ
い
て
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み

な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て

お
り
、「
豆
」
へ
の
注
目
が
世
界
的
に
集

ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　機
構
の
取
組
み
が
、
そ
し
て
町
の
特
産

品
で
あ
る
「
紅
大
豆
」
が
さ
ら
に
注
目
を

集
め
、「
山
形
県
川
西
町
」
が
世
界
に
注

目
さ
れ
る
日
が
来
る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん

で
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

販売元「マルヤナギ」ブランドの小倉屋柳本（神戸市）
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４月の町税等 川西町の人口

16,008 人（－ 61）
男　　　7,833 人（－ 26）
女　　　8,175 人（－ 35）
世帯数　5,165 世帯 ( － 4)

※3月末日現在の住民基本台帳人口

●軽自動車税
●上下水道使用（３月概算分）
口座振替日　４月２８日㊍
納付期限　　５月　２日㊊

わ
が
家
の
お
ぼ
ご

「わが家のおぼご」を掲載しませんか？（毎月先着 3組まで）
　ご希望される方は、「保護者氏名（2名まで）」「連絡先」「お子さん
の名前（ふり仮名付）・年齢」「メッセージ（２0字前後）」を記入し、
写真をメールで送付ください。（町内在住で３歳までのお子さん限定）
▶ 5 月号募集期間：４月１５日～２８日
▶ 応募先：町まちづくり課　情報統計グループ　☎４２－６６６８
　 メール koho@town.kawanishi.yamagata.jp

米
野
　眞ま

央お

く
ん
（
２
歳
）

　
　紗さ

那な

ち
ゃ
ん
（
６
ヶ
月
）

　２
人
と
も
元
気
に
す
く
す
く
育

ち
ま
す
よ
う
に
♥

　
　（米
野
儀
昭
　愛
美
：
小
松
）

鈴
木
　心こ

こ
彩ろ

ち
ゃ
ん （
２
歳
）

　
　
　 

雄ゆ
う

惺せ
い

く
ん
（
２
ヶ
月
）

　お
姉
ち
ゃ
ん
、
い
つ
も
お
世
話

あ
り
が
と
う
！

　
　
　（鈴
木
栄
　梢
恵
：
小
松
）

梅
津
　結ゆ

い
斗と

く
ん
（
２
歳
）

　こ
れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

大
き
く
な
ぁ
れ
♥

　
　（梅
津
智
史
　香
奈
：
犬
川
）

◆公式フェイスブックページ◆
町の出来事、イベント情報などが満載！
【https://www.facebook.com/town.kawanishi/】

【よろこびかなしみ】については、町
報かわにしの紙面構成の見直しに伴
い、一部変更して再度掲載させてい
ただくこととしました。
なお、希望者のみ掲載しています。

…３月受付分…

氏名 年齢 大字

渡部　敬二 ６０ 上小松
佐々 木喜久雄 ７９ 高　山
鈴木　ミヨ ９３ 小　松
相見　壽行 ７５ 中小松
鈴木クニ子 ８４ 尾長島
川崎　要助 ９１ 時　田
安部みつゑ ９８ 上小松
川崎　敏子 ８４ 上小松
市川　まさ ８６ 玉　庭
梅津　よね ９０ 東大塚
奥村きよの ８７ 高豆蒄
今野　とよ ９４ 吉　田
佐藤　ヤヱ ８１ 吉　田
渡部　平次 ９２ 上小松
髙橋　みん ９５ 堀　金
片倉　智子 ８６ 上小松
丹野　貞藏 ７５ 高　山
舟山　俊枝 ８８ 中小松
多田　きぬ ８３ 中小松
桵澤　孝一 ９０ 朴　沢

新郎　　　　　　　新婦 大字
関川　　守 ♥ 村田　麻美 小　松
佐藤　　克 ♥ 佐原　寛子 莅
髙橋　大安 ♥ 安部恵梨奈 下奥田
嵐田　秀偉 ♥ 石田　晴香 時　田

氏名 性別 保護者 大字
片倉　彩

いろは
巴 女 達朗・ 愛子 上小松

遠藤　悠
ゆうと
音 男 雅己・ 美希 大　舟

安孫子　鈴
りん

女 真也・ 唯 高　山
斎藤いつき 女 矩寛・恵理子吉　田
竹田　泰

たいせい
晟 男 隼也・ 明子 高　山

竹田　春
はるた
太 男 竜哉・ 桂子 中小松

井上　　栞
しおり

女 忍 ・ 由紀 堀　金
鈴木　莉

り こ
瑚 女 泰二・奈都美洲　島

竹田　日
ひより
和 女 純一・日加里高　山

鈴木　笑
え ふ
歩 男 茂明・ 由美 玉　庭

遠藤　睦
あつと
斗 男 正倫・ 香 時　田

髙梨　笑
えみの
実 女 裕晃・ 由里 吉　田

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん 12 名

ご結婚おめでとう　4 組

ご冥福を祈ります

毎
月
３
組
募
集
中
！
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“豆のあるまち”で町おこし

意
外
に
多
い
？
豆
の
種
類

　み
な
さ
ん
は
、「
豆
」
と
聞
い
て
ど
ん

な
豆
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
「
紅
大

豆
」「
秘
伝
豆
」「
青
畑
豆
」
な
ど
な
ど
…

お
そ
ら
く
、
多
く
の
方
が
思
い
浮
か
べ
ら

れ
た
の
は
３
～
５
種
類
く
ら
い
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　で
は
、
川
西
町
で
い
っ
た
い
ど
の
く
ら

い
の
豆
が
作
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
数
は
な
ん
と
35
種
類
。
こ
の
大
半
は

一
般
的
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
品
種
が
多

く
、
豆
の
色
や
形
が
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

“豆のあるまちかわにし”
　このフレーズ、どこかで聞いたことありませんか？
　川西で採れる豆は「紅大豆」「秘伝豆」「青畑豆」だけじゃないんです。その数なんと３５種類！
その“豆”を使った町おこしを展開しています。
　豆を使った町おこしとは、いったいどういうものなのか？関係者同士での話し合いから始まっ
たこの取組みが、いま大きな反響を呼んでいます。

か
わ
い
く
洗
練
さ
れ
た
情
報
発
信

　

そ
の
多
彩
な
豆
を
使
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し

推
進
機
構
（
登
坂
賢
治
会
長：以
下
機
構
）

が
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　始
ま
り
は
、
平
成
25
年
に
町
の
総
合
計

画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
神
戸
国
際
大
学

経
済
学
部
教
授
の
中
村
智
彦
先
生
と
町
、

機
構
と
で
、
町
の
名
産
品
に
つ
い
て
の
議

論
を
行
っ
て
い
た
と
き
、
豆
に
関
す
る
話

題
が
多
く
出
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

そ
の
後
、
機
構
が
主
と
な
り
豆
の
種
類
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
な
ん
と
35
種
類
の
豆

が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　そ
の
「
豆
」
を
題
材
に
、
豆
の
情
報
を

発
信
す
る
「
マ
メ
リ
エ
」
と
町
内
女
性
豆

生
産
者
を
合
わ
せ
た
３
人
が
、「
お
し
ゃ

れ
」
で
「
か
わ
い
い
」
そ
し
て
「
洗
練
さ

れ
た
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
自
身
が
作
っ
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食育
推進

はじめよう、朝ごはん習慣！
☀ 朝ごはん習慣で生活リズムを整えよう
　新生活が始まり、生活のリズムを崩しやすい時期で
す。心身の疲れを溜めないためにも生活リズムを整え
ることが大切です。
　朝ごはんを食べるよう意識することで、早寝・早起
きにもつながり、生活のリズムも新しいリズムに無理
なく変わっていきます。
　忙しい朝でも、主食（ご飯やパン）、主菜（肉、魚、
卵など）、副菜 ( 野菜類、海藻類など ) がそろうよう心
がけてみましょう。

春はスタートの季節
生活リズムを
味方につけよう

　
こどもフェスタ＆

ひょうたん島スタンプラリー
2016

　まんまる太鼓キッズ演奏、ＡＫＥＭＩコンサート、
ミニ動物園、産直・フードコートもあるよ！

❖ 日　時　5 月 5 日 ㊍㊗ 午前１０時～午後３時

❖ 場　所　羽前小松駅前、駅周辺商店街、
　　　　　 川西町フレンドリープラザほか
❖ 参加料　こども（中学生以下）２００円
　　　　　 大人４００円 （親子券、家族券もあり）
問えき・まちネットこまつ ☎４２－２５３３
川西さくらの見頃情報
●置賜公園（小松）…４月２０日㈬頃
●龍蔵桜（犬川）…４月２０日㈬頃
●石割桜（玉庭）…5 月 1 日㈰花見の会開催

（会費：２，０００円）

ワンポイント♪
ホワイトソースの水を、牛乳に変えることでコ
クのある味わいになります。
カルシウム補給にもなり、一石二鳥！

手軽にできる
シチューのもとで
簡単グラタン！

　くきたちグラタン　
✿ 材料　＜２人分＞
○くきたち　　　　２００ｇ
○ベーコンハーフ　３枚（３０ｇ）
○ピザ用チーズ　　　２０ｇ

〈ホワイトソース〉
○シチューのもと　１．５かけ（３０ｇ）
○水　　　　　　　２００ｍｌ
✿ 作り方
① くきたちは茹でて、３㎝幅に切る。ベーコ

ンは１㎝幅に切る。
② 耐熱容器に粗く刻んだシチューの素と水を

入れ、ふんわりラップをして１分加熱する。
ダマがなくなるまでよく混ぜホワイトソー
スを作る。

③ グラタン皿などに①を入れ、②を加えて混
ぜる。ピザ用チーズをのせオーブントース
ターで３～５分焼く。

注）電子レンジによって出力数が異なります。このレシピは

６００Ｗ（回転皿付）を基準としています。火の通り具合を

みて加減しましょう。（置賜発　野菜まるごとレシピ集より）

 一生に一度の２０歳
 川西町成人式５月３日に開催
■ 期　日　５月３日㊋㊗
■ 場　所　川西町フレンドリープラザ
■ 日　程　受付　　 午前９時３０分～

記念撮影 午前９時４５分～
式典　　 午前１０時３０分～１１時
記念行事 午前１１時１０分～１２時

■ 対象者　平成７年４月２日から平成８年４月１日
までに生まれた町内在住者及び町立中学
校卒業者

※ 今年の成人式の対象者には、４月上旬にご案内状
を発送しています。

※ 会場には一般席を準備いたしますので、ご家族の
方もぜひご同席いただき祝福ください。

問町生涯学習課 生涯学習グループ ☎４４－２８４３
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た
豆
料
理
な
ど
を
中
心
に
、
S
N
S
を

活
用
し
な
が
ら
情
報
発
信
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　そ
の
活
動
が
、
特
に
女
性
を
中
心
に
注

目
を
集
め
は
じ
め
、
平
成
26
年
11
月
に
は

N
H
K
の
昼
の
番
組
で
全
国
に
生
放
送

さ
れ
、
そ
の
後
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
無
料
情
報

誌
「
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
」
に
掲
載
さ
れ
る

な
ど
、
認
知
度
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

○
参
考
文
献

・
豆
類
事
報 

N
o
80 
２
０
１
５
年
９
月

　山
形
県
川
西
町
「
豆
の
あ
る
ま
ち
か
わ
に
し
」
　

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　～
N
o 

　B
e
a
n
s 

N
o 

　L
i
f
e
が
生
ま
れ
る
ま
で
　神
戸
国
際
大
学
　

　経
済
学
部
　教
授
　中
村
　智
彦
著

・
ト
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
２
０
１
５
年
７
月
号

・山
形
大
学
農
学
部
農
学
博
士
　五
十
嵐
　喜
治
「
紅

　大
豆
の
成
分
特
性
に
つ
い
て
」

視
点
を
変
え
た
方
法
で

　ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
東
京
都
上
野
で

町
内
産
の
豆
の
展
示
や
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
山
形
か
わ
に
し
豆
の
展
示
会
」
を
３
日

間
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
、
従
来
の
直
売
や
産
直
と

い
っ
た
安
さ
を
強
調
す
る
や
り
方
で
は
な

く
、
飲
食
業
界
、
食
品
関
係
業
界
、
マ
ス

コ
ミ
業
界
な
ど
の
方
々
に
加
え
、
料
理
愛

好
家
や
ブ
ロ
ガ
ー
な
ど
、
情
報
発
信
力
の

あ
る
方
々
へ
の
P
R
を
第
一
の
目
的
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　出
展
者
や
ス
タ
ッ
フ
も
、
会
場
の
雰
囲

気
に
合
わ
せ
て「
か
っ
こ
い
い
」「
お
し
ゃ

れ
さ
」
を
意
識
し
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
来
場
者
は
の
べ
１
７
０
０
人
、
売

り
上
げ
も
過
去
最
高
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
3
月
に
は
山
形
市
で
開

催
し
、
今
年
度
も
実
施
す
る
方
向
で
準
備

を
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

▲▼多くの人が訪れた「山形かわにし豆の展示会」

▲川西の豆が注目を集めたトランヴェール

▲ 35種類の豆を並べて。全種類言えますか？
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２０１６年４月１５日

　昨
年
度
に
引
き
続
き
、
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
読
み
手
で
あ
る
町
民
の
み
な
さ
ん
が
「
読
み

た
く
な
る
町
報
」
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
年
度
も
町
報
か
わ
に
し
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　今
月
号
か
ら
の
新
企
画
「
未
来
に
向
か
っ
て
」

は
、
町
内
の
小
・
中
・
高
校
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
活

躍
を
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
て
い
く
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
の
小
川
悠
さ
ん
は
、
昨
年

度
の
新
人
戦
、
や
り
投
げ
県
１
位
の
実
力
の
持
ち

主
。
高
校
最
後
の
大
会
で
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　大

未来に向かって　～第１回～

夢はインターハイ出場！
今しかできないことに全力で

置賜農業高校３年生　小川　悠
はるか
さん（小松地区）

　わたしの夢は、やり投げ競技でインターハイと国体に出場して入賞することです。
　わたしは、高校に入学してやり投げと出会い、陸上部に入部しました。やり投げは初めてでとても楽しく、ど
んどん夢中になり、のめり込んでいきました。そして、県大会や東北大会にも出場するようになり、「いつかは
全国大会に！」という思いが芽生え始めました。そのため、練習では意識を高く持ち、いろんなことを吸収しな
がらコツコツ頑張っています。
　また、高校生活最後の 1年間なので、今しかできないことに一生懸命になり、後悔のない人生にしたいです。

　
　編

　後
　集

　記
４月２日㈯～９日㈯の間にあった入学式の中から、
吉島小学校の入学式を表紙に選びました。２２人の
ピカピカの一年生。とっても元気でした。

平成２７年度
　山形県高等学校新人陸上競技大会
　　　　　　　女子やり投げ　優勝
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主な内容ともだちみんなで遊ぼうね
　～吉島小学校入学式～

かわにしかわにし

特集：”豆のあるまち”で進む町おこし P2～

平成28年度町職員配置図
P６～かわにし森のマルシェ5月14日オープン
P８～

税金などがコンビニで支払可能に P1２～
町のニュース P2８～


